


    
    


    




        　青玉島以外にも人の集まる場所が現れ、いつしか村となり、街となり、国となった。大陸では小さな国が離合集散を繰り返すなかで、いつしか大国が生まれる。大陸の西岸に位置する“紅玉高原”。ルビーの運んだ小包を使い、アイリスとその仲間たちが建国した国だ。
　一方、大陸の外にも1つ、小さいが極めて重要な国がある。もちろん青玉島だ。青玉島は夢幻界でもっとも早くに成立した国であり、後に成立した紅玉高原と“姉妹国”となった。それ以来、2ヶ国の君主はかなりまめに連絡を取り合っている。
　この2大国を“夢幻王国”という。青玉島は“夢幻王国第1番”、紅玉高原は“夢幻王国第2番”とも呼ばれている。さらに、夢幻王国に次ぐ第2流国家として、“柘榴渓谷”、“黄玉荒野”を始めとする“準夢幻王国”なるものが、10ヶ国ある。
　夢幻界はその形がある程度形成されて以来、大きな戦争はほとんど起きていない。とりわけ大陸から離れた青玉島は、1度も戦争というものを経験したことがない。これらは“夢の奇跡”などと言われている。



　ディックは、そんな夢幻界を出たり入ったりしていた。むろん、ユリアを捜し続けているのである。
　どれほど旅を続けても、幾年の時が流れても、ルビーとの“思い出”はディックを苦しめ続けた。愛しかった人を、自らの手で傷つけ、殺した。その事実が薄れることはなく、ディックの首を絞め続ける。しかし、ディックを苦しめたのはそれだけではなかった。“人を殺した”ということそのものに対する罪悪感も、重く圧し掛かったのだ。ようやく、母親を殺してしまったジャックの苦しみが理解出来たような気がする。今までの“ユリアを殺してやる”という決意が、いかに軽薄だったかを思い知った。
　“人を殺す”って、口で言うほど簡単なことじゃない。殺すこと自体は呆気ないのに、そのあと…そのあと…
　これは、ディックを大いに悩ませた。

　まだ、その気になれば“ルビー様を殺すつもりはなかった。あれは彼女が、俺を利用して自殺したんだ”と言い逃れする余地もある。だが実際には、俺はそう逃げることも出来ない。罪悪感に押し潰されてしまうことのないよう、ひたすら堪え続けるのがやっとだ。今だってもう気が触れそうなのに…それなのに、人を故意に殺したら……俺はどうなってしまうだろう？
　“そこまで思うならやめればいい”“その復讐のために、ルビーを失ったんじゃないのか”そう思わなかったわけではない。しかし、そう思う度に、心の中のシェルダンが、もの言いたげな眼で見つめてくるのだ。まるで、“それじゃあ僕の無念はどうなるの？”とでも言うかのように。

　本当に、シェルダンは復讐を望んでいたのか……そんなことは分からなかった。別に復讐したところで、シェルダンが生き返るわけでもないのだ。それでも、ディックの中のシェルダンはじっとディックを見つめていて、決して逃がさない。
　ユリアに復讐するには、どうしてもルビーとの“思い出”が邪魔だった。あの楽しかった日々が、あの血と泥の光景が、ディックの決意を揺るがしてくる。
　…何度も、彼女のことを忘れようとした。決意を揺るがされたくなくて。罪悪感から逃れたくて。しかし、結局それは叶わなかった。まさにルビーの言う通り、ディックは自分が愛し、傷つけ、殺した人を、忘れられるような人ではない。







        　もう1人――ジャックとディック以外にも、人を捜してあてのない旅を続ける者がいた。実界を彷徨った挙句、夢幻界への入り口を見つける。
　彼は今、青玉島の北にある丘の上の大樹の下に立っていた。青年はふわりと舞い込むように、その樹の洞へ入っていく。木の洞は洞窟の入口となっていた。狭い道を登ったり下りたりしながら全体的には登って行き、何本もの川を越える。やがて3叉路に着くと、彼は迷わず真ん中の道を選んだ。すぐ突き当たりにある扉の隙間から、青白い光がゆらゆらと幻想的に漏れている。彼はその扉のノブを握った。感電しているかのような痛みに襲われても、構うことなくドアノブを回す。その瞬間、彼は青白い光に包まれた。生まれてから今までの54年間が、一瞬のうちに押し寄せてくる。
「……っ…」
　膝を折った彼の前に、ふわっと少年が現れた。結ばなくても良さそうな長さの金髪を無理矢理結び、鮮やかな水色の目を輝かせる、13才か14才の男の子だ。
「おにいさん!!どうしてこんなところに来ちゃったのさ？」
　少年は驚いたように尋ねた。この歳の少年にしては、かなり高い声だ。
「君に聞きたいことがあってね」
　青年が立ち上がりながら答える。
「妻と、妹と、親友を捜しているんだ。3人とも行方不明でね。君なら知ってるんじゃないかと思って来たんだよ」
　それを聞くと、少年は悲しげに首を横に振った。
「おにいさん…僕と同じ轍を踏んでるよ。僕もね、お姉ちゃんを捜しにここへ来たんだ。だけど、ここの守人にも“誰がどこにいるか”とか“今生きてるかどうか”とか…そういうことは分からないんだよ。しかも、ここに1度入ったら、もうほとんど出られないんだ……正当な人なら、自由に出入りできるんだけど、僕やおにいさんみたいに無理矢理来ちゃった人は、1度入ったら…24時間しか出られない。何回でも出入りできるけど、出ている時間の合計が24時間になっちゃったら、消えちゃうんだ。次の人が来るまで空白を作るわけにもいかないから、消えたくなっても消えられないし…」
「…ふーん…つまり？」
　青年が遠い眼をして聞く。聡明な青年だから、本当は答えを察しているのだろう。
「つまり、これからはおにいさんが、ずっとここで仮の守人として働かなきゃいけないってこと。そして、基本的にはもうここから出られないってことだよ」
　少年はそう説明すると、
「じゃあ、まぁ…頑張って。僕は2000年間やったからね、もううんざり…あとは24時間外の世界を楽しんで、消えることにするよ」
と言うや否や、青年が制止する間もなく飛び出して行く。
「…あーぁ…“急がば回れ”なんて言ったのは誰だろうねぇ…諺通りだ。やっぱり、横着は良くないらしい」
　独り残された青年は、虚ろな眼で苦笑いしながら呟いた。






        　時は淡々と流れていく。
　1日。1日。
　日が昇って、“今日こそは”という期待と、“今日もどうせ”という諦めを抱えて歩き出し、やがて日が沈み、夜が来て、“やっぱり今日もまた”という思いと、“明日こそは”という期待を抱いて眠り、夢に叩き起こされる。それを、1日、また1日と繰り返す。1日が30回集まって1ヶ月となり、1ヶ月が12回集まって1年となる。その1年を、積み重ねて、積み重ねて…途方もない数積み上げて、有り得ない奇跡を妄信して、ひたすら待ち、捜し続ける。



　そうこうするうちに、300年ほどの年月が経った、ある晩のこと。ジャックはまた、いつもの夢を見ていた。漆黒の中、自分の足音と背後から追って来るうめき声を聞きながらひたすら歩いていく。
　…今日はどちらだろう…
　ジャックは、これが夢であるということを自覚していた。このあと、両親や姉が出てくるのか、サファイアが出てくるのか、そのどちらかでしかないということも、その両方の結末も、すべて分かっている。それでも夢の中を歩き続けるのは、もしかしたらサファイアに会えるかもしれないと思うからだ。
　会っても、僕が潰してしまうだけなのは分かっているけど…それでも、一目でいいから会いたい…
　そう思いながらとにかく歩いていくと、前方から子守唄が聞こえてきた。今夜はサファイアの夢らしい。
　あと数歩進めば、サファイアの姿が見えてくることは分かっていた。しかし、今日はなぜか、そこでジャックの足が止まる。
　もし…もし、ここで止まっていたら、どうなるだろう？
　彼女に話しかけ、“抱きしめて”と言われ、そのまま抱き潰してしまう。この300年間、ジャックはサファイアの夢を見るたびに、それをずっと繰り返してきた。
　ここで止まって、ただずっと彼女の子守唄を聞いていれば…そうすれば、何か変わるのではないだろうか…？
　ジャックは立ち止ったまま、子守唄に耳を傾けてそっと目を瞑った。すると、聞く者を抱きしめるかのような優しい旋律が脳内で反響する。サファイアの歌い方が特別に上手だというわけでもなければ、この子守唄が名曲だというわけでもない。しかし何故か、聞いていると無条件に安心できる。
　ジャックはしばらくの間、子守唄を聞き続けていた。聞いていると、サファイアと過ごした2年3ヶ月の記憶が蘇ってくる。無邪気な笑顔、コスモス畑の中を駆け回る姿、椅子に座って、足をパタパタさせながら本を読んでいる様子…
　…会いたい。声だけじゃなくて、姿を見たい…
　ジャックは無意識のうちに歩き始めていた。早足に数歩進むと、後ろで手を組んで、子守唄と同じペースでゆっくりと向こうへ歩いていくサファイアの姿が現れる。それを認識するや否や、ジャックはそちらへ駆け出していた。



　結局いつも通りのシナリオを辿った結果、ジャックはいつものように跳ね起きることとなった。
　…やっぱり、こういうことになるのか…
　一瞬立ち止まったにもかかわらずまた彼女を抱き潰してしまった自分の腕を、ジャックはやるせない思いで見つめる。
　どうして、また…
　そう思わずにはいられないが、どの道単なる夢にすぎないと自分に言い聞かせ、今度は現実の世界で歩き始める。
　…今日は、見つかるだろうか…



　その日もサファイアは見つからなかった。その代わりに、奇妙な論文を見つける。250年以上前に発表された古い論文だ。

　『魔力と寿命』

　これによると、1000Ma以上の魔力を有する者は、永遠の寿命を得られるのだという――。
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        1992年12月19日
　暁月の浮かぶ夜。すっかり都市化してしまった青玉島に残された、ごくわずかな森の中に、突然青白い光が現れた。その光は瞬く間に強くなった後、突然ぎゅっと凝縮し、固まっていく。
　固まった光は、少しずつ人間の形を取っていった。そしてついに、濃紺の髪を持つ赤ん坊と化す。
　これが、サファイアの生まれ変わった瞬間だった。



　この赤ん坊の持つ魔力は500Maほど。およそ吸血鬼と同じくらいの魔力だ。つまり、吸血鬼と同じく 2週間ぐらいまでなら、飲まず食わずでも生きていられる。　※1　これと新月の呪いが、誰にも気付かれることなく生まれた赤ん坊を救った。


1992年12月23日
　空から月のなくなった夜。日が沈むや否や、森の奥から凄まじい水流が迸った。森から少し離れた場所を歩いていたサラリーマンがそれを目撃し、慌てて警察に通報する。
　まもなく駆け付けた警官が目にしたのは、暴走する赤ん坊だった。こう書くと滑稽だが、本人やその周囲の者にとっては、笑い事ではない。
　この赤ん坊の持つ魔力は強大だが、赤ん坊は所詮赤ん坊だ。それが周囲と赤ん坊本人にとって、救いとなった。幸運にも、死傷者を出すことなく、無事保護されたのだ。赤ん坊は王宮に連れていかれ、そこで育てられることとなる。
　この時に付けられた名は、“サファイア・クリアシャイン”だった。



1999年1月17日
　青玉島の王宮で深夜、火災が発生した。発見が早かったのですぐに避難・消火活動が始まったのだが、1人、何が何でも無事でなければならない子が見つからない。12才の王女、ピュア・カークランドである。深夜だから本来なら女王の間で眠っていたはずなのだが、どういうわけか彼女はそこにいなかった。こっそりと抜け出して、王宮の中を探検していたのである。常にボディガードがついて回る彼女は、どうしてもひとりで自由に歩き回ってみたかったのだ。
　ピュアが火災に気付いたのは、かなり煙や火が回った後だった。逃げようにも、無闇に探検していたものだから、今自分がどこにいるのかまったく分からない。
　そんな王女を偶然発見したのが、6才になったサファイアだった。彼女は3才のときから、王宮の掃除･洗濯などをして働いていたのだ。
　王宮の掃除・洗濯は、サファイアのように養い手のいない幼い子供30人が、10人ずつの班に分かれてこなしている。絶対王政の青玉島だが、国民の税金で養う以上、何か働かせないわけにはいかないのだ。
　そんな少人数でやっているものだから、サファイアも城の内部については嫌と言うほどよく知っていた。
「王女様、こっちです!!」 
　サファイアが居合わせたことにより、ピュアは奇跡的に避難することが出来た。


　数ヶ月後、ようやく城――というのは名ばかりで、実際は普通のビルなのだが――の再建が終わったころ、ピュアの母親でありこの国の女王でもあったプルメリアが病死。青玉島は女性君主制なので、プルメリアの夫ペーターではなく、まだ12才でしかないピュアが跡を継いだ。
「クリアシャインを呼びなさい」
　これが、46代目女王ピュアの最初に出した命令である。
　10分後、家来たちがサファイアを連れて来た。濃紺の髪をツインテールにした上から三角巾をつけ、丈が長い紺色のワンピースに、限りなく白に近い水色のエプロンをし、手には身長よりずっと長いモップを持っている。
　彼女は何が何だか分からないという様子で、玉座の前に膝をついた。そんなサファイアに対し、ピュアは頬杖をついて開口一番に
「いいわよ、跪いたりしなくて。あんたただでさえちっちゃいのに、これ以上ちっちゃくなってどうすんのよ」
と言う。
「は、はいっ!!ごめんなさい」
　もともとどうして呼ばれたのかも分からないサファイアは、かなり慌てていた。頬を紅潮させながらひょこっと立ち上がると、そのまま俯いてしまう。
　確かにサファイアが小さいのは事実だった。立ち上がっても背丈は1ｍに満たない。顔立ちや声も幼く、まるで3才児のようだ。
[image: ]「あんた、今日から私の側近になりなさい」
　ピュアはサファイアをピッと指差しながら言った。
「は、はいっ!!かしこま……え？」
　サファイアが思わず聞き返す。
「…ほらほらピュア、からかうのも大概にしなさい」
　今まで黙って聞いていたペーターも、呆れたように……いや、今聞いた言葉は単なる幻聴なのだと思い込もうとでもしているかのように、遠い眼をして窘めた。
「からかっちゃいないわ。本気よ」
　そう言うピュアの口調は、明らかにイライラしている。
「クリアシャイン、あんたは今日から私の側近になるの。いい？絶対よ!!」
　ピュアが再びサファイアをビッと指差して言うと、サファイアは隠せない戸惑いを抱えながらももう聞き返すわけにもいかず、
「は、はいっ!!かしこまりました!!」
と答え、ペコッとお辞儀した。







※1…と言っても、これは成人の吸血鬼の話。いくら吸血鬼でも赤ん坊ではせいぜい5日が限度だと言う。
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        　当たり前だが、“お掃除のちびっこ”と“女王の側近”では、同じ王宮内であっても生活する場所がまったく違う。サファイアはすぐさま、ちびっこお掃除隊が共同生活している地下室から、城の最上階にある女王の間と繋がっている個室へと、自分の荷物をすべて移動させることになった。
「ごめんね、急なこと言って…」
　女王の間を出た瞬間、サファイアの後ろからそんな言葉が降ってくる。サファイアが振り返ると、そこにいたのはペーターだ。
「あの子…この前の火事で君に助けられてから、すっかり君のことが気に入っちゃったみたくて…」
「ちょっと、勘違いしないでよね!!」
　ペーターの言葉を遮ったのは、ドアから顔だけ出したピュアだった。
「あんた、親も友達もいないんでしょ、どうせ。それで雑用じゃあんまりにも可哀相だから、哀れんでやってるだけなんだからね!!」
　それだけ言って、バタンッとドアを閉めてしまう。
「……あー……悪く思わないでやってね。ほんっとに素直じゃないんだ、まったく…」
　ペーターは溜め息を吐きながら言った。
「…あ…はい、もちろんです…」
　サファイアが戸惑いながら答える。むろん、相手は女王なのだから、サファイアには悪く思うも何もないのだが。



　側近になった次の日から、サファイアの生活は大きく変わった。身の回りの雑用や政治の相談などが主な仕事なのかと思っていたのだが、そういう類の仕事は、せいぜいピュアが暇になった時の話し相手になることぐらいしかない。そのかわり、毎日戦闘訓練を受ける羽目になった。ピュア曰く、“側近っていうけど、要は私のボディガードと、私直属の派遣員なんだから”とのことだ。
　まもなく、サファイアはばっさりと髪を切ってしまった。今までは肩より10㎝ほど長い髪をツインテールにしていたのだが、それを完全なショートにまでしてしまった――というより、ピュアの思い付きでそうされてしまったのだ。それにあわせて服装も変わった。ワイシャツ、膝丈のハーフパンツ、かっちりとしたベスト、ハイソックス。襟には、ネクタイの代わりに青いリボンが結んである。6才の女の子なのだが、どう見ても3才の可愛い男の子にしか見えない。



2003年7月1日
　この日、女王は珍しく外出した。
　実はピュアも、母親と同じ呼吸器系の病気を患っている。そのため、青玉島の治安はとても良いのにもかかわらず、ピュアが外に出ることは滅多にない。
　しかし、今日は5年に1度の大花火大会である。ピュアがどうしても行きたいと言い張った結果、ピュアの家庭教師パール･カーター とペーター、そしてサファイアの4人で見に行くことになったのだ。　※2　警備が薄いように思われるが、サファイアの戦闘訓練はもうすぐ一段落つくというレベルまで進んでいる し、パールはもう70才を越えているにもかかわらず、まだ身体を張ってサファイアの訓練をするほど元気である。おまけにペーターはかつて、プルメリアの“側近”だった。　※3　つまり、たった3人の警備だが、その3人が全員戦闘のプロなのだ。まだ半人前のサファイアでさえ、伊達な警備員10人くらいの能力をもっている。
　4人は一般人を装っていた。　※4　そして花火大会は何事もなく終わり、4人は無事に帰ってきた……はずだった。




※2…パール・カーターはピュアの家庭教師であり、サファイアの戦闘訓練指導者でもある。
※3…もともと強大な魔力のおかげでパワーはあるので、それを磨くとかなり急速に伸びるのだ。 
※4…これもピュアが懇願した結果である。
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        3日後の朝――
「おはようございます」
　決められた時間である07:00ピッタリに女王の間へ“出勤”したサファイアは、非常に深刻な顔をしていた。女王の間では、ペーターも眉を顰めてパソコンの画面を見つめている。その横にいるピュアは、きまり悪そうな膨れっ面だ。
「今朝のニュースですか？」
　サファイアが言うと、ペーターは黙って頷いた。
　青玉島は夢幻界No.1の…いや、夢幻界と実界を併せた世界でNo.1のIT国家だ。義務教育機関である王立青玉学園初等部(2年間)でこそアナログのノートや鉛筆などを使うが、中等部からはすべて――教科書、ノート、プリント、宿題、テストなど――パソコンで行われる。国民のパソコン普及率は98％。みんな1人1台のパソコンを持っている。
　そういう国だから、ニュースもほとんどネット配信のみになっていた。おかげでニュースがものすごく早い反面、信憑性や公平性に揺らぎが生じている。そんな中、最も権威ある報道局は“ディマイア”だ。創業1108年、実に894年の歴史を誇る国際マルチメディアで、新聞、テレビ、ラジオ、ネット配信…挙げ句の果てには口コミ まで、情報配信に纏わるありとあらゆる分野に手を出している。　※5
　さて、ペーターが今見ていたのも、サファイアが10分前に読んだのも、このディマイアのネットニュースだ。トップニュースの見出しには“青玉島女王の側近、最年少記録を塗り替える!!”とある。



今年即位したピュア女王陛下は、側近に10才のサファイア・クリアシャインを採用していたことが1日の夜に判明した………過去の最年少記録は採用時16才のアーサー・ジョンソン(1608年採用)だが、クリアシャインが採用されたのは4年前、6才の時である。ジョンソンも相当物議を醸したようだが、クリアシャインに比べれば驚くに足りない。……また、周知の通り、クリアシャインは“新月の呪い”を持っており……




「…さすがディマイアだ。何1つ間違ったことは書いていない」
　ペーターが困惑しきった様子で言った。
「え……ということは、記事の最後に書かれていることも本当なのですか？」
　サファイアが尋ねる。“記事の最後に書かれていること”とは次のような内容だ。





…なお、クリアシャインは近々、青玉島東の森にある吸血鬼自治区へ派遣される予定らしい。




「…えぇ、本当よ。ただ定期使節として行ってもらうだけだけどね…」
　そう答えるピュアは、しかめっ面でイライラしている。
「…私、初耳ですよ。報道の方が早いなんて…」
　サファイアは驚きの表情に、少し非難の色を滲ませて言った。
「しょうがないじゃない…昨日の夜決まったの。今朝言おうと思ってたの。ディマイアが早過ぎるのよ」
　そう言いながら、玉座の肘置きを指で小刻みに叩いていたピュアは、
「あんたの仕事、追加ね。ディマイアに行って、“青玉島の女王が怒ってる”って言ってきてちょうだい!!」
と言って、肘置きをバンッと叩く。
「こらっ!!あんまり粗暴な振る舞いは……」
「だって!!」
　父親の小言を遮り、ピュアが憤慨した。
「だって、側近に誰をつけようとちゃんと仕事をする人なら問題ないでしょ？!私の勝手じゃない!!」
「いや、それは…」
　ペーターが口を挟んでも、ピュアはお構い無しだ。
「今までディマイアが王宮の人事に口を出したことなんてなかったのに!!」
「多分、私でなければ黙ってたんでしょうけどね…」
　そう苦笑したのは当のサファイアだ。

　新月の呪いを持つサファイアは、生まれる前から“呪われた子”として有名だった。ある種の伝説みたいなものだ。生まれた時には王宮が報道沙汰にならないよう取り計らったし、幸いにして生まれた直後を除けば事故を起こしたことはないから、大きく報道されるようなこともなければ、取り立てて話題に上ることもない。しかし、それでも“呪われた子がついに生まれたらしい”ということは噂となってじわじわと広まっていった。おかげで、青玉島国内に住んでいる人はまずほとんどが知っているし、国外の人でも知っている人は知っている――忌まわしいので、あくまでも基本的には口にしないのだが。
　一方女王は、いわゆるこの国の専制君主なのだが、代々まともな政治を行ってきたため、国民の人気は非常に高かった。善人が独裁者になれば、これほど良い政治はない……まぁ、あくまでも独裁者が善人であればという話だが。青玉島では、そんな夢のような政治がずっと続いていた。おかげで“青玉島”という国家が誕生して以来、ずっとカークランド朝のままだ。
　そんな女王のすぐ側、すぐ近くに、そんな呪われた子がいる。このギャップが、話題性を呼んだのだろう。
「とーにーかーくっ!!あんたにはまずディマイアへ行ってもらうわ。ディマイアの社長に、“ちょっと調子乗んじゃないわよ”って抗議して……あっ!!」
　ピュアは喋っている途中で、何か気づいたように手をぱんっと叩いた。
「クリアシャイン、“青の薬商人”の話、聞いたことある？」
「あ、はい。ありますけど…」
　サファイアはきょとんとした様子で頷く。
　“青の薬商人”とは、夢幻界及び実界全域で姿を見せる薬売りだ。非常に腕が良い上に、破格の安値で売ってくれる。彼を必要として捜している人はたくさんいるのだが、彼はいつも神出鬼没だった。いつ、どこに現れるか分からない。おまけに、彼の個人情報も謎に包まれていて、名前も、国籍も、生年月日も分からない。何より不思議なのは、彼の出没記録だ。青玉島に初めて姿を見せたのは926年。その次に青玉島に来たのは1056年。その後は、1273年、1339年、1421年、1596年、1608年、1727年、1879年、1930年と続く。普通に考えれば明らかにすべて別人ということになるが、どういうわけかこれはすべて同一人物だと言われていた。彼の異常に良心的かつ超人的な点が、そんな話を呼んだのかもしれない。ちなみに、容姿はいずれも黒髪の若い青年だという。そんな正体不明の彼だが、彼自身もまた誰かを捜しているらしい。
「まさか、ポーラに…？」
　ペーターがハッとして言う。

　ポーラとは、ピュアの従姉妹にあたる6才の女の子だ。

　先程も書いたが、ピュアは、かつて母プルメリアを死に至らしめたのと同じ病気にかかっている。この病気は発症してからわずか1ヶ月で不治の病と化してしまうのだ。ピュアが発症したときも、多くの医者が治療しようと試みた。治療法はただひとつ、極めて単純だ。ただ、治療薬を調合して3日間、1日3回飲ませればいいのである。にもかかわらずピュアの治療が失敗に終わったのは、誰ひとりとしてその治療薬を調合できなかったからだ。だからピュアはもう、少しでも進行を遅らせるということしかできない。
　さて、昨日、ポーラも同じ病が発症してしまった。しかし、彼女についてはまだ、治療の見込がある。あと27日の間に、治療薬を飲ませればよい。そこでピュアは今、半ば伝説となっている“青の薬商人”なら薬を作れるかもしれないと思ったのだ。
「ついでだから、ディマイアに行ったら青の薬商人について情報を持ってないか聞いてみて。分かったことはすぐ報告しなさいよ!!で、その後吸血鬼自治区の視察。出発は明日の朝。いいわね?!」
「はい、かしこまりました!!」
　ビッと指差しながら出された命令に、サファイアはそう答えるほかなかった。







※5…“口コミ”というのはつまり、口コミを流すのである。
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        2003年7月5日
　翌朝、サファイアは女王の間を出発した。白いワイシャツに青いリボンをネクタイ代わりに締め、暗い濃紺のベストと膝丈のハーフパンツを着ている。要はいつも通りの服装だ。荷物は最低限の食料とノートパソコン、ケータイ、魔法銃を持っている。
　魔法銃とは、青玉島軍が全員携帯している小型銃のことだ。普通の弾丸のほか、麻酔弾、睡眠弾、威嚇弾、大型爆弾などを放つことができる。また、大型爆弾以外は撃った時の反作用を消すことができるので、ジャンプしながら撃っても何ら問題ない。　※6
　ただ、これらの荷物は縮小魔法で小さくしてしまったため、傍目には手ぶらであるように見える。
[image: ]　廊下を歩いている途中、顔まで隠してしまいそうなフードのついた丈の長いローブを引きずる、奇妙な人とすれ違った。すれ違った直後に驚いたサファイアが振り返ると、その人も立ち止まってサファイアを見つめている。
驚いたように見開かれた紫っぽい青色の眼は、化学反応を連想させる光を宿していた。綺麗だが、どこか冷めた印象を受ける。
「…？？」
　サファイアは“どうしたんですか？”と尋ねようとしたのだが、その人ははっと何かを思い出したように、慌ててどこかへ行ってしまった。



　夢幻界の大陸の最西端に位置する丘に造られた巨大な地下要塞。そこがディマイアの本社だ。地下なので窓はないが、外に出てみると、海の向こうに青玉島を見ることもできる。
「社長、本当に良かったんですか？」
　栗毛を七三分けにした30代後半の男性が、パソコンの画面を見ながら尋ねた。
「…ぶっちゃけ、あんま良くねぇんだけど…しょうがねぇだろ？」
　“社長”と呼ばれた青年は、頭の後ろで手を組み、天井を見つめながら答える。
「何がしょうがないんですか!!絶対青玉島が怒りますよ!!」
　秘書は腰に手を当て、お説教するような口調で言った。それに対し、社長は口笛を吹いて誤魔化そうとする。
　…しっかしなぁ…俺、ほんっとに何やってるんだろ…
　社長は自分の座っている回転椅子を子供のようにクルクル回しながら、自分が発行させた記事を見た。サファイア･クリアシャインの記事だ。
　ディマイアは日々膨大なニュースを発信するのだが、それでも記事を配信する際には、必ず社長が自ら最終チェックを行っている。もちろんこの記事も例外ではない。それどころか、これは社長が指示を出して書かせた記事だ。ネット配信、新聞、ビラ、口コミ、壁新聞、テレビ、ラジオ……などなど、ありとあらゆる媒体で配信した。
　…あいつ…最後に目撃されたのいつだっけ…？
　社長は記事の載った新聞を机に置くと、今度はパソコンでデータベースにアクセスする。
　1930年(青玉島にて)、1935年(イギリスにて)、1937年(ドイツにて)、1940年(イタリアにて)、1946年(紅玉高原にて)、………1999年(リディリスタンにて)
　…あいつ……まだ生きてるよな？……どっかで、これを見てくれればいいんだけど…


　夢幻界大陸のずっと南にある小さな村にある砂浜。その隅で、青年は薬を調合していた。その様子を、熱に浮かされている小さな子を抱いた男性が、じっと見つめている。調合している青年は綺麗な身なりをしているが、子持ちの男性の方はもうずっと着替えていなさそうだ――いや、実際そうなのである。
　…以前、ここを訪れたのはいつのことだろう？
　青年は大きなビーカーを左手の炎で加熱しながら、そんなことを何となく思った。もう数世紀経っているのは確かだ。前に来た時は賑やかな町だったのに、今は細々と漁業を営む小さな村になっている。
　北半球にある青玉島は夏だが、この村は南半球に位置するため、空気が非常に冷たい。
「…お医者さん、そう言えば…クリアシャインの話、聞きました？」
　寒さを紛らわそうと思ったのか、子供を抱いた男性がそう話しかけた。
「クリアシャイン？」
　青年が聞き返す。
「…あら？クリアシャインをご存じない？」
　子持ちの男性はきょとんとして言った。それから
「ほら…」
と説明を始める。
「呪われた子ですよ。これはご存知でしょう？その子の苗字、クリアシャインになっていたそうなんです。お医者さん、ずっと旅してるからかえって分かんないですよね…10年前、ついに呪われた子が生まれ変わったらしいんですよ。この時は青玉島が大ニュースにならないように厳重に規制してたみたいなんですけど…でもほら、第1発見者とか、そのご近所さんとかいるじゃないですか。なんとなく、噂にはなってたんですよね。ところが今朝、ディマイアが彼女の所在をすっぱ抜きましてね。青玉島の王宮ですよ、王宮!!信じられますか？あんな忌まわしい呪われた子が、青玉島の王宮…しかも、女王様のすぐお近くにいるだなんて!!」
　青年だって、“呪われた子”のことは散々聞いていた。ただ、その子の苗字が“クリアシャイン”だということは初耳だ――男性は噂にはなっていたと言っているが、青年のように根なし草のごとく旅していると、この類の、皆が忌み嫌って口にしたがらないようなことに関する噂は知ることができないのだ。
「ディマイアが報道したのですか？」
　青年が尋ねると、子供を抱いた男性は
「そう」
と頷く。
「今朝の新聞ですよ…いや、今朝は本当に幸運です。新聞もその日の朝の物を拾えましたし、何よりあなたにお会いできて…もしそうでなかったら、この子がどうなっていたか…」
「その新聞、今もお持ちですか？」
　青年の言葉に、男性は
「えぇ」
と頷いて、ジャンパーの内側から若干くしゃくしゃした新聞を取りだした。
「その記事を頂けません？」
　青年が真剣な口調で頼むと、男性は手に新聞を持ったまま
「…え？」
と間の抜けた声を出す。
「クリアシャインの記事だけで結構です。わたしにいただけませんか？」
　青年がもう1度頼んだ。
「え…あ、あぁ…構わない、ですけど…」
　まったく訳が分からないという様子で答えながら、子供を抱いた手で新聞を丁寧に破き始める男性の前で、青年は火を止めてビーカーの中身を薬瓶に移す。
「お薬が出来上がりました。1日2回朝と晩に、20mlずつ飲ませてあげて下さい。良くなるはずです」
　青年がそう言って薬瓶を渡すと男性は
「あぁっ!!どうもありがとうございます、本当にどうもありがとうございます…」
と言いながら、新聞を破る手を中断して財布を取り出そうとする。薬代は50Fan。　※7　普通に薬局で買おうと思えば同じ量でも600Fanは下らない薬だが、今の全財産が450Fanという男性にとっては、50Fanでもかなりの金額である。
　ところが青年は、きっぱりした口調で
「お薬代は結構です」
と言った。
「え？」
　男性が驚いて聞き返す。なんせ、青年から値段を聞いたのはつい1時間前なのだ。
「その新聞記事を頂ければ、それで十分です」
　青年が言うと、男性は
「そんな…」
と何か言いかける。
「いいえ」
　そんな男性の言葉を、青年は静かな声で遮った。
「わたしにとっては、その記事はお金に換算できないほどの価値があるんです」






※6…ただし、そんな撃ち方をして当たるかどうかは別問題である。

※7…“Fan”とは夢幻王国の共通通貨のこと。実界とのレートは変動するが、2003年現在1ドル＝118Fanである。
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        　妙な人とすれ違ってから数時間後、サファイアはディマイア本社の入口前に降り立った。“降り立った”ということは、ここまで飛んで来たということだ。
　いくら呪われていようと何だろうと、サファイアはあくまでもヒトであって、吸血鬼ではない。従って、本来なら彼女は空など飛べやしない。そんなサファイアがここまで飛んで来ることができたのは、まさに文明の利器のおかげだ。サファイアが今履いている靴は、履いている人に飛行能力を与える魔法の靴なのだ。空飛ぶサンダルを履いて空を駆け回った伝令神ヘルメスになぞらえ、“メルクリウス”と呼ばれている。最大速度は時速200kmだ。
　サファイアは入口から、ディマイア本社の中へ入って行った。細い階段を少し下りると、仰々しい扉が現れる。サファイアはそれを無造作に開け、中を見た。高級感溢れるロビーを、多くの人がガヤガヤ喋りながら行き交っている。ロビー正面奥にはサービスカウンター。その背後に4つの扉が並んでいる。
　サファイアはサービスカウンターの前まで行った。背が低過ぎて、カウンターからぎりぎり顔が出る程度になっている。
「…どうしたの？坊や」
　受付のおねえさんがカウンターから出てきて、サファイアに視線を合わせるようにしゃがんだ。サファイアは今10才だが、外見年齢は7才ぐらいだ。
「青玉島のサファイア・クリアシャインと申します」
　サファイアは受付のおねえさんの目を直視しながら、笑顔でそう名乗った。しかしその途端、受付のおねえさんはバッと立ち上がり、あからさまに嫌悪と恐怖の色を浮かべて2・3歩後退りする。
　これだけあからさまな態度を取られても、サファイアはまったく気にする様子を見せなかった。
「こちらの最高責任者の方とお話しさせていただきたいのですが」
　サファイアは何事もないように、平然としてそう言葉を続ける。
「…ちょっと、待っててね…」
　しばらく固まっていたおねえさんは、慌ててカウンターにあった電話の受話器をとり、どこかへ電話した。それでもまだ、サファイアの方にちらちらと目をやっている。
「…こちらサービスカウンターです。青玉島のサファイア・クリア……え？いいのですか？本当に?!……かしこまりました、失礼します」
　おねえさんはそう言って電話を切り、受話器を置くと、引き攣った営業スマイルを顔に無理矢理貼付けて言った。
「お待たせいたしました。ただいまご案内させていただきます」



　受付のおねえさんはカウンター奥中央の扉を開け、サファイアに中へ入るよう示した。エレベーターだ。高級百貨店のエレベーターのように、金色で装飾されている。
　エレベーターはどんどん地下へ潜って行き、ついに最下階まで来た。そこで降りると、正面に扉が1つ現れる。今までと打って変わって、装飾どころか塗装もされていない、非常に簡素な木の扉だ。
「こちらになります」
　おねえさんはそう言いながら扉をノックした。
「はい？」
　中から聞こえたのは若い男性の声。
「先程のサファイア・クリアシャインさんがいらっしゃいました」
　おねえさんが言った途端、内側からパッとドアが開く。
[image: ]「サファイア・クリアシャインさん、ようこそおいで下さいました」
　そう言って陽気に出迎えてくれた人の姿を見て、サファイアはびっくりしてしまった。鮮やかな赤毛をポニーテールにしたかっこいいおにいさんなのだ。きっとまだ、20才ぐらいだろう。
　てっきり、白髪混じりの髪を七三分けにした、恰幅のいい初老のおじさんかと思ってたのに…
　ただ、若くても海千山千なんだろうなぁということは一目で分かった。赤褐色の眼に宿る夕焼けのような光はとても綺麗なのだが、少し陰りを含んでいるのだ。これから昇る朝日ではなく、もうすぐ暮れていく夕焼けの光。天を巡り、様々なものを見て、明るい盛りを越え、それでもなお燃え盛る、夕焼けの光だ。
　…あれ？
　そんな彼の眼を見ていたサファイアは、その瞳孔が縦に長い楕円形をしていることに気づいた。
　もしかしてこの人、吸血鬼…？
　しかし、吸血鬼は普通“黒に近い濃紺の髪に青い目”と相場が決まっている。それに対し、この青年は赤毛に赤褐色の目だ。
　いったい、どういうこと…？
　青年はサファイアに部屋の奥の肘掛け椅子を勧めた。そうこうしているうちに、受付のおねえさんは勝手に帰っていく。
「ご足労いただき、どうもありがとうございます」
　青年はサファイアが腰掛けた肘掛け椅子の向かい側に座ると、明るく笑いながらそう挨拶した。
「わたしは、ディマイア社長のディック・ソルジャーと申します」
　社長が自己紹介をする。丁寧な言葉の割に、口調はサバサバとしていた。
「あ…私は青玉島国家使節のサファイア･クリアシャインと申します」
　そう名乗るサファイアはきちんと背筋を伸ばし、お行儀よく座っているのだが、そのきっちり加減がかえってサファイアを子供っぽく見せてしまう。
「女王陛下の側近をなさっているのでしょう？そんな方がわざわざいらっしゃるなんて、どうなさったのです？」
　ソルジャー氏はそう聞きながらも、サファイアが来た理由には見当がついているようだった。きまり悪そうに、視線が泳いでいる。
「2つ、お願いしたいことがあってまいりました」
　サファイアがそう言うと、ソルジャー氏は
「“お願い”ですか」
と聞き返してきた。
「えぇ…まず、“青の薬商人”について教えていただけたらということなのですが…何か、ご存知でいらっしゃいますか？」
　サファイアが尋ねると、ソルジャー氏は
「あー…あれね…」
と呟きながら頭に手をやる。
「彼を捜してらっしゃるんですか？そうですねぇ…きちんとしたデータとしては、これぐらいしかないですね、彼の情報は…」
　そう言いながらソルジャー氏が見せてきた画面には、薬商人の出没記録が映されていた。青玉島だけではなく、夢幻界と実界の情報が集約されている。
「あー…結構目撃されているんですね…」
　サファイアはさっと目を通しながら呟いた。だいたい、少なくとも5年に1度は目撃されている。
　最後の情報は1999年、リディリスタンにて、かぁ…
　リディリスタンとは夢幻界赤道付近の小さな都市国家だ。
「わたしたちが持っている確かな情報は、これだけです」
「不確かな情報ならあるのですか？」
　ソルジャー氏の不自然な発言に、サファイアが首を傾げた。すると彼は一瞬、どうしようかと迷うような素振りを見せる。
「…社長さん？」
　サファイアはそう呼びかけながら、首の傾げ方を一層大きくした。おそらく、今の振る舞いは彼女の素だろう。ソルジャー氏はそんなサファイアをしばらく見つめていたが、やがて諦めたように苦笑する。
「…これは不確かどころか、わたしの勝手な憶測にすぎませんので、できれば誰にも――いえ、それは無理ですね――女王陛下以外に言わないでいただけますか？」
　ソルジャー氏はそう言いながら、サファイアの目を直視する。
「あ、はい…分かりました」
　サファイアはその奇妙な条件に戸惑いながらも、目を合わせたまま、とりあえず頷いておくことにした。
「本当に勝手な憶測で、わたしの勘以外には何の根拠もないんですけど……もし彼がわたしの予想通りの人だったら、多分彼の方から青玉島に来ると思いますよ」
「…え…？」
　サファイアが呆気にとられたように聞き返すと、ソルジャー氏は黙って頷いた後、
「捜したりしなくても、彼の方が青玉島の王宮に来ると思います…いや、もしかしたら吸血鬼自治区に現れるかもしれませんね」
と付け加える。
「え…えぇっ?!」
　ようやく彼の言葉を理解したサファイアが、驚いて小さく叫んだ。それを見たソルジャー氏は、ニッと悪戯っぽく笑いながら
「えぇ…根拠がないので公表されると困りますが、多分そうだろうと思いますよ」
と言う。しかしそう言う彼の眼は、その表情とは裏腹に、そうであってほしいと願っているかのようだった。

　2つ目の用件については、サファイアはあまり強く言えなかった。先程の受付のおねえさんがいい例だが、昨日のように報道されてしまって、冷ややかな扱いを受けるようになるのは他ならぬサファイアだ。しかし、ソルジャー氏の対応はあまりにも上手だった。
　サファイアが
「あ…あと、2つ目のことなのですが…」
と切り出すと、彼は
「昨日の朝のニュースですよね、あなたの」
と言ってから、
「いや…誠に申し訳ありませんでした」
とあっさり頭を下げてしまう。とても丁寧で、心がこもってはいるのだが、どこか人懐っこさを含んでいて、感じがいい……というより、拒絶できない感じなのだ。
「正直なところ、あなたは最年少だろうと何だろうとこうやってきちんと任務を果たしているわけですし、それ自体には問題ないんですけど…」
　ソルジャー氏の言葉に対し、サファイアはもともと小さい身体を一層小さくして
「…呪いですか？」
と恐る恐る尋ねる。ところが彼は
「いやいやいや!!」
と言いながら身体の前で両手を振って、“そんな馬鹿な!!”というように否定した。
　あれ…？記事のニュアンスでは、確かに年齢や呪いを批判している感じだったのに…。
「そういうことじゃなくって、ただ…ただ、それを記事にすること自体が重要だったんです。その……ちょっと、さっきの話とも絡んでるんですけど…いや、ほんっとうに申し訳ありませんでした」
　“記事にすること自体が重要だった”？
　サファイアにはますます意味が分からない。しかし、結局サファイアは彼の人柄に流されてしまい、よく分からない説明を問い質すこともできなければ、あまり強く抗議することもできなかった。
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        『ちょっと、なんなのよこれ?!』
　サファイアがディマイアで話したことをレポートにまとめて王宮に送ると、5分もしないうちにピュアから電話がかかってきた。“電話”といってもテレビ電話だからお互いの顔が見えるため、ピュアはいつも何の挨拶もなく話し始める。
「すみませんっ!!」
　サファイアは平謝りだ。
『あんたねぇ……ソルジャーさんの口振りからしたら、青の薬商人の正体に心当たりがあるってことでしょ?!何でそこを　追及しないのよっ!!』
　そう言いながら、ピュアはサファイアをビッビッビッと指差して来る。
「ごめんなさい…」
『“ごめんなさい”じゃな…』
『まぁまぁまぁ…』
　きつい口調で責めるピュアの言葉を、苦笑いしたペーターが遮った。
『今まで、“ディマイアの社長”っていったら完全に正体不明だったんだ。それこそ青の薬商人以上に……誰も、その影すら見ることができなかった人物と面会できたっていうだけで、すごいと思うよ』
　ペーターの言う通り、ディマイアの社長は創業以来常に正体不明の存在だった。そもそも、存在するのかどうかすら分からなかったほどである。
『むしろ、どうしていきなり面会してくれたのかしら？たかがクリアシャインごときに…』
　首を捻るピュアに対し、サファイアは
「たかが私ですけど、“青玉島国家使節”って名乗れば、肩書にはかなりの凄みがありますよ。肩書には…」
と前置きしたあと、
「ソルジャーさん、もうすぐ退職なさるそうです。だからもう、自分の顔がバレても関係ないと思ったみたいですよ」
と説明した。
『…はぁ?!』
　数秒の沈黙を挟んで、ピュアが怒ったように聞き返す。
『じゃあ、せっかくあのディマイアの社長の正体を掴んだと思ったのに、意味なし?!』
　そう言うピュアに対し、サファイアは
「えぇ、でも」
と言いながら少し得意げに笑った。
「でも、重役会議の写真撮ってきましたよ。多分この中の誰かが次の社長になるのだろうと思いますが…」
　サファイアの発言に、再び何秒か沈黙が流れる。それからサファイアの言葉をようやく飲み込んだピュアは、パッと笑顔になって
『すごいじゃない!!上出来だわ!!』
と叫んだが、その後はっとしたように咳払いをすると、また急にしかめっ面になり、
『それならそうと真っ先に言いなさいよ、バカ!!』
と言ってから、いつものようにビッとサファイアを指差して
『とにかく、吸血鬼自治区と青の薬商人の件上手くやってちょうだい!!あと、その写真を至急よこすこと!!いいわね?!』
と言って、電話を切ってしまった。



　その日はもう真っ暗になってしまっていたので、夜が明けるのを待ってから出発した。海を渡って、大陸から青玉島に帰ってくる。
　サファイアの向かっている“吸血鬼自治区”とは、外島の東方に広がる森の中で、吸血鬼が集まっている場所のことだ。
　青玉島はもともと、イギリスから3回に分けて入ってきた人々から成っている。この移民の中に一定数、吸血鬼とのハーフが混ざっていたらしく、本来の吸血鬼が絶滅してしまった今でも、稀に青玉人の子供として吸血鬼が生まれることがあるのだ。
　何故吸血鬼は絶滅してしまったのか。これにはいくつかの原因がある。1つ目は、もともとの個体数があまりにも少なかったこと。2つ目は、吸血鬼の遺伝子がヒトの遺伝子に対して劣勢であるため、ヒトと吸血鬼のハーフはほとんどヒトとなってしまうということ。この2つだけでも種の存続は十分苦しいのだが、そこに追い討ちをかけたのが、吸血鬼同士の紛争とヒトによる“吸血鬼狩り”だ。この社会的な要因が決定打となってしまったのは間違いない。
　さて、今はもう、もちろん吸血鬼狩りなどしていない。しかし、今でも吸血鬼を忌み嫌う地域があるのは事実である。小さな島国であっても、やはり意識の上で中央と地方との差が生じるのはやむを得ないのだ。そのような地域に生まれた吸血鬼は、迫害から逃れるべく、ヒトのいないところで身を寄せ合って暮らすほかなかった。そのようにして自然発生したのが、吸血鬼自治区である。青玉人の間に生まれた吸血鬼やその2代目、3代目が、吸血鬼独自のルールにしたがって静かに暮らしているのだ。現在、5つの一族が存在している。

　青玉島王宮は、この自治区を公認している。“ヒトの行いの結果として、争いを避けるために生まれた自治区を、ヒトの勝手で潰すわけにはいかない”というのが主な理由だ。しかし、だからといって放置しているわけでもない。青玉島王宮は、3年に1度使節を派遣し、自治区の近況などを聞き、青玉島王宮からのメッセージを伝えている。そして今年は、サファイアがその使節となったのだ。



2003年7月6日
　翌日、サファイアは朝から自治区の中を飛び回った。リーダーに会って聞きたいことを聞き、言いたいことを言って出てくるだけだから、作業の進み方は割と順調である。3つの一族が済んで、残っているのはあと2つとなった。この調子で行けば、あと1・2時間で終わるはずだ。
「!!」
　そんなことを考えながら、鬱蒼としてほとんど光が差し込んでこない森を歩いていたサファイアは、突然反射的にしゃがんだ。サファイアの頭があった位置を、6本の閃光が走る。
「ちょっと待ってください!!」
　サファイアは立ち上がると、パッと両手を挙げて見せた。戦う気はないのだ。
「……ありゃ?!」
　それを見て、6人の吸血鬼が、しっかりロッドを構えたまま姿を現す。いずれも17才か18才ぐらいの少年だ。
「なんだ、子供か…おい、坊や、何でお前みたいなのがこんな所をフラフラしてんだよ？」
　正面にいた少年が不思議そうに、そして咎めるように尋ねた。
　…いやいやいや…私、坊やじゃないから。
　サファイアは内心で突っ込んだものの、特に訂正はしない。彼女自身、自分がどう頑張ったって男の子にしか見えないということは自覚しているのだ。
　かわりに、サファイアは手を挙げたまま
「青玉島国家使節の、サファイア・クリアシャインと申します。3年に1度、こちらに伺わせていただいていると思うのですが」
と言った。
「あぁ、女王様のパシリ……って、えぇぇぇっ?!」
　別の少年が驚いたように叫ぶ。
「お前が？本当に？だってお前…まだガキじゃ…」
「何をしている？」
　ガヤガヤ騒いでいた少年たちは、背後から聞こえた呆れ声にピタッと固まった。
「…リーダー…」
　少年たちの後ろを見ると、ブルーの鋭い目をした青年が、ロッドを軽く構えながら呆れ顔で一同を見つめている。無造作に切った髪は、吸血鬼にしても鮮やかな藍色だ。
「この子が、青玉島国家使節だって名乗ってんですけど…」
　少年たちの1人がサファイアを指差して言った。
「この子？この子って……あぁ」
　リーダーは少年の言葉を聞いて辺りを見渡し、いないじゃないかというように何気なく下を見て、ようやく小さなサファイアの存在に気づく。
「…あぁ、なるほど。早速クリアシャインを寄越して来たのか……いや、この子は間違いなく青玉島国家使節だよ」
　リーダーは少年たちにそう告げてから、
「クリアシャイン、こっちに来なさい」
と言って手招きした。



　サファイアはリーダーの家に案内された。
「いやはや、ちょうどいいところに来てくれた、クリアシャインの坊や」
　サファイアの正面の椅子に座ったリーダーは、最後の部分を言うときに含み笑いをしたが、サファイアが特に何とも反応しないのできまりが悪くなり、
「…すまない、悪ふざけはこの辺りにしておこう」
と謝った。
「わたしはマーティ・カーネギー、ここのリーダーだ。さっきの子たちが君をいきなり攻撃したみたいだね。申し訳ない…本当に申し訳ないと思うが、今回は許してほしい」
　昔と違い、今の吸血鬼の村はもともと各地から迫害を逃れてきた者の寄せ集めだ。したがって、同じ村でも苗字はバラバラである。
「何か起きているのですか？」
　サファイアが首を傾げると、カーネギーは深刻な顔で頷く。
「あぁ、起きているとも。2週間前から、別の一族が侵入してきているんだ」
「え…」
　何、このタイミングの悪さは…
　サファイアは心の中で呟いた。げんなりしているのが顔に出ないよう気をつけている。
「シュワイマーという奴の一族で、こっちが40人なのに対し向こうは60人ほどいるみたいなんだが……クリアシャイン、この事態に対して王宮はどう対処するんだね？王宮は常に、自治区の現状維持を念頭に置いていたように見えたが？」
　カーネギーはサファイアの眼をじっと見つめながら聞いてきた。
　…うわ…これ、絶対援軍を期待してるよね…
　サファイアは目を逸らしたいのを堪える。目を逸らすと、信用してもらえない……ヒトと吸血鬼の関係とは、そういうものだ。
「申し訳ありませんが、それほどの緊急事態となりますと、私の一存では答えかねます。どうか、明日まで待っていただけませんか？」
　サファイアが言うと、カーネギーは一瞬イラッとした表情を見せた。しかし、サファイアがしゅんと俯いて
「あの…ごめんなさい…」
と謝るサファイアと、カーネギーも思わず苦笑する。
「…そうだな。分かった、明日まで待とう…方針が決まったら、夜中でも来て構わないからな」
　そんなカーネギーの表情を見たサファイアはホッとしたように顔をあげた後、
「どうもありがとうございます」
と言ってペコッとお辞儀した。
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        「……ということだそうです」
　吸血鬼自治区に最も近い場所にあるヒトの村、タンジェント村の宿に泊まることにしたサファイアは、そこから王宮に電話してカーネギーの話を伝えた。
『…あら…そう…』
　ピュアの返事も深刻だ。
『…そう、分かったわ。いい？よく聞きなさいよ』
　ピュアは肘置きを指でツンツン叩きながら言った。
『私たちは、カーネギーさんの方に理があるという立場をとる。彼が言ったように、青玉島王宮はずっと、基本的に自治区の現状維持を良しとする傾向で動いてきたから…吸血鬼は長生きなせいでなかなか世代が入れ替わらないから、コロコロ方針転換するわけにいかないのよ。でも、悪いけど援軍は出せない。だからといって、彼等に任せちゃうわけにもいかない…任せたらどうせ戦争始めるでしょ？戦わせるわけにいかないの。だから、あなたが全部請け負って、シュワイマーさんたちにもともと自分たちがいたところへ帰るよう説得しなさい』
「えぇぇぇっ?!」
　サファイアが思わず叫ぶ。
「そんな…無茶ですよ!!子供1人の説得でどうにかしようだなんて…」
　サファイアがそう抗議しても、ピュアは
『子供1人じゃないでしょ。昨夜あんたが言ってたように、あんたは青玉島国家使節なの。たかが子供1人でも、その肩書だけですごい力があるんだから』
と言って聞き入れてくれない。
『あのね、シュワイマーの一族って、他の一族に対してもかなり影響力があるのよ。カーネギーの一族は独自路線を走ってるから、そういうのも気にしないんでしょうけど…』
　そう言いながら、ピュアは自分のパソコンを少し操作する。多分、吸血鬼自治区についてまとめた資料を出したのだろう。
『つまり、シュワイマーと下手に敵対すると、あそこにいる吸血鬼の大部分を敵に回す羽目になるわけ。もし、それが皆で王宮に攻め込んできたらどうするのよ…敵わないじゃない。　※8　だから、なんとしても、話し合いで穏便に出て行ってもらわなくちゃ。いい？武器は出しちゃダメ。あくまでも敵対する気はないって感じで…分かった？』
　指さしながら念押ししてくるピュアに、サファイアは結局
「……かしこまりました」
と答えるほかなかった。



　電話の直後、サファイアはカーネギーのところへ行くと、青玉島が仲介に入るからどんなことがあっても手を出さないでほしいという旨を伝えた。
「…“青玉島が”って言ったって…要は“君が”だろう？平気なのか？」
　カーネギーはそう言って顔をしかめる。
　…ちっとも平気じゃないけどさ…
　サファイアは内心でそう思いながらも、平然とした風を装って
「お任せください」
と言い張る。
　約30分間に渡って押し問答した末、ようやくカーネギーは渋々納得し、シュワイマーたちがいると思われる場所を教えてくれた。




　そして翌日の朝、早速サファイアはそこを訪ねてみる。やはり最初のお出迎えは、カーネギーたちの村を訪れたときと似たり寄ったりだった。突然閃光が飛んできて、かわしたサファイアがハンズアップすると、ロッドを構えた吸血鬼たちに取り囲まれる。サファイアが青玉島国家使節だと名乗ると、彼らはサファイアをリーダーのもとへ通してくれた。

「…あぁ、クリアシャインか」
　シュワイマーもまた、サファイアのことを知っているようだった。ディマイアの報道のせいである可能性は高いが、そこに載っていた写真はかなり遠くからのもので、それほど鮮明に顔が分かるようなものではない。
「わたしたちに何の用だ？え？」
　シュワイマーはドスの効いた声で言う。カーネギーに比べて、ヒトに対する反感が幾分強いようだ。
「少し、お話を伺いたいと思っているのですが…よろしいでしょうか？」
　サファイアは丁寧且つ控えめな調子で言った。彼女の周りを取り囲むように、6人の吸血鬼がロッドを構えている。
「お話？」
　シュワイマーは面倒臭そうに聞き返した。
「…まぁ…まぁ、聞かないでもないさ。言ってみろ」
　そう促され、サファイアは慎重に話し始める。
「皆さんは、もともとこちらに住んでいらっしゃったわけではありませんよね？もっと北の方にいらっしゃったと伺いましたが…」
　サファイアの質問に、シュワイマーは黙って頷いた。
「どうしてこちらにいらっしゃったのですか？この辺りには、すでに他の一族が暮らしているということはご存知でしょう？」
　サファイアがまた質問すると、シュワイマーはケタケタと笑う。
「あぁ…あぁ、知ってるさ。知っているとも…だが最近、わたしたちは人数が増え、もう住む場所が足りなくなってしまった。それで、仕方なく、領地拡大となったわけだ…分かるな？坊や」
　…だから坊やじゃないって…
「あー…事情やお気持ちはよく分かります。しかし…それをしてしまうと、紛争は避けられませんよね？」
　サファイアが問うと、シュワイマーは
「だな」
と頷く。
「だが、それを避けようとは思っちゃいないからな」
　そう開き直るシュワイマーに対し、サファイアは
「しかし、わたしたちとしましては、そのような事態は回避したいのですが…」
と出来るかぎり遠慮がちな言い方をした。しかし、それでもやはり、シュワイマーに鼻で笑われてしまう。
「紛争を回避したい?!ったく…よく言うな…つい150年くらい前まで散々わたしたちを追っかけ回して、絶滅させようと躍起になってたのはどこのどいつだ？え?!」
　シュワイマーはそう言ってから、ハハッと溜め息にも似た笑いを漏らした。
「…んまぁ、お前に言ってもしょうがねぇんだろうけどな…いくつだ？お前…6つ？7つ？」
「10才です」
　サファイアが答えると、シュワイマーは低く口笛を鳴らす。
「おぉっと…通りで喋り方がしっかりしてるわけだ…まぁ、いずれにせよそんなもんだろ？どうせ、“吸血鬼が絶滅しちゃわないように、みんなで保護していきましょう”みたいな時代しか知らねぇんだろ？あぁ？」
「………」
　そう言われると、サファイアは何とも答えられない。確かにその通りなのだ。むろん、話に聞いているとか、歴史として知っているとかというのは、彼の言う“知っている”に含まれない。
「わたしは今263才だ」
「もっとお若く見えますが」
　サファイアがご機嫌取りに言ってみるものの、
「当たり前だ」
の一言で一蹴される。
「ヒトはすぐ世代が代わるから、そういう自分たちにとって都合悪い歴史もすぐ忘れちまう。だけどわたしたちはまだ、そのころの奴がそのまま生きてんだよ…当時とほとんど変わらない状態でな」
　じっと睨んで来るシュワイマーから、サファイアは思わず目を逸らし、俯いた。確かに、彼の言うことは何一つとして間違ってはいないのだ。
「…しかしまぁ、寿命の長さなんてしょうがねぇよな。今回はお前らの言うことを聞いてやってもいいぜ」
「…!!」
　シュワイマーの発言に、サファイアはパッと顔をあげた。彼の目付きは心持ち和らいでいる。
「本当ですか？」
　サファイアが期待に満ちた声で聞き返した。
「あぁ…ただし」
　シュワイマーはニッと口角をあげる。
「内島と交換」
　……は…はいぃぃ?!
　サファイアは呆気に取られた。もう少しで心の声が本当の声になってしまうところだったぐらいだ。
「申し訳ありませんが、それは出来かねます」
　サファイアが即答する。当たり前だ。そんなこと王宮に相談するまでもない。
「あぁ？ダメ？」
「えぇ…それは」
　サファイアの返事を聞くと、シュワイマーの目が再び鋭くなった。
「だって、おまえらはわたしたちが…え―っと…カーネギーとかって言う奴の領土に侵入するのを止めたいんだろ？だけど、我々としてはもうどうにも土地が足りなくて、このままではやっていけないんだ。となったら、おまえらがわたしたちに代わりの土地を寄こすしかないじゃないか。だろ？」
　シュワイマーがそう言っても、サファイアは
「お気持ちは察しますが、それは出来かねます」
と言って静かに首を振るばかり。
「あぁ、そう……じゃ」
　シュワイマーはそう言いながら、サファイアを取り囲む6人の吸血鬼たちに目配せをした。すると、6人のロッドがパッとサファイアの首の位置まで上がる。
「じゃあ強硬手段といきますか」





※8…とはいえ、自治区にいる吸血鬼はカーネギーの一族を含めても200人前後である。実際には敵わないこともないだろう。
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        　サファイアは自分を取り囲んでいた吸血鬼の脇を鼠のように素早くすり抜けると、近くの窓を開けた。誰かがとっさに爆撃してくるが、そのころにはもう窓から逃げ出している。
　家の中で爆撃しちゃって平気なのかな…
　そんなことを思いながら林立する木々の奥へ飛んでいくサファイアを、6人の吸血鬼が追いかける。
　サファイアは背後から閃光が襲って来るのを予測して、わざと木々の間をジクザグ縫うように飛んだ。案の定、サファイアの周りの木々は閃光や爆撃を雨あられと受けて、穴が開いたり抉れたりしていく。
[image: ]　7人の飛行速度は時速200km。どう考えても木が乱立する森の中を飛ぶのに適した速度ではないはずなのに、サファイアは身体ごと追っ手を振り返ると、
「私をどうする気なんですか？」
と尋ねた。
「別に殺しはしねぇよ」
　薙ぎ払うように振られたロッドの先端が弧を描き、それがそのまま光の刃と化す。光の刃は生まれると同時に空を切って迫ったが、サファイアは風に舞う葉のような動きでかわした。
「じゃあどうするんです？」
　つい一瞬前までサファイアの足があった位置を通過した光の刃に切り落とされた太い木の枝が地面にぶつかる音や、耳元を吹き抜ける風の音に負けないように、サファイアが大きな声で聞くと、今度は別の吸血鬼が
「ただ人質になってもらうだけさ」
と言ってロッドを勢いよく振り、サファイアの足元を狙って閃光を放った。だがそれはサファイアがかわすまでもなく外れ、彼女より前の木を貫通する。
　6人が次々と放ってくる攻撃を、サファイアはまるでトンボか何かのようにすばしっこく飛び回ってかわしていた。
「鬱陶しいガキだな…いつまでもちょこまかしてられると思うなよ!!」
　誰かがイライラした声で叫んだのに対し、サファイアは
　…思ってないよぉ!!
と内心で叫び返す。
　鼠花火のように飛び回るサファイアを追いながら、6人のうちの誰かが
「てか、もう俺らの村出ちまったんじゃね？」
と言った。
「!!」
　その言葉を聞いて、サファイアはハッとする。
　私…今、どこへ向かっているんだろう？
　サファイアはあまりにもジクザグ飛んでいたので、完全に方向感覚を失っていたのだ。今までは気づいていなかったのだが、1度気づいてしまうと、その不安が彼女の動きを一瞬鈍らせる。
　吸血鬼たちも、それを見逃すはずはなかった。一斉に放たれた閃光が、一気に襲いかかってくる。
「っ!!」
　そのうちの1本がサファイアの左足首外側を掠った。真っ赤な血が勢いよく吹き出すが、むしろメルクリウスが裂かれてしまったことの方がまずい。もう片方が残っていたので墜落は免れたが、もう飛び続けるのは不可能だった。辛うじて転ばないように着地すると、仕方なく走り出す。飛んでいる吸血鬼から走って逃げようとするということ自体がもともと不可能なのに、そのうえ足を怪我しているというのでは話にならない。
　しかし、サファイアはそれほど長い距離を走る羽目にはならなかった。
　…あわわっ!!
　突然森が開け、サファイアが走ってきた地面が途切れた。あと3ｍというところまで崖の淵が迫っているのだ。サファイアは怪我していない右足で踏ん張り、急ブレーキを駆けてどうにか止まる。
「…ははーん…ちょこまか坊やも、運の尽きだな」
　追手の1人が、にんまり笑いながら言った。もうサファイアに逃げ道がないと分かっているからか、吸血鬼たちはロッドを構えたまま、ジリジリと迫ってくる。それに圧されて、サファイアもジリジリと後退していく。
「さぁ、殺しはしねぇって言ってんだ、大人しく捕まれ。な？」
　吸血鬼たちの1人が楽しそうに言った。
　人質にされたら厄介だな……ピュア様がすぐに見捨ててくだされば国には問題ないかもしれないけど…でも、それでも絶対“やっぱり呪われた子を雇うと碌なことにならない”とか何とかって話になって、私に情けを掛けてくださったピュア様の面子を潰すことになっちゃうよね…
　サファイアはちらっと振り返り、崖の下を見た。3ｍぐらい下に、木々の先端がある。地面が見えないので高さは分からないが、裏を返せば、落ちたあとのサファイアを上から目視するのは不可能だ。
　一か八かだけど…
　命さえ助かれば、あとはどうにでもなる。なんせ、青玉島の医学は夢幻界でもトップクラスなのだ。
　…しょうがない。
「…ほら、どう足掻いたって逃げ道はないんだぜ？」
　またさっきの吸血鬼が言った。6人の中で、この人が1番よく喋っている気がする。
「そんなことないですよ」
　サファイアはそう言うと同時に、後ろへ大きくジャンプした。
「!!!!」
　サファイアの身体は低い放物線を描くと、すぐに落下運動を始める。
　さすがにこの行動は想定していなかったらしく、吸血鬼たちは一瞬固まった。そして、サファイアの姿が見えなくなって2・3秒経ってから、途端に言葉を取り戻す。
「…しまった!!逃げられた」
「いや、どの道大怪我で動けねぇよ。下りてって、ゆっくり捕まえればいいさ」




　しかし、彼らはまもなく、自分たちの考えが甘かったことに気づいた。
「…あのガキ…どこ行きやがった?!」
　地上のどこにも、サファイアの姿が見当たらなかったのだ。
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        　青玉人には、テレポートをすることはできない。したがって、サファイアもどこか[image: ]へ消えてしまったわけではない。では、どこへ行ったのか。
　崖から飛び下りたサファイアは、枝にぶつかりながら落ちて行く中で、片方のメルクリウスでバランスを取りながら、固い地面との激突を少しでも和らげようと、青玉魔術のロッドを取り出していた。片方のメルクリウスと水の噴射で衝撃を和らげよう、というかなり苦しい考えだ。
　ところが、サファイアの身体は何かに柔らかな動きで受け止められ、枝がなくなるよりも早くに落下が止まった。
「…っ?!」
　驚いたサファイアは思わず声をあげそうになったが、後ろから抱きしめるようにして彼女の身体を支えている何かが口を塞いでしまっているため、声を出すことができない。
「…ん……んん…」
　抵抗するサファイアの耳元で、誰かが
「お静かに」
と囁くのが聞こえる。
　…だ…誰?!
　今この人に助けられているのは事実だが、だからといってこの人が味方であるという保証はどこにもない。
「あのガキ、どこ行きやがった？」
「まさか逃げたのか？」
「んな馬鹿な…」
「じゃあどうしていねぇんだよ?!」
　地上から、吸血鬼たちの戸惑う声が微かに聞こえてくる。
「…しょうがねぇ、戻るか…」
　やがて吸血鬼たちが引き返して行った。サファイアを取り押さえていた誰かはそれをきちんと確認した後、地面に下りてサファイアを解放する。するとサファイアは、すぐにその人の方を振り返った。
「…!!」
　ある程度警戒していたにもかかわらず、その姿を見たサファイアは、思わずそのまま固まってしまう。
　……え……すっごい綺麗…
　そこに立っていたのは、20才ぐらいの青年だった。服はダークグレーのワイシャツと黒のスラックス、ベストで、暗い濃紺のまっすぐな髪を、後ろの低い位置で1つに束ねている。すらっとした長身であるうえに顔立ちも非常に端正で、まるで精巧に作られた人形のようだ。
　ただ、サファイアを固まらせたのはそういう容姿の綺麗さではなかった。彼の鮮やかな青色の眼――限りなく澄み渡ったその眼は、どこまでも果てしなく透き通っていて、見る者を吸い込んでしまいそうなのだ。そんな眼に、鋭利な刃物を思わせる明るく強い光が宿っている。
　…なんて綺麗なんだろう…こんなに綺麗な眼、初めて見た…
　サファイアは自分が読眼術の使い手だということを自覚していた。だから、この綺麗過ぎる眼が何を意味しているのかも知っている。
「…あ、あ…その…ありがとうございました」
　つい見とれてしまっていたサファイアは、ようやく我に返ると途端に俯いて、恥ずかしそうな様子でお礼を言った。
「どうしてあのような無茶をなさったのか、教えていただけません？」
　腕組みしてサファイアを見下ろす青年の声は冷淡だ。“あのような無茶”とは、言うまでもなく崖から飛び降りたことだろう。
「…えぇっと、その…」
　うろたえたサファイアが左右の人差し指をつんつんしながら
「…その…ちょっと、仕事で…」
と答えると、青年は
「…そうですか」
とだけ言って、それ以上深く追及してはこなかった。その代わり、ちらりとサファイアの左足を一瞥して
「よろしければ治療いたしますが」
と言ってくる。
「…え？」
　急に言われたサファイアは、きょとんとした様子で聞き返した。すると、青年は
「ずいぶん怪我をなさっているようですが…よろしければ、治療いたしましょうか？」
ともう1度言う。
「…あ…」
　サファイアはどうしようか迷った。
　…やっぱり怪我してたらどう考えても苦しいし、治してもらえたら嬉しいけど…でも、なんか悪いし…っていうか、さっきの人たち放置してるけど平気かなぁ…？…とは言え、今このまま再チャレンジしても結果は同じだよね…あぁぁぁぁどうしよう…どうしよう？
「えぇっと……ん？」
　いつまでもあれこれ迷っているサファイアに、青年はいくつかの薬を量り取ってくれた。サファイアがびっくりしていると、彼は無表情のまま
「これで治ると思います」
と言う。
「あ…ありがとうございます」
　サファイアがそうお礼を言って飲み干すと、傷はみるみるうちに快復してしまった。
「…いががですか？」
　青年はコップを片付けながら尋ねる。
「あ…もう大丈夫です。すみません、お手数おかけして…」
　サファイアはそう謝ると、
「どうもありがとうございました」
と言ってペコリとお辞儀をし、6人の吸血鬼たちが行った方向に駆けだそうとした。ところが青年はそれを見ると、
「…先程の方々は何なのです？」
と言って引き留める。
「何でもないです」
　サファイアは振り返りながら即答した。振り返るより答える方が早かったぐらいだ。そんなサファイアの様子に青年は怪訝そうに眉を顰めたが、俯いているサファイアは一向に気づく気配もない。
「何でもないのに襲われたのですか？」
　そう聞かれても、サファイアはただ黙っているばかりだ。
「…そうですか」
　問い質すのを諦めた青年は少し低めの声を漏らすと、淡然とした様子で
「無理に聞くつもりもありませんが…ひとりではどうにもならないこともありますよ。数の力は思っている以上に大きいですから…」
と言った。
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        　30分後、サファイアはシュワイマーたちの村の近くまで戻ってきたものの、しばらくそこで立ち止まっていた。
　“ひとりではどうにもならないこともありますよ”か…
　確かにその通りだ。このままでは、何回挑戦したところで結果は目に見えている。
　でも、だからと言って協力を求められる人なんて誰もいないし…
　そんなことを考えていると、突然茂みの向こうからボールが転がってきた。
「…？」
　不思議に思って拾うと、すぐに同じ茂みから3才ぐらいの女の子が駆け出してくる。
「これ、君の？」
　サファイアが聞くと、その子は
「うん」
と頷いて両手を差し出してきた。
「どうぞ」
　サファイアが笑いながらその手にボールを渡してやると、女の子は嬉しそうに笑って
「ありがと、おにいちゃん!!」
と言い、とことこと駆け戻っていく。
　その後ろ姿をしばらく見つめていたサファイアは、そちらから大人の話し声が聞こえることに気づいた。木の陰に隠れて聞き耳を立てると、女性の声が
「…ここまで来たけど、シュワイマーさんまだ行くつもりなのかしら？」
と問いかけるのが聞こえる。
「そうなんじゃない？」
　ほとほと困ったような声で答えたのもやはり女性だ。
「でも…これ以上進むと、他の一族とぶつかっちゃうんでしょ？」
　また別の女性の声。そんな声の後ろから、はしゃいでいる子供の声も聞こえる。
　…これって、もしかして…
　そう思ったサファイアが、顔だけを少し出して覗いてみると、案の定、いわゆる井戸端会議のようなものが開かれていた。困惑したようすで話し合う4人の母親たちの足元を、子供たち5人が無邪気に駆け回っている。
　サファイアが首を伸ばしてもひっこめても、もちろん構うことなく井戸端会議は続いた。
「シュワイマーさんは、戦う気満々みたい」
　誰かが言うと、最初の声が
「無理よ!!こんな子供ばっかりなのに、そんなことしたらどうなっちゃうの?!」
と憤慨する。
　あれ…意外と反戦派って多いのかなぁ…？
　そう思った瞬間、ふとサファイアの頭の中に先程の青年の言葉が蘇った。
“数の力は思っている以上に大きいですから…”
　…そっか…だったら逆に…
　サファイアはふっと笑うと、木の陰から駆け出て行く。
「あ、おにいちゃん!!」
　先程の女の子が駆け寄って来ようとしたが、母親がその肩を掴んで引き戻す。
「あんた、誰？」
　別の女性が、訝しげに聞いてきた。
「私は青玉島国家使節のサファイア・クリアシャインです」
　サファイアが名乗ると、皆は驚いたように目を見開く。
「あなたが？あなたがクリアシャイン？」
「はい」
　サファイアが頷くと、母親たちは唖然とした様子で顔を見合わせた。“呪われた子”クリアシャインが、まさかこんな可愛らしい少年だとは思っていなかったのだ。
「嘘よ…だってあなた、男の子じゃない」
「…いえ、一応女子です…」
　間違われるのは慣れっこだが、こう正面きって言われると訂正するのも気まずくて、サファイアはきまりが悪そうに目を逸らす。
「あら、ごめんなさ…」
「何の用なの？」
　今度は別の人が鋭い声で尋ねてきた。
「向こうの村と戦うのを、やめてほしいんです」
　サファイアが言うと、先程困り声を上げていた人が呆れた顔をする。
「馬鹿ねぇ、そんなことは私たちじゃなくて、リーダーに言うのよ」
　そう言われると、サファイアはしゅんと俯いて
「えぇ、伺いました…危うく捕まえられるところでしたけど」
と答えたあと、パッと顔をあげて
「あの…もしよろしければ、お力添え願えませんか？もしここで紛争になってしまったら、どちらが勝とうと負けようと、次は吸血鬼とヒトとの戦争になってしまいます!!それは、何としても避けたいんです…」
と訴えた。
　ヒトと吸血鬼が実際に戦争を始めてしまうという事態は本当に最悪のケースであって、現実にはまず起こり得ないのだが、ここではあえてそう言っておく。
「それは、何としても避けたいんです…」
　サファイアは最後の部分を再度繰り返しながら、子供たちの方にちらちらと視線を走らせた。“紛争になったら真っ先に犠牲になるのはこの子たちですよ”というメッセージだ。
　これはなかなか効果があったらしい。固く腕を組んだ母親が、ロッドの柄を持っている手の指で軽く突きながら
「…“お力添え”って言ったって…どうするつもりなのよ？」
と聞いてくる。
「…もう少し協力してくださる方が見つかったら、もう1度シュワイマーさんのところへ行ってみます」
　サファイアが答えると、彼女たちはしばらく互いに目配せしあっていた。だんだん雰囲気が和らいでいくように感じられる。
「…分かったわ」
　やがて、1人が真剣な表情で言った。
「今回は協力してあげる。子持ちの女たちはみんな戦いたくないと思ってるから…私たちで持ち掛けてみるわ」
　その言葉を聞くと、サファイアは嬉しそうに
「どうもありがとうございます」
と言って、深くお辞儀をした。



　その日の夜は、とても風が強かった。にもかかわらず、シュワイマーは自宅の屋根の上に座っている。一族のリーダーたるものが、何故そんな猫のような真似をしているのか――その答えは簡単だ。昼間、青玉島から来た小娘を捕まえようとした部下が、室内で爆撃してしまったおかげで粉砕されてしまった部屋を、その部下たちに修理させているのだ。
「…リーダー…リーダー？」
　下の方から自分を捜す声がしたのを聞いて、シュワイマーはそちらへ身を乗り出す。
「終わったのか？」
　予想もしなかった場所から声がしたためか、捜しに来た部下はギョッとしたように跳び上がった。
「な…そんなところで何やってんですかっ?!」
「おまえらがガンガンドカドカ騒ぐから避難してたんだよ、レイフ」
　シュワイマーはそう答えながら、ひょいと身軽に飛び降りる。
「ガンガンドカドカって…リーダーの家を直してたんじゃないですか」
　レイフが反論すると、シュワイマーは
「てめぇらがあのガキを逃がしちまったんだろうが。その罰だ罰!!」
と叱り付けた。
「ちゃんと直したんだろうな？」
　シュワイマーがドスの利いた声で尋ねると、レイフは
「任せてください、完璧ですから!!」
と胸を張る。
「ほーぅ…」
　シュワイマーはその言葉を信じ、見に行ってみた。ところが…
「…ほーぅ…“完璧”か、これが」
　シュワイマーは頬を引き攣らせながら、レイフを始めとする6人の部下を1人ずつ見据えて言った。爪先が、イライラと床を蹴っている。
　穴の開いていた床や壁は、ベニヤ板の切れ端が無造作に打ち付けられているという状態だった。しかも、所々塞がっていないところがあったり、釘が曲がっていたり、釘の頭が飛び出していたりする。
「しょうがないじゃないですか…素人なりに頑張ったんですよ!!」
　別の部下がそう憤慨したが、リーダーに
「ははーん…“素人なりに”か。じゃあ、ガキんちょを捕まえんのはどうなんだ？素人だとは言わせねぇぞ?!」
と睨まれると、皆一斉にサッと目を逸らしてしまう。
　そんな残念な空気を打ち破るように、ドアをノックする音が響いた。
「…誰でしょう？」
　皆が首を傾げていると、再びノックする音が聞こえる。
「見てこい」
　シュワイマーの指図で、レイフが玄関へ向かった。
「はい？」
　レイフがドア越しに応じる声が聞こえる。
「ごめんください、先程お世話になりましたクリアシャインです」
　それを聞いた皆は呆気に取られ、しばしの間言葉が出なかった。
　…あのガキんちょめ…まさか、また来るとは…
「…入れてやれ」
　10秒ぐらいしてから、シュワイマーはようやく呆れたような声で指示した。するとドアを開ける音と同時に、レイフの
「お前、馬鹿だろ…よくまたこうやって来るよな…」
という声が聞こえる。
「来ますよ。仕事ですから」
　サファイアは当たり前のように答えた。
　レイフに連れられて現れたサファイアに、シュワイマーは苦笑しながら
「クリアシャイン、お前…“飛んで火に入る夏の虫”って言葉知ってるか？」
と尋ねる。ところがサファイアはその言葉に対する返事の代わりに、哀れむような申し訳なく思うような微妙な表情で
[image: ]「あー…床や壁の修理でしたら、業者をお呼びしましょうか？」
と申し出た。
「よ…余計なお世話だ、ばかやろ」
　シュワイマーは少し赤くなって反発する。
「で、何だ？交換条件呑むのか？」
　シュワイマーが腕を組んで尋ねると、サファイアは
「内島ですか？」
と言いながらふるふると首を振った。
「申し訳ありませんが、それは不可能です。青玉島の政治・経済はほぼ内島に集まっていますから…」
　サファイアが答えると、シュワイマーは
「じゃあ外島でもいいぜ」
と笑う。
「外島は第1次産業の99.98％、面積の99.7％を占めています。どうして先程から、不可能な案ばかり出されるのですか？まさか本気で、青玉島が頷くとは思っていないでしょう？」
　サファイアは取り澄ました様子で聞きながら、“まったくもう…”とでも言うかのように腕を組んだ。
「…まぁな」
　シュワイマーは肩を竦める。
　…ったく、妙なガキだぜ…黙ってりゃ6才の小僧、喋れば大人顔負け、実際は10才の小娘ってわけか…
「要はだな、ここはあくまでも吸血鬼“自治区”だってことだ。ここは吸血鬼が“自治”してるんだよ。いちいちヒトが口出しするんじゃねぇ」
　シュワイマーにきっぱりとした口調でそう言われると、サファイアは
「…そう…ですか…」
と言ってしゅんと俯いてしまう。それを見て諦めたと思ったシュワイマーはようやくほっとしたような色を見せ、子供に対する口調で
「ほら、分かったらとっとと帰れ」
と言った。すると、サファイアは従順に頷く。
「はい、そうします…でも」
　今までしゅんとしていたサファイアは、突然悪戯っぽく笑いながら顔をあげると、シュワイマーの手をパッと掴んだ。
「あっ、おい、お前…」
「いいから、ちょっと来て下さい!!」
　サファイアは、その小さな身体からは想像も出来ないような強い力でシュワイマーを家の裏口の方に引きずっていく。
「何なんだ、おま……っ!!」
　サファイアが裏口のドアを開け放つと、シュワイマーの言いかけていた言葉はすっかり立ち消えてしまった。

　裏口の周りを取り囲むようにして集まっているのは、この村の母親及び子供、42人。
「リーダー、これ以上領地広げていって、カーネギー族と戦う気だって本当ですか？」
　集まった母親の1人が尋ねた。
「そんなことしたら、次はヒトを敵に回して戦争する羽目になるんでしょう？」
　そう言ったのは別の母親。
「うちの村はこれだけ子供がいるのに、そんなことしたらどうなっちゃうのよ？」
　そう問い詰める女性は2人の子を抱いて、さらに1人の子供の手を握っている。
「この一族の総人口は61人でしょ？42人の反対があっても、強行する？」
　そう言うサファイアの茶目っ気たっぷりな笑顔を見たシュワイマーは、もうただ絶句するほかなかった。
　…このガキ…なんて小賢しい奴なんだ!!



　結局、こうなってしまってはどうすることも出来ず、シュワイマーは渋々“出来るかぎり早く退去する”という契約書に調印した。




　サファイアはカーネギーの村へ行って一連の結果を報告したあと、王宮に詳細なレポートを送る。それを読んだピュアは、
『じゃああとは青の薬商人ね。早くしてちょうだい!!ポーラの人生が掛かってるんだから!!』
とすぐに次の指示を出して来た。
「はい、了解です……というより、それを真っ先にやったほうがよかったのではないでしょうか？」
　サファイアが言うと、ピュアはサファイアをビッビッビッと指差しながら
『馬鹿ね、私だって一応一国の女王なのよ?!国全体のことより自分の家族のことを優先したらマズいじゃない!!』
と言った。
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        　さぁて…
　電話を切ると、サファイアはタンジェント村の民宿“シスレーズ・ハウス”のベッドにごろんと寝っ転がった。スプリングが強く、サファイアの身体は2・3回弾む。
　明日からは青の薬商人捜しか…
　どう考えてもこれが1番厄介な仕事だった。夢幻界と実界という、広すぎる2つの世界のどこかにいるらしい“青の薬商人”を、見つけださなければならないのだ。
　薬商人といえば、今朝助けてくれた人も薬商人なのかなぁ…それとも、お医者さん？
　サファイアはふと、あの濃紺の髪の青年を思い出した。
　私…どうしてあの時、何の躊躇いもなく薬飲んじゃったんだろう？
　いや、彼の薬のおかげで怪我が治ったのだから、もちろん結果的には正しかったのだ。しかし、一般常識から言えば、初対面の見知らぬ人からもらった薬を口にするなど、無用心にも程がある。ところがこの時、サファイアはこの青年をまったく疑わなかった。“毒ではないのか”という発想すらなかった。サファイアは本当に、何の躊躇いもなく飲み干したのだ。
　どうしてだろう…やっぱり、あの人の眼があんまりにも綺麗だったからかなぁ…
　サファイアはそう思ってから、突然くすくすと笑いだした。
　“眼があんまりにも綺麗だったから”だなんて、読眼術を前提にしてなかったらものすごく痛いセリフだよね…
　何はともあれ、サファイアはとにかく、もう1度彼に会いたいと思った。
　あの人のおかげで任務が終わったんだから、そのことも報告してお礼を言いたいし、崖から飛び下りた私を助けてくれたこととか、治療してくれたこととかのお礼も改めてきちんと言いたいし……それに…“…先程の方々は何なのです？”って聞かれた時の私の返事、ちょっとあまりにも失礼だったよね…
　あの時は“これからどうしよう？”と焦っていたからそこまで気が回らなかったのだが、今になって冷静に思い返してみると、なんだか拒絶しているみたいだったなぁ…と気になってくる。
　…わざわざ治療してくれた人に対して、あれじゃ……ん？
　サファイアはそこまで考えて、さらに重要なことに気付いた。
　…っていうか私、薬代払ってないし。
　サファイアはコロンと寝返りを打ち、うつ伏せになる。
　…うん、まずその辺りから始めよう…

　

2003年7月8日
　翌朝、サファイアは再び吸血鬼自治区に入って行った。
「げっ…まだ何かあんのか？」
　シュワイマーの村の近くを通ると、シュワイマーの部下であるレイフとたまたま鉢合わせし、げんなりした声で言われる。
「いえ、今度は人を捜しているんです」
　サファイアはその薬商人だか医者だかと思われる青年の容貌を話し、見かけなかったかどうかと尋ねたが、答えはNoだった。青の薬商人についても同じくだ。
「お前もちっせぇのに大変だな。すっかりパシられちまって…」
　レイフはサファイアに同情するような色を見せる。とても、約24時間前に(殺すつもりはなかったとはいえ、実質)命懸けの鬼ごっこをした間柄だとは思えなかった。


　レイフと別れたサファイアは、とりあえず例の崖まで行ってみる。
　さて…
　昨日彼と会ったのはこの崖の下であった。しかし、サファイアのメルクリウスはまだ故障中である。
　…どうやって下りようか…？
「また飛び下りるおつもりではないでしょうね？お嬢様」
　背後から冷ややかな声が降ってくる。
「うーん…いざとなったらそれしか……」
　……ん？
　そこまで言って、サファイアはおかしなことに気付いた。
　あれ？私、誰と話してるんだろう…？
　そう思いながらサファイアが振り返ると、そこに立っていたのは、まさに捜していた青年だった。改めて見ても、やっぱり綺麗な人だ。
「お医者さん!!よかったぁ…ずっと捜してたんです!!」
　サファイアが満面の笑みで喜びながら言うと、青年はほんの一瞬だけ、微かに口角を持ち上げた。“笑った”という感じではない。皮肉っているようにも、悲しんでいるようにも、喜んでいるようにも見える、不思議な表情だ。
「お医者さんの治療とアドバイスのおかげで、任務が1つ終わったんです!!」
　サファイアはそれを気にしながらも、なお明るい調子で続ける。
「アドバイス？」
　青年が聞き返した。どうも、心当たりがないらしい。
「“ひとりではどうにもならないこともありますよ”“数の力は思っている以上に大きいですから…”って…この言葉のおかげで、どうにかなったんです」
　サファイアが答えると、青年は一瞬目を逸らしてから再びサファイアの方を向き、
「…そうですか。それはよかったですね」
と言った。
「えぇ、本当にどうもありがとうございました」
　サファイアはそう言ってペコッとお辞儀する。
「あと私、怪我を治していただいたのに、治療費も薬代も払っていなかったですよね。それも気になってて…」
「それは結構です」
　財布を取り出したサファイアに対し、青年は即座に言った。　※9
「え、でも…」
「結構です。あれはわたしが勝手にしたことですから」
　そう言う青年の声はどこか粛然としていて、人を納得させる力を持っている。
「…いいんですか？」
　それでもなおサファイアが確認すると、今度はやや苛立ちを滲ませながら
「えぇ」
と頷いた。
「…すみません。どうもありがとうございます」
　サファイアはまた深々とお辞儀すると、
「それから、ちょっとお伺いしたいことがあるんですけど…いいですか？」
と尋ねた。すると青年は
「わたしに答えられることでしたら」
と言って静かに頷く。
「呼吸器石化症の特効薬を作れる方を捜しているのですが…」
　“どなたかご存知ないですか？”サファイアはそう聞くつもりだった。さすがに、いきなり別の同業者の名前を出して聞いたりして、喧嘩を売るのは気が引ける。そこで、彼がNoと言ったら“青の薬商人って方が調合できるって噂を聞いたんですけど…ご存知ないですか？”と切り出そうと思っていたのだ。
　だから、青年が
「患者を診させていただかないことには、お作りできないのですが」
と言ったとき、サファイアは初め上手く話についていけなかった。
「え…？えーっと…つまり…？」
「あの薬は病状の進行度合いや患者の体格など、さまざまな要素によって材料の割合や1回の服用量が変わってきますから、診させていただかないことにはお作りできません」
　青年は淡々とした声でそう説明してくれる。
　えーっと…こう言うってことは、この人、呼吸器石化症の特効薬を調合できるってことだよね…？ってことは…えぇぇっ?!じゃあ…じゃあもしかして、この人が…“青の薬商人”?!
　サファイアがそう尋ねると、青年は無表情のまま
「…そう呼ばれているらしいですね」
と認めた。





※9…いくらIT大国である青玉島でも、現金はきちんと存在している。もちろん電子マネーの方がよく使われているのだが、サファイアは一応現金も持って来ていたのだ。
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        　サファイアはすぐさまピュアに報告した。するとピュアは、ただちにポーラのいるサファイアンコスモス静養地へ行くように命じる。

　サファイアのメルクリウスが壊れているので、静養地へ飛んでいくことは叶わなかった。しかしそれでもさほど困りはしない。電車を使えば、わずか30分で着いてしまうのだ。
　サファイアがポーラのことを話して治療を頼むと、青年はすぐに承諾してくれた。2人はそのまま、ポーラのいるサファイアンコスモス静養地へと向かう。
　最寄りのタンジェント駅に着くと、まず切符を買って、その後10分ほどでやってきた電車に乗り込んだ。青玉島ではもうここ以外、こんな路線は残っていないだろう。まずサファイアの中では“切符”など完全に化石となっていたし、電車を10分も待つなんてことも初めてだった。他の地域では、ケータイの電子マネーでホームに入り、1分間隔で来る電車に乗るのが当たり前なのだ。ちょっとでもダイヤが乱れた日には即事故が起きそうだが、ほとんどコンピュータ制御されているためか、未だかつてそのような事故は起きたことがない。

　一方、青年はあちこち旅しているだけあって、こんな駅にも一切驚かなかった。
「青玉島にいると分からないかも知れませんが、切符売場も改札も運転もすべて人が手作業で行っているところなどたくさんありますし、そもそも電車自体存在しない地域も数多くありますよ」
　青年がそう言うと、サファイアは
「あー…話には聞いたことありますけど…」
と、信じられない様子で呟いた。

　電車はがらがらで、2人の乗った車両は隅の方の席におばあさんが座っているだけだった。ノートパソコンを自分の膝の上に開いてイヤホンをつなぎ、動画に見入っている――完全にその世界へ行ってしまっているものだから、乗り過ごしてしまわないかと周りが不安になるくらいだ。
　青年はジャック･キュアラーと名乗った。サファイアも自己紹介をして、
「いつ頃から旅してらしたんですか？」
と尋ねる。
「1500年ほど前からになりますね」
　ジャックは短く、平淡に答えた。
「え…？せ、せん…1500年…？」
　サファイアは愕然として呟く。
　…1500って…青玉島の歴史と同じくらい？…いや、もっと長いよね…？
「あの…もしかして、不老不死の薬とかですか？」
　サファイアが半ば本気で尋ねると、青年は
「えぇ」
と頷いたあと、一瞬間をおいてから
「魔力が1000Maを越えると、無限に生きてしまうんです」
と付け加えた。
　1500年、かぁ…
　サファイアは自分が1500年生きることを想像してみた。
　…正直、私だったら願い下げだなぁ…
「…それって…何て言うか……その、飽きちゃったりとか、しませんか？」
　サファイアは躊躇いながら恐る恐る聞いてみた。するとジャックは、サファイアの眼をまっすぐ見つめてくる。
　…あ…やっぱり聞いちゃまずかったかなぁ…
　サファイアがそう不安に思い始めたころ、ようやく彼は
「…飽きるでしょうね」
と言った。やや低めの声は、どこか枯淡としている。
「ですが、目的があれば話は別です」
「目的…？」
　サファイアは呟きながら首を傾げた。
　1500年かけても果たしたい目的って…何なんだろう？
　電車は駅に着き、扉が開いた。急行の通過待ちで2分ぐらいずっと止まっていたにもかかわらず、閉まる直前になってから隅のおばあさんが大慌てで降りて行く。
「耳の遠い年寄りにも聞こえるようなアナウンスをせんかい!!」
などと喚いていたところを見ると、やはりネット動画に夢中になりすぎて、乗り過ごしそうになっていたようだ。
　…気になる…けど、さすがにもう聞いちゃまずいよね…うん。
　そう判断したサファイアは、話を変えることにした。
「キュアラーさん、どうしてさっき、私が女子だって分かったんですか？」
　サファイアがくいっと首を傾げて尋ねると、ジャックは怪訝そうに眉を顰め、
「妙なことをおっしゃるのですね」
と聞き返してきた。
「いや、だって…」
　そう言いながら、サファイアは恥ずかしそうに俯く。
「…だって、皆私のこと男の子だと思うみたいなんですよ。まぁ、確かにこの顔でこの格好をしていたら男の子と思われるのは無理ないですけど…だから逆に、どうしてキュアラーさんは分かったのかなぁって、不思議に思ったんです」
　彼女はそう言ったが、何も顔立ちが女の子らしくないというわけではない…はずだった。ジャックは1500年前の彼女を、まるで昨日のことであるかのごとく鮮明に覚えているが、その顔立ちはまったく変わっていない。もっとも、1500年前に出会ったときは13才だったのに対し、今目の前にいるサファイアはまだ10才だから、その3才分の違いはあるものの、それ以外で違うのは服装と髪型だけなのだ。
　しかし、それにもかかわらず、サファイアが男の子にしか見えないのも紛れもない事実だった。ジャックですら、その姿からサファイアの性別を判断したのではなく、初めから女の子だと知っていたから分かったのだ。
　しかし、まさかそれを言ってしまうわけにもいかない。
「…どうして、と聞かれても答えにくいですが……でも、分かりますよ」
　ジャックはとりあえず、そう答えておくことにした。



　その後は、2人ともあまり話さなかった。もともとジャックは口数の少ない方だから、サファイアから話し掛けなければ会話は始まらない。ジャックはサファイアに何か尋ねられれば丁寧に答えるが、そこから話が脱線したり発展したりすることもない。2人とも、特にそれを気にする様子はなかった。まぁジャックはジャックだからそうだろうが、サファイアの方も別にそれで構わなかったらしい。

『まもなく、サファイアンコスモス畑駅、サファイアンコスモス畑駅』
　自動音声のアナウンスを聞いて、2人は荷物を持って立ち上がった。すでに減速していた電車は、すぐにプラットホームに入って停車する。
　降りてみると、そこはタンジェント駅に10本ぐらい輪を掛けて寂れた駅だった。



[image: ]　2人はサファイアンコスモス畑を突っ切るようにして歩いていた。
「もう咲いているんですね」
　ジャックが6分咲きの花畑を見ながら言う。ここはかつて、ジャックが(人類史上)初めてこの花を見つけた場所であり、砂時計の呪いが発覚して間もなく、サファイアを連れて来た場所でもあるのだ。あの時のサファイアは、ここを散々はしゃぎ回り、駆け回ったものである。
　しかし今日のサファイアは、ただちらりと横目に見て
「ね」
と相槌を打つだけだった。
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        　5分ほど歩くと、ポーラ・カークランドのいる静養地が見えてきた。特別な施設などではなく、小さい別荘のような家だ。
「ポーラ様は、女王様の従姉妹なんです。カークランド家って何故かお身体の弱い方が多いんですけど、ポーラ様もやっぱり病弱みたいで…まぁ、ピュア様は政治をやらなきゃいけませんからセントラルシティにいらっしゃいますけど、ポーラ様はそういうこともないので、こんな景色の良いところで、ご静養なさってるってわけなんです」
　サファイアが説明した。“セントラルシティ”とは、王宮のある都市、つまり首都の名前である。　※10
　そんな話をしているうちに、2人は目的の家へ到着した。

　サファイアがインターホンを押すと、“リンドーン”という、なんだかレトロな音がする。しかし、レトロなのは音だけで、性能はあくまでも最新型だ。
「はい？」
　中から若い女性の声がした。もちろんポーラの声ではない。
「サファイア・クリアシャインです。医師の方と共に参りました」
　サファイアがそう名乗ると同時に、ドアがガチャリと開いた。

　ポーラはベッドに腰掛けて御人形遊びをしていた。人見知りなのか、ジャックが診察しようとするとうさぎの大きな縫いぐるみの後ろに隠れてしまう。
「ポーラ様!!なりませんっ!!」
　教育係と思われる若い女性がポーラから縫いぐるみを取り上げてくれたおかげで、ジャックはようやく診察をすることが出来た。


　診察が終わると、ジャックはすぐに薬を調合し始める。
「1日3回4日間飲んでいただければ治るかと思いますが、一応5日分調合しておきますね」
　ジャックはそう言いながら、小さめのバケツほどもある、ビーカーとよく似たガラス容器を取り出した。
「4日、ですか？」
　先程ポーラを取り押さえていた女性が驚いたように聞き返す。普通は3日間と言われているのだ。
「えぇ。ポーラ様はまだ幼いうえに、お身体も丈夫ではないようですから、4日間に分けて飲まれた方がよろしいかと」
　ガラス容器の中に水と数種類の薬品が入れられた。ジャックはそれを、吸血鬼の青い炎にかける。
　ジャックがそのように調合している間、サファイアは自分のパソコンで王宮のデータベースにアクセスすると、何となく呼吸器石化症特効薬の論文を読んでいた。並んでいる材料は、サファイアでも名前を聞いたことのあるようなものばかり。調合時間は6時間――決して長い方ではない。
　では、何故青玉島のトップクラスの化学者がいくら頑張っても作れないほど、難しいのか。それは、材料の分量やひとつひとつの行程のタイミングを、すべて寸分違わず厳密に行わなければならないからだ。しかも先程ジャックが言っていたように、その分量は患者の状態によって変化する。
「……あ」
　今まで静かに読んでいたサファイアが、ふと声を漏らした。
「どうしました？」
　教育係と思しき女性が反応する。
「この薬の発明者の“ジャック･キュアラー”さんって、もしかして…キュアラーさんのことだったりしますか？」
　サファイアはそう尋ねながらジャックの方を見た。
「…えぇ、そうです」
　ジャックは流れるような手際のよさで作業を進めつつ、簡潔に答える。
「そうだったんですか!!すごいですね」
　女性の感嘆した声を聞きながら、サファイアはジャックの近い未来に同情した。
　…あらら…これはもう、キュアラーさんが旅を続けるのは無理だろうなぁ…そんな優秀な人を、ピュア様が見逃すはずないもん…



2003年7月13日
　ピュアを見ても分かるように、呼吸器石化症は本当に悪化しないと自覚症状が出ない。そのため、完成した薬を4日間服用し終わっても、果たして治ったのかどうか分からない。
　それを調べるべく、ポーラは別の医者の手で精密検査にかけられた。場所は病院ではなく、このサファイアンコスモス畑の静養地。一見したところただの別荘でも、一連の検査機器などはきちんと揃っているのだ。“静養地”という名前は伊達ではないのである。ちなみに、ジャックではなく別の医者が検査をしたのは、治療を行った者が検査をすると、治っていないのに“治った”と嘘をつくかもしれないという用心のためだ。
　そしてその検査の結果、ポーラの病気は見事に完治していた。



　サファイアとジャックは再び、サファイアンコスモス畑の中を歩いていた。ある程度静養所が後ろに遠ざかると、突然サファイアが足を止める。
「どうなさったのです？」
　それに倣って立ち止まったジャックが尋ねると、サファイアはジャックの半歩前で花畑を見つめながら
「いえ、ただ…仕事も一通り終わりましたし、まだ電車来るまでに時間ありますから…5分くらい遊んで行ってもいいかなぁって…」
と言って、恥ずかしさと悪戯っぽさを合わせたような笑みを浮かべた。
「城にお帰りになるまで仕事は終わっていないと思いますが」
　ジャックは腕組みしたまま言う。
「…やっぱりダメですか？」
　ジャックの声が冷たく聞こえて、サファイアは恐る恐る尋ねた。すると、彼は無表情のまま花畑を横目に見て、それから腕時計に目をやる。
「電車が来るまでにはまだ時間があります から…その間に遊んでいらしてはいかがです？」　※11



　サファイアはサファイアンコスモス畑の中を無邪気に駆け回っていた。やっと、外見年齢にあった振る舞いを見たように思われるが、彼女の場合、外見年齢は実年齢より3・4才幼いから、実年齢には合っていない。
　そんなサファイアを、ジャックはただじっと眺めていた。
　…なんて不思議なことだろう。つい数日前は素通りしたのに、今日は同じ花畑で楽しそうに駆け回っている。まるで、1500年前のあの日を再現したかのように。
　夢を見ているようだった。
　“飽きちゃったりとかしませんか？”――“飽きる”などという次元ではない。毎朝、“今日こそ会えるのでは”と期待して歩きだす。薬の研究をしたり、薬を売ったりしながら、実界と夢幻界をあてもなく、満遍なく歩いていく。そして結局、“今日も会えなかった”と、期待を裏切られて眠りにつく。　※12
　“眠りにつく”と言ったが、安眠できた夜などほとんどなかったに等しい。毎晩毎晩、見る夢は2つしかないのだ。1つは幼い頃からずっと見てきた、両親の最期の夢。恐ろしいことに、今でもなお続いているのだ。これほど見続けてもなお、慣れることはない。

　もう1つはサファイアの夢だ。漆黒の中を独りで歩くジャックの前に、子守唄を歌うサファイアが現れる。ところが、ジャックが捕まえようとすると、彼女の腕はぐしゃっという軽い音とともに、脆く崩れてしまう。そして、愕然とするジャックに、穏やかな声でこう言うのだ。
『ダメだよ…死んだ人にまで優しくしてたんじゃ』
『私のこと、抱きしめて殺して。そしたら、私といた2年3ヶ月の記憶が邪魔になるんだったら、私のことなんて忘れちゃって構わないから…幸せになって』
『抱きしめて』
　これらの言葉に対し、ジャックがとる行動はいつも同じだった。いつも、言われるがままに抱き潰してしまう。もう何十万回後悔したか分からないのに…。
サファイアは、頻繁に現れては自分のことを忘れるようにと言った。“忘れて”と言いながら、しょっちゅうジャックの前に姿を現した。それを卑怯だと思ったこともなかったわけではない。しかし、ジャックも本当は分かっていた。
　サファイアが卑怯なわけではない。僕が望むから、彼女はそれに応じて現れるのだ。
　現にジャックは、サファイアの夢を見ることが嫌だと思ったことなど、これまでに1度もなかった。どんな形でも、サファイアに会えることが嬉しかった――例え、それが夢に過ぎなくとも、その直後にまた、自分が殺すことになっていたとしても…。
　朝に抱いた期待は、必ず夜に裏切られる。今日も。今日も。今日も。また今日も。それが何十万回も続いた。何十万回裏切られても、また翌朝になると、期待せずにはいられなかった。
　サファイアが死んでから300年弱経った頃。そろそろジャックにも寿命が来るはずの頃だった。サファイアと同じように、砂となって消えるときが。
　…もうそろそろ、終わるのだろう。サファイアにもう1度会いたくて。会いたくて、会いたくて、抱きしめたくて…それでずっと、捜し続けてきた。でも、もうすぐそれも終わってしまう…。
　長く、辛い日々だったのに、それが終わるのが嫌だった。
　…会いたい。せめて、一目だけでもいいから…
　そんなある日、ジャックは1本の論文を読んだ。
　『魔力と寿命』
　もう発表されてから250年以上経つ論文だった。ここで初めて、1000Ma以上の魔力を有するものは、永遠の寿命を得られるのだと知った。嬉しかった。まだ、捜し続けることが出来る。決して、容易な旅ではない。また、朝に抱いた期待を夜に裏切られる、という日々を繰り返すことになるのだ。それでも嬉しかった。とにかくサファイアに会いたい一心だった。
　会いたい。会いたい…。
　不思議と、あれ以来ジェーンたちに復讐したいとは思わなかった。姉を憎まなかったわけではない。むしろ、サファイアのことがある前からずっと憎み合っていた姉弟だ。それに加えて、サファイアに新月の呪いを掛け、砂時計の呪いを掛けたのは、すべてジェーンなのである。もしかすると、機会があれば殺していたかもしれない。しかし、ディックのようにわざわざ捜しにいこうとは思わなかった。
　…そんなことをしても、サファイアが喜ぶはずないということは分かっている。だったら、奴を捜して殺すより、サファイアを捜して抱きしめたい。
　とにかく、それほど会いたかったサファイアは、ある日突然、人からもらった新聞の中に現れた。
　“サファイア・クリアシャイン”
　皮肉にも、記事の“サファイア”と自分の捜している“サファイア”を一致させる決め手となったのは、新月の呪いだった。“新月の呪い”を持った“サファイア”が他にいるとは、到底考えられない。
　その記事は、彼女がまもなく吸血鬼自治区へ行くことを記していた。ジャックが欲しい情報はすべて書かれている。
それを読み終わると同時に、ジャックは青玉島へと飛び立った。そしてとうとう、そのサファイアに会えたのだ。
　いくら捜し続けたって、結局会えないまま終わってしまう可能性は十分にある。いや、十分過ぎて、ほとんどその可能性しかないと言っても過言ではない。それにもかかわらず、奇跡的に再会できた。まさに“奇跡”。それ以外の何物でもない。
　…であるはずなのだが…
　正直なところ、ジャックはこの状況に戸惑っていた。よくよく考えれば当たり前のことである。あまりにも姿が違いすぎて。あまりにも幼くて。にもかかわらず、自分の知っているサファイアよりずっとしっかりしていて。その反面、やはり1500年前の彼女と完全に重なる部分もある。もっと幼い振る舞いも見せる。何より、自分はサファイアを知っているのに、彼女にとっては初対面なのだ。まさか、“1500年前のあなたを知っています”とは言えまい……いや、むしろ、そんなことを言うと厄介なことにもなりかねない。サファイアが彼女自身のことをどれほど知っているのかも分からないし、自分の知っていることが正しいのかどうかも分からない。
「…あ、キュアラーさん待っていて下さったんですね…すみません」
　花畑ではしゃぐのに満足したらしいサファイアが、少し頬を上気させて帰ってきた。
「…早く行っても電車が来ませんから」
　確かにサファイアには“お急ぎでしたらお先にどうぞ”と言われたのだが、もちろんジャックにはそうする理由など1つもない。
「キュアラーさんはこれからどちらへ行かれるんで……あ」
　サファイアは言葉の途中で、急に“あちゃー…”というような顔をした。
「ちょっと、失礼します…」
　そう言いながら、サファイアはポケットから名刺大の物を取り出すと、ボタンひとつで元の大きさに戻す――パソコンだ。ちょうどサファイアが操作しやすいような高さに浮かんだパソコンには、ピュアからのテレビ電話がかかってきている。　※13
『あんた今帰り道でしょ？』
　サファイアが通話ボタンを押すと、何の挨拶もなしにピュアが言ってきた。まぁ、いつものことである。
「はい、そうですが」
　サファイアが答えると、ピュアは
『キュアラーさんは？』
と聞いてきたが、画面に映っていたらしく、サファイアが答える前に
『あ、まだ一緒にいるのね』
と言うと、またいつものようにサファイアをビッと指差した。
『いい？王宮に帰ってくるとき、キュアラーさんにも来てもらってちょうだい!!青玉島の女王様が会いたがってるって伝えて!!いいわね?!』
　こう言われたら、もうサファイアには拒否権などない。
「…はい、かしこまりました」
　サファイアがやや憂鬱そうに答えると、電話はブツッと切れてしまった。
「…えーっと…すみませんが、そういうわけですので…来ていただけませんか？」
　サファイアはパソコンを名詞大に縮めてポケットにしまうと、ジャックの方に向き直ってそう言った。先程“憂鬱そう”と書いたが、この口調だと“申し訳なさそう”と言う方が正確なようだ。
「分かりました」
　ジャックは淡泊な声で答える。
「あの…行ってしまうと、多分もう旅は続けられなくなってしまうかと思うのですが…」
　サファイアが本当にすまなそうな様子で念を押しても、ジャックは
「構いません」
ときっぱり言った。本音を言えば、“構わない”どころの話ではない。上手く行けば、願ったり叶ったりの展開になるかもしれないのだ。








※10…ちなみに、セントラルシティの範囲は内島全体である。

※11…ということは、どうも予め路線や乗り換え案内を調べていた模様である。

※12…ジャックは呼吸器石化症特効薬の他にも、500近い薬を開発していた。

※13…今更書くのもなんだが、青玉島ではパソコンで通話するのが当たり前である。
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        　サファイアンコスモス畑駅から王宮の最寄り駅であるセントラルシティ駅まで、電車を乗り継いでいくと4時間30分かかった。電車を降りると、サファイアは興味深そうにきょろきょろしている。これほど大きな駅に来たのは初めてなのだ。
「あ…」
　ホームから改札のあるフロアに来たところで、サファイアが小さな声を上げながら立ち止った。
「どうなさいましたか？」
　ジャックが尋ねると、サファイアは
「あの、えっと…ちょっと、あそこ見てきてもいいですか？」
と言ってお土産屋さんを指差す。遠慮がちな言い方ではあるが、その一方で行きたくて仕方がないということも見え見えだ。
「構いませんが…」
　ジャックが頷くと、サファイアは雑踏の中を器用に縫って行った。そして店内を素早く回る途中、ある1ヶ所で足を止める。猫のぬいぐるみキーホルダーの売り場だ。大きな籠の中に、様々な色・形のものが雑多に入れられている。
「可愛い…!!」
　サファイアはそう言いながら、いくつか手に取って選び始めた。面白いことに、黒猫しか手に取らない。それでも、目の色、ポーズ、リボンの色などにバリエーションがあるため、選択肢は豊富である。
　しかし、サファイアは案外素早く決めた。
「この子にしよっ♪」
　そう言って選んだのは、眼もリボンも鮮やかな青色をした黒猫。いかにも真面目そうな顔をして、お行儀よく座っている。
　…地元のお土産を買ってどうするのだろう…？
　ジャックはそう言おうかとも思ったが、サファイアがそのぬいぐるみを大層気にいったようなので、冷ややかな眼を向けるだけにしておく。
　キーホルダーは480Fanだった。



「…え…あなたが、“青の薬商人”？」
　30分後、2人が女王の間に行くと、ジャックを見たピュアは開口一番にそう言った。先程の電話では顔が映っていなかったのかもしれない。
「そう呼ばれているようです」
　ジャックは静かに答える。
「もっとおじいさんかと思ってたわ」
　ピュアがけろっとして言った。まぁ、そうだろう。サファイアもそう思っていた。
　まさか、こんな綺麗な人だなんて…
「…昔から、若い青年だって話だったじゃないか」
　玉座の背もたれに手を置いて立っているペーターが苦笑すると、ピュアは
「そりゃそうだけど…ほら、やっぱりサンタクロースが魔法使いの格好をしたようなのを思い浮かべちゃうじゃない」
と反論してから、
「まぁいいけど」
と呟いてきちんとジャックに向き直った。
「ポーラのこと、どうもありがとう。本当に感謝してるわ」
　ピュアはそう言いながら会釈する。意地っ張りなピュアが素直にお礼を言うなんて、非常に珍しいことだ。それに対しジャックが丁寧に一礼すると、ピュアは小さく頷いて話を続ける。
「今まで、呼吸器石化症特効薬を調合できた人はいなかった。私のときも、母のときも…青玉島のトップクラスの化学者がこぞってやっても、ダメだったわ…言っとくけど、青玉島のトップクラスってことは、夢幻界トップクラスなのよ。私が言うのもなんでしょうけど……それをあなたは、いとも簡単にやってのけたそうね。しかも、どうしてかと思ったら、あなた、特効薬の発明者なんでしょ？すばらしいじゃない」
　ピュアは玉座から上目遣いにジャックを見上げつつ、クッと口角をあげた。“上目遣い”と言っても、ぶりっ子するときのそれとはまったく違う。もっと…獲物を追い詰めたハンターや、大好きなお菓子を目の前にした子供などの表情に近い。
「お褒めにあずかり、光栄です」
　一方ジャックは、夢幻界1の大国に君臨する女王に褒められても、顔色ひとつ変えることなく端然としている。
「で」
　ピュアはジャックの目を見つめたまま、本題を切り出した。
「これは即答しろっていうんじゃなくて、考えてみてほしいんだけど…あなた、ここで働かない？国家直属の…医者？薬品研究者？兼、私の側近として」
「えぇっ?!」
　ピュアの提案に、サファイアが思わず悲鳴をあげる。
「私、クビですか?!」
　サファイアの悲痛な問いに、ピュアは真顔で頷いた。
「うん。ほら…この間の報道もあったし」
　そう言われると、サファイアは光のない眼を伏せて俯いてしまう。一切身寄りのいないサファイアにとって、ここでの職を失うことは本当に死活問題なのだ。
「…こら、洒落にならないこと言うんじゃない」
　それを見兼ねたペーターがピュアを叱った。ピュア自身も叱られる前に気付いたらしく、慌てた様子で
「あ、あんたほんっとに馬鹿ね!!クビにするわけないでしょ。冗談よ、冗談!!」
と言って撤回する。
「え…本当ですか?!」
　サファイアが顔をあげて尋ねると、ピュアは
「当たり前でしょ」
と優しく言ってから、ハッとしたように顔を赤らめ、
「か、勘違いしないでよ!!別にあんたみたいなお子ちゃまがいなくなったって困りはしないけど、それじゃあんまりにも可哀相だから、憐れんでやってるだけなんだからね!!」
とまくし立てた。
「ありがとうございます」
　サファイアが心底ほっとした様子で丁寧にお辞儀するのを見て、自分自身もほっとしたピュアは、再びジャックの方に向きなおる。
「とにかく…キュアラーさん、ちょっと考えてみて。給料は、2つあわせて…月に10万Fan＋王宮での衣食住。まぁ、高いと考えるか安いと考えるかはあなた次第だけど…でも、悪い仕事じゃないわよ。国家予算で自由に研究できるし、研究室も1人1部屋貸せるし。側近の仕事は…まぁ、この子に聞けば分かると思うわ」　※14
　ピュアはサファイアの肩を叩きながらそう説明したあと、
「とにかく、明日の朝までに考えてちょうだい」
と言った。






※14…つまり、10万Fanは本当に自分の趣味に使ったり、貯金したりできるのだ。

  
  
  

  

  

  青玉島物語　現代版
  





        　とりあえず来客用の部屋を借りることになったジャックは、サファイアの案内でその部屋へ移動した。フロアは女王の間の1つ下だが、部屋の造りは女王の間より良く出来ていたりする。
　短い移動だが、思った以上に多くの人とすれ違った。様々な人が盛んに行き来しているし、建物も普通のビルだし、雰囲気は“王宮”というよりむしろ“オフィス”に近い。
　そんな廊下を歩く中で、ジャックは1つ奇妙なことに気付いていた。すれ違う人が、2人をサッと避けて歩くのだ。他の人同士は皆仲良さげに会釈しあっているのに、自分たちとは…どうも意図的に視線を外しているらしい。
「相変わらずいい部屋ですよね、ここ…」
　部屋に着くと、サファイアが独り言のように呟いた。まだサファイアには、側近の仕事を説明するという仕事が残っている。
「えーっと…仕事内容なんですけど…」
　サファイアはテーブルの周りに椅子を2つ並べながら話し始めた。
「正直なところ、普段はあんまり仕事ないんです。洗濯はスタッフがやってくれますし、食事は厨房がやってくれますし…女王の間の掃除は、ペーター様が“趣味だから”などとおっしゃってご自分でやっちゃうんですよ」
　サファイアはそう言うと、少しおかしそうに笑う。
「だから、普段の仕事は話し相手ぐらいです。ただ、側近は女王様直属の派遣員も兼ねてますから、外部に出掛けることが…たまにあります。ピュア様がお出かけになるときは、ボディガードにもなりますし…だから、ある程度の戦闘能力が必要なんですけど…」
　サファイアはそこで言葉を切り、俯いた。
「…私、まだ半人前なんですよね…」
　ジャックは何ともコメントしない。サファイアの戦闘を見たことがないため、コメントできないのだ。
「あ、でも、キュアラーさんは…吸血鬼、ですよね？」
　サファイアがジャックの目を覗き込んで、縦に長い形の瞳孔を確認しながら聞いた。すると、ジャックは黙って頷く。
　…気付いていたのか…
　もちろんそれを隠すつもりだったわけではない。ただ、サファイアが今まで何も反応を見せなかったから、むしろいつ言おうかと思っていたのだ。
「だったら、多分問題ないと思います。吸血鬼の能力なら問題ないでしょう」
　サファイアはそう言って笑った後、
「正直に言って、この仕事はそれほど悪くないと思いますよ。少なくとも、私にとってはこれ以上望めない職です」
と断言した。
「ただ…」
　サファイアはジャックの眼を見つめたまま、
「もう旅はできませんけど…いいんですか？」
と言って少し首を傾げる。
「えぇ…もう構いません」
　ジャックは粛然と言った。静かだがきっぱりとしている言い方から考えると、もう旅の目的が果たされたのだろう。
　そう思ったサファイアは、
「そうですか…」
と祝福するように微笑んだ。本当は何かコメントした方がいいかとも思ったのだが、結局あまり個人的なことに踏み込んでもしょうがないと思い直し、止めておく。
「あと…」
　祝福するようなサファイアの微笑みが、突然自嘲的なものに変わった。
「そうすると、私もご一緒させていただくことがとても多くなってしまいますが、構わないのですか？」
　そんなサファイアの表情と言葉に、ジャックは少し眉を顰める。
「どういうことです？」
「“呪われた子クリアシャイン ”　※15　“狂気の子クリアシャイン”“狂気の再生”“出来損ないの人間兵器”…などなど」
　サファイアは自分自身を嘲るかのように、自分の蔑称をゆっくりと列挙した。
「廊下でみんな、私のこと避けて歩いていたでしょう？」
　確かにそうだ。
「みんなそうなんです…いや、当然だとは思うんですが。だって、やっぱり嫌じゃないですか。月が消えるたびに、周りの人を片っ端から、狂ったように襲う…どう考えても危険人物でしょう？しかももともと、暗黒派の人物に“人間兵器”として作られたわけですし…まぁ、そこは出来損ないなんですけどね。とにかく、みんな　※16　 “呪われた子クリアシャイン”の再来を…何と言うか…恐れていたっていうか…青玉島じゃないところに生まれてほしい、もっと言うなら生まれてこなければいいって思ってたみたいなんですけど…」
　そう語るサファイアは、本当に申し訳なさそうだった。その後さらに、サファイアは小さな肩を竦めて

「本当に生まれてこなければよかったのですが」
と付け足す。
「誰かにそう言われたのですか？」
ジャックが尋ねると、サファイアは軽く頷いた。
「えぇ、まぁ…小さい頃、どうしてみんなに避けられているのか分からなくて、パール先生に――あ、ピュア様の家庭教師兼私の戦闘訓練指導者なんですけど――パール先生に、聞いてみたんです。そしたら、知っておかないと困るだろうからって、そういうことを教えてくださって…あ、ピュア様、ペーター様、あとパール先生は、とても優しくして下さってるんですよ。どこも行くあてがない私を、こうして雇ってくれているんですから…危険人物だからって殺されてしまっても、文句言えないのに」
　サファイアの口調はとても軽かった。まるで、他人の噂話をしているかのようだ。しかし、ジャックはそれがどうしても気に入らない。
　…どうしてそんな調子で話すんだろう？
　もちろん、サファイアは本当に気にしていないというわけではない。むしろ、ずっと苦しんできたのだ。そんなことはジャックだって当然分かっている。
　…だけど…
「…まるで、サファイアさんご自身もそれが当たり前だと思っていらっしゃるかのような言い方ですね」
　ジャックは固く腕を組み、やや低めの静かな声で言った。
「えぇ」
　それに対し、サファイアはあっさりと頷く。顔でこそニコニコしているものの、その濃紺の眼が助けを求めて叫んでいるということまでは、隠し切れていない。
　…そんなふうに笑わないで…
　辛さ、理不尽さ、悲しみ、怒り…そんなものをすべて独りで抱えて、何でもないかのように笑う。
　独りで抱え込まないで。相談してくれれば、僕に打ち明けてくれれば……そうしてくれれば、少しは力になれるのに。
　しかし、そう言うにも無理があることは分かっていた。ジャックにとってはこれほど愛おしいサファイアだが、サファイアからすれば、ジャックはほんの数日前にあったばかりの人なのだ。
「“生まれてこなければよかった”とか“殺されてしまっても、文句言えない”とか…そんなこと、自分で言わないでいただけませんか？」
　やがてジャックはサファイアの眼をまっすぐ見つめて言った。口調は静かだが、周囲に対する怒りとサファイアに対する憤りを含んで、冷々としている。言葉はこれでも慎重に選んだつもりだ。
「あなたが生まれ変わってくるのをずっと心待ちにしていた人も、いると思いますよ」
　サファイアはしばらく、ジャックの言ったことが理解できないかのように、目を瞬かせていた。それからようやくその意味を理解すると、ふっと笑顔になる。今度は心からの笑顔なのだろうが、まだどこか卑屈さ　※17　のようなものが拭いきれない。
「ありがとうございます、キュアラーさん…優しいんですね」



※15…王宮外では“呪われた子”としてしか知られていなかったが、王宮の中では昔から“呪われた子クリアシャイン”と言われていた。 




※16…サファイアはあまり意識していないが、“呪われた子クリアシャイン”という言い方からすると、ここでの“みんな”というのは王宮内の“みんな”のことだと思われる。

※17…こう書くとかなりきつい表現だが、その後のセリフからすると、おそらく“ただ慰めてくれただけだ”と思っているのだろう。
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        　翌朝、ジャックはピュアの申し出を受け入れると返答した。
「あら、よかったわ」
　ピュアがそう嬉しそうに言って玉座に付いているリモコンを操作すると、逆さにした卵の上を平らにしたような形の引き出しが、ヒューンと飛んでくる。
「はい、これ」
　ピュアはその最も大きな引き出しから、A3の紙がすっぽり入るくらいの紙袋を取り出すと、ジャックに手渡した。
「その中に必要なものは一式入ってるはず。分かんないことはクリアシャインに聞きなさい。あとクリアシャイン、部屋は片付いてるんでしょうね？」
　ピュアがニッと笑いながら聞くと、サファイアはどぎまぎしながら
「え、えぇ…多分大丈夫かと…」
と答える。
「今まで、側近って原則同性だったから、2人相部屋なのよ。でも別にいいでしょ？お子ちゃまと一緒でも」
　ピュアは手をひらひらさせながら、ジャックに尋ねた。
「…わたしは構いませんが…」
“それはサファイアさんに聞くべきではないでしょうか”
　ジャックはそう言おうとして振り返り、つい先程まで隣りにいたサファイアがいなくなっていることに気づく。
「サファイアちゃんなら、“部屋見てくる”って行っちゃったよ」
　ペーターがくすくす笑いながら言うと、ピュアも
「安心しなさい、あの子は文句なんて言いやしないわよ。寂しがりやなんだから」
と言ってまた手をひらひらさせた。

 
　サファイアの部屋はかなり広かった。“部屋”と言っているが、ちょうど1LDKのマンションのようになっている。出入口は、女王の間と直結しているドアと、廊下から入るものの2ヶ所だ。
　1LDKの“1”にあたる部屋は、とても女の子の部屋とは思えなかった。全体的に飾り気がないのだ。縫いぐるみもポスターも置物もなく、ただシンプルな置き時計と温度計、絵のないカレンダーがあるのみだ。2つの机のうち、片方には数冊の学問書らしき本が立てられている。部屋の奥に2つ並んでいるベッドには両方とも水色系のカバーがかけられているが、どちらにも使った形跡が見られない。
「…普段、使っていらっしゃるお部屋ですよね？」
　ジャックが思わず聞くと、サファイアはこくりと頷いた。
「えぇ…ものが少ないってことですか？」
　サファイアの言葉にジャックが頷くと、サファイアは笑いながらパソコンを取り出す。
「これ1個あれば、ほとんど何だってできちゃいますから…」
　サファイアはそう笑ったあと、自分が使っているのは左側のベッドだということと、サファイアの机以外はすべて勝手に使っていいということを言った。
「…分かりました、どうもありがとうございます。ところで…本当に、よかったのですか？」
　ジャックはお礼を言ってから、ずっと気になっていたことを尋ねた。しかしサファイアは首を傾げて
「えっと…何のことですか？」
と聞き返してくる。
「わたしも同じ部屋を使わせていただくということで、本当に構わないのですか？」
　ジャックがここまではっきりと言い直しても、サファイアは
「え…キュアラーさんさえよければ、私は何も困りませんけど…？」
などと言って一層きょとんとするばかりだ。
　…気にしていないなら、まだいいか…
　そんなサファイアの様子を見て気にしない方針を固めたジャックに、サファイアが無邪気に話し掛けてきた。
「その支給品セット、結構すごいでしょう?!」
　ジャックはその言葉で、先程もらった紙袋の中身を見てみる。制服、パソコン、ケータイ、魔法銃…
「あ…もう制服もらったんですね…私、まだもらってないんですよ、半人前だから…」
　サファイアが苦笑しながら言った。何ともコメントしないジャックを気にすることなく、サファイアは話を進めていく。
「あ、でもメルクリウスが入ってない…」
「メルクリウス？」
　サファイアの呟きにジャックが聞き返した。
「あ、空飛ぶ靴です。ローマ神話の商業神メルクリウスが、後にギリシャ神話のヘルメスと同一視されたことから来ているんですけど…多分青玉島に定住してないと知らないですよね。青玉島でしか普及してませんから…」
サファイアは饒舌に説明する。
「あと、魔法銃はキュアラーさんには必要ないかも知れませんけど、ここに入っている百露華は便利ですよ」
「はくろうか…」
　ジャックが繰り返すと、サファイアは頷いて
「青玉人にとっては必需品です。MWが組み込まれたペンライト的なものなんですけど…」
と言った後、
「MWって、ご存知ですか？」
と尋ねた。
「えぇ、それは分かります」
　MWとは、青玉魔術の水に4つの数値　※18　を与えて着色したもののことだ。それをステンドグラスのように組み合わせて光を通すと、その色と模様によって、魔力をさまざまな“魔法”という形に出力することができる。つまり、4つ1セットの数値を組み合わせることで、いろいろな魔法を使うことができるのだ。青玉島は、これを様々な製品に利用している。パソコンやケータイにも組み込まれているし、メルクリウスもこれを使っている。そして、MWを使う製品の最たるものが、百露華だ。サファイアが言った通り、多くのMWを組み込んだペンライトのようなものなのだが、MWを通した光を当てることで複数の魔法を使うことができるという、いたってシンプルな道具である。ちなみに最もよく使われる機能は、光を当てた物を拡大したり縮小したりする機能であろう。
「パソコンとケータイも、青玉島のはかなり癖がありますけど…大丈夫ですか？」
　青玉島のものに癖があるも何も、パソコンやケータイ自体、何なのかは分かっているが使ったことはない。それを聞くと、サファイアはちょっと微笑んだ。
「じゃあまず、図書館へ行きましょう!!」





※18…平たく言うと色水を作るわけだから、シアン・マゼンタ・イエローという色の3原色があれば、ほとんどの色を作ることができる。原理的にはブラック以外の3色を混ぜれば黒になるはずなのだが、実際にはそうならないため、補助的に黒も使っているのだ。

  
  
  

  

  

  青玉島物語　現代版
  





        　数分後、2人は屋上に来ていた。
「…図書館へ行くのではなかったのですか？」
　ジャックが尋ねると、サファイアは
「あ、いや、その…図書館は別棟なんですけど、この際ですから城内案内もしておいたほうがよいかと思いましたので」
と言い訳するように笑ってから、解説を始める。
「ご覧の通り、こちらが屋上です。見晴らしいいでしょう？よく科学部天文学班の方がここで天体観測していますけど、他にも多くの方が息抜きしに来たりしています」




　次に2人が来たのは食堂。ファミレスのような雰囲気で、とても王宮の中にある施設とは思えない。　※19
「あ…キュアラーさんにはあんまり関係ないですね。でも、まぁ…とにかく、ここが食堂です。60種類の定番メニューのほか、外国の料理、季節の料理、今月の料理、日替わりメニューが各10種類、デザート50種類、計150種類から好きなものをオーダーできるんです。あ、飲み物もたくさんありますよ。紅茶50種類、コーヒー10種類、その他のソフトドリンク20種類、お酒30種類…」
　壁の電光掲示板のメニューを指差しながらそう解説したサファイアは、不意に
「キュアラーさんは、お酒とか召し上がります？」
と首を傾げてきた。
「…人に勧められれば、少しはいただきますが」
　ジャックが答えると、サファイアは
「やっぱりそうですよね。キュアラーさん、いかにもそんな感じがします」
と笑いながら頷く。
「王宮のメニューにしては、結構家庭料理が多いでしょう？使っている食材も決して高級なものではないですし…毎年、厨房から“もっと良い材料で高級なものを作りたい”って要望が出るんですけど、女王様が“国民が納めた血税を悪戯に浪費する必要はない”っておっしゃって…で、結局こうなっているんです」
　言葉ではそう言っているが、サファイアの表情や口調からすると、どうも現状で満足しているようだった。




　3ヶ所目はアリーナだ。
「見ての通り、体育館ですね。そこの扉は軍部棟へ繋がっています…あ、私の訓練はここじゃないですよ。向こうの軍部棟でやってるんです」




　2人が4ヶ所目に来たのは科学部実験棟。もともとオフィスビルのように飾り気のない王宮だが、このビルは装飾らしきものが本当に1つもない。
「科学部には、物理班、化学班、生物班、数学班、医学班、天文学班、魔法班、総合班の8つがあります。それぞれ1フロアずつ持ってますね。でも所属している人は少ないですよ。物理班、天文学班は4人、化学班もキュアラーさんを含めて4人、数学班・魔法班・生物班は3人、医学班は8人、総合班は1人ですから…」
　話の途中で、サファイアは急に口をつぐんだ。耳を澄ますと、高い足音を響かせて誰かが近づいてくるのが聞こえる。[image: ]
　やがて、1番近くの角から20代後半か30代前半の男性が現れた。短い髪とプラスチックフレームの眼鏡は共に赤銅色だが、その奥の眼は青銅色で、どんより濁った光を宿している。白衣を着ていることからすると、おそらく科学部員の1人なのだろう。
「やぁ、サファイアちゃん」
　その男性が掠れた声で挨拶した。
「こんにちは」
　サファイアは心持ち警戒しながら挨拶を返すが、彼の眼はもうサファイアから離れ、別のものを見ている。
「おや、あなたは…？」
　男性はジャックを見つめながら、やや粘り気のある口調で尋ねた。すると、ジャックは淡泊な調子で
「本日から化学班でお世話になります、ジャック・キュアラーと申します」
と自己紹介した。
　「あぁ、キュアラーさん…ポーラ様を治して差し上げた…そうかい？」
　男性は冷めた眼のまま、口角だけ持ち上げて笑う。
「若いのにすごいねぇ…って、違うか。吸血鬼だもんね、若く見えるだけか…」
　そう言いながら、彼は後ろ手に手を振りつつどこかへ歩いて行ってしまった。
「あー…今のはアルバート･ウィルソン博士」
　彼が名乗らなかったので、代わりにサファイアがその後ろ姿を見送りつつ、溜め息混じりに紹介する。
「唯一の総合班です…彼は天才ですよ。科学の全範囲を一通り知っていて、それらを上手く組み合わせていろいろ発明するんです。ただ…性格はあんまり良くないので、気をつけてください…実験台にされかねませんから」



　科学部実験棟を出ると、2人はようやく目的地である図書館に来た。
「ここが図書館です。本の数は約50万冊、論文が約60万本、視聴覚資料は約150万あります…でも、ここはどちらかというと、資料の保存がメインですね。普通に読むだけなら、パソコンを使えば一発ですから」
　サファイアはそう言いながら、書棚の間をどんどん歩いて行く。
「どちらへ向かっていらっしゃるのです？」
　ジャックが尋ねると、彼の前を歩いていたサファイアはちらっと振り返って
「オススメの本があるんです…ほら」
と言い、文庫本の棚の前で立ち止まった。
「このシリーズです」
　“このシリーズ”の名前は『うっすら分かった気になるシリーズ』と言った。
　　01　『青玉生活』

　　02　『青玉社会』

　　03　『青玉地理』
　　04　『青玉政治経済』

　　05　『青玉文化』

　　06　『青玉パソコン』
　　07　『青玉ケータイ』

　　08　『青玉島の歴史』

　　09　『青玉島の法律』
　　10　『青玉魔術』

　　11　『青玉英語』

　　12　『青玉文学』
　　13　『夢幻界』

　　14　『イギリス』

　　15　『魔法化学』
　　16　『魔法生物』

　　17　『魔法理論』

　　18　『MW』
…など、1巻から286巻まで、ありとあらゆるテーマが取り扱われている。
　ジャックは試しに『魔法化学』という題のものを取ってみた。表紙には、いかにもふざけたイラストが描かれている。
「騙されたと思ってめくってみてください、きっと感心しますよ」
　サファイアが本を手で指し示しながら熱心に薦めてくるので、ジャックはパラパラと斜め読みしてみた。
　…確かに…
　確かにサファイアの言う通り、なかなかよく出来た本である。表紙と同じく文体もふざけてはいるものの、“魔法化学”とはどんな学問なのか、というところから始めて、押さえるべき要所をきちんと押さえ、初めて“魔法化学”という言葉を聞いたというような人でも、最低限の基本的な知識を身につけられるようになっているのだ。究極の入門書、導入書と言えるだろう。
「夢幻界の様々な王国の例に漏れず、青玉島もかなり特色の強い国ですから、外国から越して来て戸惑う方が多かったんです。それで王宮が、この国で暮らすのに最低限知っておくと便利だろうってことをまとめてみたのが第1巻『青玉生活』なんですけど…そのノリで青玉島の文化とか歴史とか、色々なことをまとめてみたら、青玉人にまでウケちゃって、今では青玉島から離れて様々なことの入門書になっている、というわけなんですよ」
　そう解説するサファイアは何故か誇らしげだ。
「01から09はお読みになることをオススメします。あとは…興味のあるものがありましたら…借りるのには期限も冊数制限もありませんから、お好きなだけどうぞ」

　結局、ジャックはとりあえず01から09までを借りることにした。9冊の本をブックバンドでまとめ、図書館から出る。



　王宮巡りを始めたのは朝だったのに、いつの間にか日が高く昇っていた。水色の空、明るい太陽、白い綿のような雲。その下に広がる庭は、いかにも“人工的に作り出した自然”という感じだ。黄緑色に輝く芝、石畳で舗装された歩道、咲き“乱れ”ることなくきちんと並んで咲く花壇の花、整備された小川、きれいに刈り込まれた生け垣…
「今時、ここまで定規当てたみたいに整備しちゃった庭って珍しいでしょう？」
　サファイアはジャックの半歩前を歩きながら、肩越しに振り返って言った。
「えぇ…そうですね」
　ジャックが相槌を打つ。確かに最近、わざと自然のままに見えるような整え方をしている庭が多い。
「これもまた、この王宮独特の配慮なんですよ」
　サファイアが笑顔で言う。
「青玉島の王宮では、城内の掃除・洗濯や庭の手入れは、みんな身寄りのない小さな子供たちの仕事になってるんです。“ちびっこお掃除隊”って呼ばれてるんですけど…1才から10才までの子ですね。自然に見える程度に加減して整えるって、そんな子供たちには難しいでしょう？だから、逆にかっちりやらせちゃ……あ」
　話の途中で、サファイアは何かに気付いたように声を漏らした。そして次の瞬間、
「ミヒャエル!!」
と手を振りながら呼びかける。
　その先にいたのは、大きなメッセンジャーバッグを抱えた栗毛の少年だった。おそらく11才か12才といったところだろう。彼はサファイアの声に気づくと、慎重な足取りで……むしろ、躊躇っているような調子で、こちらにゆっくりと歩み寄ってくる。
「やぁ、サファイアちゃん…元気だった？」
　少年が微笑みながら挨拶した。しかし、その声はどことなく硬い。
「うん。ミヒャエルは？」
　朗らかにそう言ったサファイアは、何の気なしに、少年の肩へ手をやろうとした。ところが、ミヒャエルと呼ばれた少年は、その手をサッと避けてしまう。
「………」
「…うん、僕も元気だったよ」
　固まってしまったサファイアに、ミヒャエルは上ずった声で答えた。そして、それを慌てて取り繕うように
「あ…ごめんね、さっきから変な声になっちゃってて…ちょっと、風邪引いちゃったみたいなんだ…」
と言ったあと、
「じゃ、じゃあね、サファイアちゃん」
と言って、まるで逃げるように駆けて行ってしまう。
「…今のはミヒャエル・ラックス。私がピュア様の側近になる前の同僚で、私にとっては数少ない友達なんです…まぁ、私にとっては、ですけど」
　サファイアは彼の後姿を見つめながら――いや、むしろそれよりずっと遠くを見つめながら、自嘲的な声で言った。
「彼も私も、ちびっこお掃除隊出身なんです。お掃除隊をやっているうちはまだ小さくて、みんな呪いのことなんて知らないから、まぁ騙し騙し仲良くなれたりもするんですけど…卒業して呪いのことを知られちゃうと、大抵こうなっちゃうんですよね…」
　そう言って肩を竦めるサファイアはとても寂しそうに見えた。ところが、次に
「そろそろ戻りましょうか」
と言って城の方へ歩き始めた時には、もうすっかりいつもの笑顔に戻っている。
「……サファイア」
　そのあまりにも小さな後ろ姿を、ジャックが静かな声で呼び止めた。
「はい？」
　サファイアは少し驚いた様子で振り返る。ジャックに“サファイア”と呼び捨てにされたのは、これが初めてだったのだ。
「もっと砕けた話し方で構いませんよ。呼び方も、呼び捨てで構いませんし…」
　ジャックは腕組みをしたまま、淡々とした口調で言った。
「…え…えぇっ？いいんですか？」
　驚いたサファイアが尋ねると、ジャックは黙って頷く。
「じゃあ…じゃあ、“ジャック”って呼んでも、いいの？」
　それでもなお、恐る恐る確認してくるサファイアに、ジャックは少し苛立ちを滲ませた声で
「えぇ」
と答える。
「…ありがとう、ジャック」
　サファイアはしばらくしてから、恥ずかしさと嬉しさが半々で混ざり合ったような笑顔を見せた。







※19…それを言うのなら、そもそも王宮なのに“食堂”という時点でおかしいという気もするのだが。

  
  
  

  

  

  青玉島物語　現代版
  





        　2人が女王の間に帰ってきたのは、王宮案内を始めてから2時間後のことだった。
「お帰り。城の案内は済んだのかい？」
　ペーターがサファイアに問うと、サファイアは朗らかに
「はい、おかげさまで」
と答えた。
「だったら仕事に戻ってもらうわよ」
　ピュアはそう言いながらリモコンを操作し、2人分の椅子とテーブルを引っ張り出す。
「どうもありがとうございます」
　2人はお礼を言いながら椅子に腰掛けた。ピュアはカタカタとキーボードを叩いている。
「ピュア様、こちらで少しお店を広げても構いませんでしょうか？」
　サファイアが尋ねると、ピュアはパソコンから目を上げて、不機嫌そうに顔をしかめた。
「お店広げるって…何する気なのよ？」
「先日壊してしまったメルクリウスを直したいんですけど…」
　サファイアが答えると、一瞬沈黙が流れる。
「ばっ…馬鹿ね、さっさと直しなさいよ!!何で今までずっと直さなかったの?!」
　言葉を取り戻したピュアは、キーボードをバンッと叩きながら怒鳴った。確かにもっともなツッコミに聞こえる。なんせ、サファイアはメルクリウスが好きで、移動するにせよ戦うにせよ、いつもメルクリウスをフルに駆使しているのだ。そんなサファイアにとって、メルクリウスの故障は致命的である。しかし…
「今まで、毎日60000字のレポートを要求なさってたのはどこのどなたですかぁ!!」
　サファイアが悲痛な訴えを起こした。ピュアはサファイアに毎日、とても詳細なレポートを要求していたのだ。
「ろ…60000字?!そんなレポートを書かせてたのかい？」
　ペーターが目を丸くして小さく叫びながらピュアを見ると、ピュアはふいとそっぽを向いてしまう。
「だって…部下の仕事を上司が把握するのは当然でしょ？」
　確かにピュアの言うことは正しい。しかし、世の中には何でも、“限度”というものがあるのだ。
「しかも、ピュア様の返答はいつも“分かったわ。さっさと仕事終わらして帰ってきなさい”ってだけですし…」
　サファイアが膨れっ面をして言うと、ピュアは
「あのねぇ…こっちも暇じゃないのよ。あれを毎日読むだけでもやっとなんだから」
と弁明する。
　しばらく、ピュアとサファイアはこんな調子で言い合っていた。ケンカとは違う、“苦情陳述とそれに対する受け答え”といった感じの会話だ。
　…思ったより打ち解けているんだな…
　そう思いながら2人を見つめているジャックに、ペーターは
「まぁ、だいたいいつもこんな感じだから…」
と苦笑して見せた。



　ピュアとサファイアの会話が一段落つくと、2人はそれぞれ自分の作業を始めた。サファイアは左足のメルクリウスを1度分解すると、靴の合皮の中から、小さなチップを取り出す。
「あーぁ…依りによってここがやられるなんて…」
　サファイアはそう呟きつつポケットから似たようなチップを取り出すと、パソコンに差し込んだ。そして1分ぐらいの間キーボードとマウスを弄ると、パソコンからチップを取り出して、破れたところから靴の合皮の中に押し込む。
　きちんと押し込まれたのを確認したサファイアは、ポケットから百露華を取り出し、靴の部品ひとつひとつを縫い合わせるかの如く光を当てていった。色とりどりな光に照らされるそばから、靴の部品たちは綺麗に繋がっていく。
「…瞬く間なんですね」
　その工程をずっと見ていたジャックが平淡な声で言うと、サファイアは
「作りは単純ですから」
と笑った。



　サファイアが説明した通り、2人の主な仕事は“女王の間にいる”ということだった。7:00から20:00まで女王の間にいれば、あとは本を読んでいようと何していようと一向に構わない。そればかりか、きちんと断ればその時間に席を外すことさえ許されるようだ。
　その一方で、サファイアには毎日欠かさず戦闘訓練が課せられていた。21:00から22:00まで、サファイアはピュアの家庭教師でもあるパールの指導を受けている。驚くのはその訓練方法だ。教師パールを相手に、取りあえず戦ってみる。少年ジャックがデイビッドの訓練を受けていたときと、まったく同じやり方なのだ。
　パールの戦い方は至極正統派だった。まさに型通りの正しい動き方をする。しかし、そんな教師のスタイルは、教え子に受け継がれなかったらしい。サファイアの戦い方は、とても戦っているようには見えないものだった。持ち前のすばしっこさとメルクリウスを駆使して、くるくる踊るような軽やかさでちょこまか動き回り、相手の攻撃をかわしつつ、あちらこちらから攻撃する。そのすばやさはまるでトンボのようだし、その質量を感じさせない様は、まるで妖精が踊っているかのようだ。まぁ、自分の体格などを上手く活かした戦い方ではある。

　訓練が終わると22:00を回っているのだが、それでも2人の就寝時刻はまだまだ先だった。その後今度は、研究者としての活動が始まるのだ。
　科学部化学班は4人いるが、その4人が協力して何かを行うということは皆無に等しく、普段は完全に個人作業だった。それが良いかどうかはその人の考え方次第だが、実験室は1人1部屋あるし、器具はすべて揃っているし…環境は理想的だ。
　その間、サファイアもどこかへ出掛けているようだった。
　どこへ行っているのだろう？
　気にならないわけではないが、それを聞いてみる理由もない。

 
「ジャック～～!!」
　ある日の――いや、夜の2:00ごろのこと。ジャックが実験棟の研究室を出て城に帰ろうとすると、背後から子供の無邪気な声がした。
「サファイア?!」
　ジャックが驚いて――というのはジャック本人にしか分からないのだが――振り返ると、実験棟の無機質な廊下をサファイアが走ってくる。
「こんな深夜に何をなさっているのです？」
　ジャックが尋ねると、サファイアは肩を竦めて
「4時間近く、色水とにらめっこだよ。もうすぐ論文の期限だから…」
と答えた。話しながら、2人はどちらからともなく歩き始める。
「論文…何のですか？」
　ジャックが尋ねると、サファイアは滑らかに
「ん…今、人の容姿を変えるMWを考えてるんだ。ほら、誰かに化けるMWはもうあるでしょ？だけど、あれは化けたい目標の人の髪が必要だから、あれだと架空の人物に化けたり、自分の容姿をちょこちょこいじるなんて芸当はできないんだよね…だけどまぁ、似たのに物の材質を変えたりするのがあるから、その応用で行けると思うんだけど…」
と語った。
「…ということは、ここの研究者なんですか？」
　ジャックが聞くと、サファイアは目を瞬かせて
「…あれ？言ってなかった？」
と首を傾げる。
「私、科学部魔法班の班員なんだ」
　サファイアはそう言うと、ちょっとだけ得意げに笑ってみせた。彼女が得意げに笑うなんて、非常に珍しいことだ。
　ジャックは驚いて、6・7才にしか見えない10才児サファイアを見つめる。　※20
「班員なんだ」
　サファイアがもう1度繰り返すと、何も答えないジャックの眼を覗き込んだ。しかし、ジャックはやはり顔色ひとつ変えずに黙っている。
「むぅ…ちょっとは驚いてよ。これでも、青玉島科学部史上最年少なんだよ」
　そう言って膨れっ面してしまうサファイアに、ジャックは
「言葉も出ないほど驚いているのですが…」
と正直に言ったが、やはり無表情にしか見えなかった。





※20…今ジャックが驚いたのは、普通にサファイアが科学部員だということに対してである。
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        2003年7月24日
　実験棟の魔法班の部屋が並ぶ中の1室。サファイアはそこで、キーボードを叩き続けていた。今“叩く”と書いたが、そう書くとやや語弊があるかもしれない。サファイアの指はキーが反応する最小限の力でキーボード上を掠めるように踊るばかり。その動きで、画面上には文字が話すよりずっと速く現れる。
　最後だけカッと強く打ち、サファイアの指が止まった。マウスを操作すると、今まで文字で埋め尽くされていた画面にステンドグラスのような模様が現れる。これがMWだ。
　…うーん…今のところ、特に間違いはない…よね。
　サファイアはそう思いながら、パソコンの画面右下に表示されている時計を見る。




　02:18



　…うん、そろそろ切り上げよう。
　サファイアは描いたMWを上書き保存し、さらにバックアップしておいた。それからパソコン――B5サイズぐらいのノートパソコンなのだが――を縮小してポケットにしまう。
　戸締まりをして出入り口のドアを開けたところで、サファイアは驚いて立ち止った。ドアの向かいの壁に、赤銅色の髪の男性がもたれて立っていたのだ。
「アル博士…」
　サファイアがそう呟くと、彼は片手を挙げながら
「やぁサファイアちゃん、遅くまでご苦労様」
と微笑む。
「お疲れ様です…こんなところでどうなさったんですか？」
　サファイアが慎重に尋ねると、アルバートはゆっくりと壁から離れ、サファイアとの間を詰めながら言った。
「いや、疲れているところ悪いんだけど…ちょっと協力してもらいたいことがあるんだ」
　それを聞くと、サファイアは苦々しい顔で
「え…アル博士、またですか？」
と聞き返す。アルバートは周囲の人間に、自分のことを“アル”と呼ぶよう求めていた。サファイアはそれに敬称を付けて、“アル博士”と呼んでいる。
「うん、また」
　アルバートはそう頷きながら、すでにかなり詰まっていた間合いをさらに詰めてサファイアの肩に手を置くと、低めの抑えた声で言った。
「いいじゃないか、それだけ必要とされてるってことだよ」



　アルバートの研究室にはいつも、奇妙なものが雑多に並んでいた。ビーカー、試験管、半田鏝、量り、導線、電圧計、検流計、電流計、恐ろしく古い本、木材、鉄板、電動糸鋸、歯車、作りかけの装置、薬品…いつ見ても混沌としている。
「ここに立ってもらえる？」
　アルバートがそう言って指し示したのは、ガラクタを押し退けて捻出した1m×2mぐらいのスペース。その端には、映写機に似た形の機具が置かれている。
「何をするんですか？」
　サファイアは示された場所に立ちながら、訝しそうに尋ねた。しかし、アルバートは
「それはお楽しみ」
とだけ言ってくつくつ笑うと、片手で弄んでいたリモコンを映写機に向けて不意にボタンを押した。
「っ!!」
　映写機のようなものは、サファイアの頭上に水平な光の板を作り出した。それが少しずつ下りてきてサファイアの頭に触れた途端、その部分に焼けるような痛みが走る。

　光の板はそのまま少しずつ下りていった。その3分ぐらいの間、痛みもずっと続く。サファイアが横を見ると、アルバートはパソコンの画面を覗き込んでいた。
　光の板が足元まで下りると、ようやく激痛も止んだ。一瞬揺らいだ身体を、サファイアは両足でどうにか支える。
「ほら、おいで」
　アルバートは画面を見つめたまま、言葉だけでサファイアを呼んだ。サファイアが画面に近づくと、アルバートが説明し始める。
「今のは健康診断のMWだよ。これを使えば、身長・体重・サイズとか、血糖値・血圧・コレステロール値とか、かかっている呪いなんかもすべて分かる…なかなか便利だろう？」
　アルバートがそう言うと、サファイアは驚いた様子で
「珍しいですね。アル博士がそんな世のため人のためになりそうな物を開発なさるなんて」
とコメントした。いつもの彼は大抵、光明と暗黒の狭間辺りの怪しいものばかり作っている。こうして実験台になったサファイアにさえ、何の魔法だったのか言えないケースもしばしばだ。
「先週、夢幻界健康委員会から依頼があってね。5000万Fanくれるとのことだ」
　アルバートはふふっと小さく笑った。それを聞くと、サファイアも思わず苦笑する。
　なるほど…そういうことか。それだけの大金が絡めば動きもするはずだ。
「見てほしいのは、検査結果に間違いがないかという点だ」
　そう言われたサファイアは、改めて画面を見てみた。
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        　サファイアがアルバートの部屋を出たのは3:30過ぎだった。あと1時間もしないうちに夜が明ける。そんななか、サファイアは非常に硬い表情で歩いていた。
　“所有呪文”か…
　別に、自分が自分のものではなく誰かの所有物なのだ、ということにショックを受けているわけではない。もともとサファイアは女王の所有物だと言われているのだ。かつてはプルメリアの物だった。今はピュアの物である。サファイアが硬い表情をしているのは、女王以外に別の――女王よりも強い所有権を持つ所有者がいる、ということが分かったからだった。サファイアが側近になったばかりのころ、ピュアに言われた言葉が蘇る。
“あんたには、大きくなったらやってもらわなきゃならない仕事があるの。そのために、わざわざ王宮で雇ってあげてるんだから…だから、あんたは私の物でなきゃ困るのよ”
　そう言うピュアに、サファイアが
“でも…もしも、私を作った人が、返せって出てきたらどうするんですか？”
と尋ねると、　※22　ピュアは
“それでも渡さないわ。どんなことがあっても…誰にも、渡さない”
と断言した。
　しかし、所有呪文のもたらす所有権は絶対的だ。ピュアが何と言おうとも、ピュアの持つ所有権より所有呪文における所有者の持つ所有権の方が圧倒的に強い。所有呪文を解くことはできないし、ヒトであるピュアは吸血鬼の魔法である所有呪文を掛けることなどできないから、もうサファイアの所有者にはなることはできない。
　先程の魔法痕を見ると、サファイアの所有権は誰かに強奪されたのを最後に、誰にも譲与された形跡はなかった。普通に考えれば、それならもう所有者は死んでいるはず　※23　なのだから、なんら困ることはないだろう、ということになる。ところが、所有者が死亡していることを表す死亡痕は見当たらなかった。ということは、まだサファイアの所有者は生きているということになる。
　このことが発覚する前に、その仕事が済んでしまえばそれで良い。しかし、もしもその前に所有者が現れて、サファイアの所有権を主張し始めたりしたら？…そうなると、ピュアの言葉から考えれば、サファイアは“大きくなったらやってもらわなきゃならない仕事”をすることができなくなってしまう。その仕事のために雇われているのに、その仕事をできなくなってしまったら、もうサファイアの存在価値はない。
　その時点で、ピュアはサファイアを必要としなくなる。
　…そうなったら私は、捨てられちゃうのかな…？…いや、殺されるのか。“危険人物”として…“危険物”として。
　サファイアは、殺されること自体はさほど恐れていなかった。いや、もちろん死ぬのは怖いのだが、それ以上に、誰にも必要とされなくなることの方がずっと怖い。
　“呪われた子クリアシャイン”などと言われ、皆に危険人物扱いされたりあからさまに避けられたりしてきたサファイアは、 “誰かに必要とされていたい”という願望を持っていた。いや、おそらく誰でも持っている願望なのだろうが、サファイアの場合はそれがとても強く、しかも比較的顕在化していた。アルバートの実験台になることを断れないのもそのためだ。アルバートは別に、サファイアという人間そのものを必要としているわけではない。単に、サファイアは強い魔力のおかげでタフだから、実験台にしやすいというだけのことである。そんなことはサファイアにも分かっているのだが、それでも“必要だ”と言われると、ついその言葉に縋ってしまうのだ。しかし、サファイアにとって“自分は必要とされている”と思える1番の拠り所は、やはりピュアだった。ピュアが言っているのだから、“任務”というのは何らかの形で青玉島の役に立つ任務なのだろう。　※24　そのために必要だというのなら、サファイアにとっては当然非常に大きく、確かな拠り所となる。そして、その大きさ・確かさの分だけ、失った時の穴も大きい。実際、ピュアに“要らない”と言われたら、その段階でサファイアは自分自身の存在価値を失ってしまうのだ。




　一方サファイアがアルバートと別れてから15分ぐらい経った頃、ジャックは研究室が並ぶ廊下を歩いていた。サファイアの帰りがあまりにも遅いため心配になり、かれこれ1時間以上捜していたのである。

　…いったいどこにいるんだ…？

　ジャックは1時間前、まず真っ先にサファイアの研究室を訪ねたのだが、研究室はすでに空っぽだった。その後科学部実験棟は隅から隅まで歩きまわったし、城の中もサファイアが行きそうなところはすべて行ってみた。もう自室に戻っているかもしれないと思って1度帰ってみても、やはりサファイアの姿はない。そこで再び、サファイアの研究室を訪ねてみたわけだが……案の定研究室は無人である。

　他に、サファイアがいそうなところは…？

　そう思いながら歩いていると、廊下の向こうの角から人が現れた。赤銅色の短髪を持つ男性――おそらくアルバートだろう。

　先に反応を示したのはアルバートの方だった。

「おや…こんばんは。こんな遅くにどうしたんだい？」

　ジャックはどう答えようか一瞬迷った。“サファイアを捜している”――そう言えば、彼が知っていれば教えてくれるかもしれない。だが、アルバートが警戒すべき人物であることは明らかだ。でも、これだけ捜しても見つからないとなるともう、いよいよ心配で…。

「…サファイアが部屋に戻らないのですが…ご存じありませんか？」

　ジャックが尋ねてみると、アルバートは微かに目を見開いた。

「もう自室に戻っていると思っていたけど？結構前にここを出たはずだからね…15分ぐらい前かな…」

「…そうですか」

　ジャックは短く答えると、

「どうもありがとうございます」

と会釈をしてアルバートと別れ、実験棟から出ていく。

　本当にどこへ行ったんだ…？

　ジャックはそう思いながら、今度は庭に行ってみた。左右正面に目を走らせながらきちんと整えられた花壇によって作り出された小道を歩いて行くと、ベンチが並んでいるところにたどり着く。最も奥にあるベンチには、小さなシルエットが――…。



「サファイア？」
　少し離れた辺りからそう呼ばれ、サファイアはハッとした。いつの間にか庭のベンチに座り込んでいたようだ。もう、東の空から日が昇り始めている。
「あ…おはよう、ジャック」
　サファイアは明るい笑顔を作ると、小道を歩いてくるジャックの方へ駆け寄った。
「“おはよう”ではないでしょう」
　ジャックが冷たく言う。
「まさか、ここにずっといらしたわけではありませんよね？」
　ジャックに鋭い視線を向けられたサファイアは、
「あー…うん。さっきまで研究室にいたから…」
と言って誤魔化そうとした。もちろん、アルバートの実験台になっていたなどと言うわけにはいかない。
　しかし、ジャックは
「“さっき”というのは2:40より前ですよね？」
と言いながらちらりと時計を見る。



　03:50



　空白となっている時間は1時間10分だ。
「……どうして知ってるの？」
　サファイアは驚いて尋ねた。
「あなたの帰りがあまりにも遅いので、捜していたんですよ。ケータイに連絡しても繋がりませんし…」
　そう答えながら、ジャックはサファイアを歩くよう促す。
「あ…ごめんね…」
　サファイアが謝った。連絡が繋がらなかったのは、アルバートの実験室へ入る際に“機具が壊れるから”と言って電源を切らされ、そのまま忘れていたためだ。2:40のことを知っているということは、それよりもっと前から――少なくとも1時間10分は捜していたことになる。
「本当にごめんね、わざわざ…」
　サファイアは半歩後ろを歩くジャックを振り返ってもう1度謝ってから、
「で、どうしたの？」
と首を傾げた。
「“どうした”とはどういうことです？」
　ジャックが怪訝そうに聞き返すと、サファイアは目を瞬かせながら
「え……だって、何か用事があったから捜してたんでしょ？」
とさらに首を傾げる。ところがジャックは
「…いえ、特に用があったわけではありませんが」
と言って首を振った。
「ただ、あなたの帰りがあまりにも遅いので、捜しに来ただけです」
　ジャックはさも当たり前のような口調でそう付け足す。
「…？？」
　サファイアはその真意を測りかね、ジャックの表情を伺い見た。しかし、ジャックはあくまでも無表情である。
　……？
　サファイアはまだどうもよく分からなかったが、それ以上聞くことはしなかった。



　帰り道、ジャックはサファイアの半歩後ろを歩いていた。身体は小さいにもかかわらず、成人男性と同じ速度でちょこちょこ歩いていく。

　その後ろ姿を見つめながら、ジャックは先程ベンチに座っていたサファイアを思い出していた。

　自分の研究室で研究していたサファイアは、この広場で一体何をしていたのだろう？息抜きしていたというだけなら一向に構わないのだが、どうもそういう風には見えなかったし…

　…そもそも、どうしてウィルソンさんがサファイアのことを知っていたのだろう？たまたま廊下ですれ違っただけだろうか？だが、それにしては“15分前”など、かなりはっきりとしたところまで覚えていたようだが…。



2003年7月29日
[image: ]　この日の夜遅く、サファイアは自分のベッドに腰掛けていた。
「失礼いたします」
　そう断りながら、ジャックは丁寧な手つきでサファイアの腕を拾い上げる。このまま手に力を入れたら折れてしまうのではないか…そう心配になってしまうほど、細い。
　ジャックは、そのか細い手首に2本の牙を突き立てた。　※25　それでもサファイアが痛みを感じることはない。ただ、自分の身体の中に何か異物が入ってきて、そこから何かが抜き取られていくという、違和感があるだけである。
　てっきり、喉とか肩とかから吸うんだとばっかり思ってたんだけどなぁ…
　もうかれこれ2週間ほどの間、毎日吸血されているにもかかわらず、サファイアはまだそう思っていた。しかし、だからと言ってそうしてほしいというわけではない。嫌だというわけでもないが、やはり一種の気まずさや戸惑いがあるのだ。どういうわけか、心臓がバクバクしている。もしこれが喉とか肩とかだったら、今よりもっと酷かっただろう。
　そうこう思っているうちに、ジャックは慎重に牙を抜いた。入っていた異物が抜けていく奇妙な感覚…入ってくるとき以上に変な感じがする。本来の状態に戻って安心するような、今まであったものがなくなって物足りないような…
「もういいの？」
　サファイアはほぼ毎日そう尋ねている。ジャックが飲む量は、わずか20mlほどなのだ。
「えぇ」
　ジャックも毎回、まったく同じ静かな声で答えながら牙の刺さっていた部分を丁寧に指で撫でると、顔色ひとつ変えないまま
「どうもありがとうございました」
と言って、礼をした。






※22…6才児がそんな思考回路を持ち合わせているかと疑問に思うかもしれないが、ちょうどこの会話の直前にサファイアが何者かに造られた人間兵器だったらしいという話をしたばかりだったため、そのように発想しやすい状況だったと言える。

※23…1500年前のサファイアの所有呪文を掛けた人物が今生きているとしたら、当然その人は1500才以上になっているはずである。そんなに長生きする人間はいないだろう……という理屈だが、この物語にはすでにその例外が2人登場している。

※24…もちろん、サファイアがそう考えたいというだけのことである。

※25…念のために言っておくが、この牙は別に普段から見えているわけではない。どういう仕組か分からないが、ちょうど猫の爪のように、必要な時だけ現れる。
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        　翌日の朝7:00、2人はいつものように女王の間に出勤した。
「おはようございます」
「おはよう」
　サファイアたちの挨拶に、パソコンからちらりとだけ目を上げたピュアが答える。
「ペーター様はどうなさったのですか？」
　ジャックがすぐに、丁寧だがやや鋭い声で尋ねた。普段ならピュアを1人にして席を外すことなどないペーターが、どこにも見当たらないのだ。
「あぁ、別に…」
「ピュア、持ってきたよ」
　ピュアが答えようとした瞬間、そう言いながらペーターが廊下の方から現れた。両手には、典型的なイギリス式の朝食を2人分持っている――トースト、スクランブルエッグ、焼ベーコン、トマト…それに、紅茶といった具合だ。
「ちょっ…ペーター様?!」
　サファイアが驚いて声をあげると、ペーターは苦笑しながら説明した。
「いや…ピュアが、いつもより1時間ぐらい早く起きちゃったらしくてね。だからその分朝食も早くしたんだ」
「そんな…一声かけてくだされば、私たちが行きましたのに…」
　サファイアが戸惑いながら言う。なんせサファイアは5:00起きだし、ジャックにいたってはもっと早くから起きているのだ……こうなるとむしろ、いつ寝ているのか と不安になってくる。　※26
「いやいや…君たちの勤務時間は7:00から20:00なんだから、それ以外の時間に煩わせちゃ悪いからね」
　そう言って笑うペーターは、ピュアに朝食の乗ったプレート　※27　を渡してから自分の分を手近なテーブルに置くと、今度はサファイアに小さな皿を差し出す。その上に載っているのは、さつまいもとカスタードクリームのタルトに、ホイップクリームをたっぷりと搾ったもの。サファイアの大好物である。
「あぁぁぁぁぁっ♪♪」
　サファイアが我を忘れて叫んだ。
「え…え、これ…いいんですか??」
　皿を受け取りながら眼を輝かせて確認してくるサファイアに、ペーターは
「もちろんだよ。君、前にこれが好きだって言ってただろう？多分君たちが行く時間にはなかったと思ってね」
と微笑む。こんなに優しい上司(しかも女王の父親)は他どこにもいないに違いない。
「ありがとうございます!!」
　サファイアは満面の笑みで言うと、ぴょんぴょん跳ねるようにして部屋の隅に行ってしまった。そこで食べるつもりなのだろう。
「…ったくもう…お父様のせいで、クリアシャインがまた壊れちゃったじゃない…」
　ピュアがイライラと肘置きを叩きながら言った。
「甘いものが好きなのですか？」
　ジャックは幸せそうに食べるサファイアを見ながらそう尋ねる。生まれ変わったサファイアがこれほど幸せそうに笑うのは、ジャックの知る限りサファイアンコスモス畑ではしゃいでいたとき以来だ。
「半端じゃないわよ…」
　ピュアが頬杖をついていない方の手をひらひらさせながら答えた。
「放っといたら、3食ケーキだけで生活しかねないんだから…あの子のために、食堂のケーキは1人につき1食1つまでってルールを作ったくらいよ 」　※28
「…そうですか」
　そう相槌を打つジャックの声にも、呆れたような色が滲んでいる。
　確かに1500年前のサファイアも甘いものは大好きだったが…まさか、ここまでだったとは思いもしなかった…。
「…ごちそうさまでした♪」
　いつのまにか食べ終わったサファイアが戻ってきていた。
「美味しかったかい？」
　ペーターはそう尋ねたが、はっきり言って愚問である。
「はい、とても♪♪」
　案の定、サファイアの返事はまさに幸せいっぱいだ。それ以外の何物でもない。
「本当にどうもありがとうございました」
　サファイアは幾分落ち着きを取り戻してから、もう1度丁寧にお礼を言った。そのあとピュアの方に向き直ると、
「あの…今日の仕事は18:00までということでよろしいでしょうか？」
と尋ねる。
「は？どうして？」
　ピュアはそう聞き返した。しかし、その言葉の途中ですぐに
「…あぁ…」
と気づく。
「今夜は新月ですから」
　そう微笑んで答えるサファイアの声には、まだ先程の明るさが残っていた。



※26…なんせ、寝るのは2：00とか3：00とかなのだ…と言っても、サファイアの場合はあくまで研究が忙しい時期の話なのだが。 


※27…食堂から持ち出す際に用いるものだ。

※28…このルールだと、1日に3つまでならケーキを食べることができるということになる。ということは、このルールがないと、サファイアはケーキを1日に4個以上食べてしまうということなのだろうか…。
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        　今朝断っておいた時刻である18:00になると、今まで女王の間でパソコンを弄っていたサファイアは、突然立ち上がって
「あ…それでは申し訳ありませんが、本日はこれで失礼させていただきます」
と言った。
「あ、はいはい……ところで、今日は誰も呼んでないわよ」
　ピュアの言葉に、サファイアは少し驚いたような顔をして
「え…じゃあどうするんですか？」
と尋ねる。
「キュアラーに頼めばいいでしょ？」
　ピュアはそう答えながら、ジャックの方に目を向けた。するとサファイアは、浮かない表情で
「あぁ…分かりました」
と頷いてから、ジャックの方にきちんと向き直る。
「どうしても頼まないといけないことがあるんだけど…大丈夫？」
　申し訳なさそうにそう尋ねてくるサファイアに、ジャックはきっぱりとした声で
「えぇ、もちろんです」
と答えた。



　2人はすぐに、自室へ戻ってきた。
「えぇぃやっ…と」
　サファイアがふざけた掛け声とともに本棚をずらすと、小さな隠し扉が現れる。
「暗証番号は19921219 だよ」　※29
　サファイアはそう言いながら、タッチパネルで暗証番号を打ち込んだ。“ピ――…”という電子音と、“ガチャ”という鍵の外れる音が、一緒に響く。
　サファイアは無造作に扉を開けた。その奥にあるのは、半径が小さくていかにも目を回しそうな螺旋階段だ。これが下へ下へと続き、そのまま地中へ吸い込まれていく。
　サファイアは窓の外を一瞥した。空は赤く染まり、徐々に夜が近づいている。
「…あんまり時間なさそうだね」
　そう呟くサファイアの声は、まるで独り言を言っているかのようだ。


　2人は螺旋階段を、飛ぶように駆け下りていった。階段は永遠に続くかと思われたが、それでもずっと下りていくと、ようやく終点にたどり着く。そこに現れたのも、本棚の裏にあったものと同じような小さい扉とタッチパネルだ。
「今度は91212991 ね」　※30
　そう言いながらサファイアが打ち込むと、また“ピ――…”という電子音と、“ガチャ”という鍵の外れる音が一緒に響いた。
「…これは……」
　ジャックは思わずそんな呟きを漏らす。扉の奥にあったのは狭い地下牢だった。石造りの壁・天井、鉄格子の嵌った小さな通気孔、床に置かれた手錠・足枷・封印鎖。猿ぐつわ、不自然な位置に立った、太くて頑丈そうな柱…。
　……まさか……
「お願いしたいっていうのはね、ここら辺に落ちてる物を使って、私が動けないように固定してってことなの。呪いが発動しても、暴走しないように」
　サファイアはそう言いながら、足元に落ちている封印鎖を拾って見せた。その口調は、非常にあっけらかんとしている。
「…かしこまりました」
　時間がないのですぐに頷いたが、ジャックはその方法に唖然としていた。
　…まさか、1500年前からまったく変わっていないなんて…
　冷静に考えれば当たり前かもしれない。なんせ根本的に呪いを解くのは原理的に不可能なわけだし、彼女の強大な魔力を封じることが出来るものといったら、封印鎖ぐらいしか存在しないのである。
　何はともあれ、ジャックはすぐ作業に取り掛かった。足枷と手錠をかけてからサファイアの身体を柱にそっと固定し、鎖で手際よく縛り付ける。
「ジャック…上手だね」
　サファイアが驚いたように呟いた。
「…そうですか？」
　ジャックは手を止めずに答える。そんなことを褒められてもまったくもって嬉しくはないのだが、たしかにジャックはその感覚をまざまざと覚えていた。コツは、“これぐらいなら我慢できる”というギリギリまできつく絞めること。そうしないとかえって、サファイアは“鎖が解けてしまったらどうしよう”という不安に襲われるということを知っているのだ。
「…できましたよ」
　やがてジャックがそう言って立ち上がると、サファイアは眼だけで“ありがとう”と言うように笑った。　※31



　まだ勤務時間中なので、ジャックは地下牢から出た。すると、扉から
『ロックボタンを押して、施錠してください』
というアナウンスが流れる。これまではどうも、その時々で手の空いている人がこの役目を依頼されていたらしいから、鍵をかけ忘れたがために悲惨な事故を招くことがないように、という配慮なのだろう。
　ジャックはロックボタンを押してから、また目の回りそうな螺旋階段を上り始めた。飛んでいくこともできるが、あえて歩いて上る。
　…なかなかよく出来ている。
　ジャックは憂鬱な気持ちでそう思った。階段の上下に鍵がかかるようになっているのはもちろんのこと、12階　※32　から地下までの道程を半径の小さな螺旋階段にすることで、上に出てきづらいようにしてある。もっとも、ここまで厳重にするということには、城の者から危険人物状態のサファイアを遠ざけるという目的だけではなく、そうすることでサファイアを安心させるという優しさもあるのだろう。先程の、鎖の締め方と同じだ。


　20:00になると、ジャックはすぐ地下へ下りていった。本当は彼女の周りに人がいると暴れ方が激しくなるから、あまり近くへ行かない方がいいのだが、城にこれだけの人数がいるとなると、もうジャックがどこにいようとなんら影響はない。
　それなら出来るだけサファイアの近くにいたい。別に自分がいたところでどうにかなるわけではないが、それでも側にいたい。
　螺旋階段を下っていくと、ジャックは地下牢の中から聞こえてくる音の大きさに、思わず足を止めた。
　1500年前に聞いていた物音の、2・3倍ではないだろうか。
　言うまでもなく、音の激しさは牢の中にいるサファイアの動きの激しさを表している。
　ジャックは扉の脇に立つと、パソコンを開いた。城に来て間もないころに借りた本を瞬く間に読んだ彼は、もうパソコンもケータイも十分に――もちろんパソコンの国家資格取得者であるサファイアほどではないが――使いこなせるようになっていたのだ。さすがに夜が明けるまでずっと立ち尽くしていても仕方がないから、最近行っていた実験の見直しをしようと思い、サファイアの治療薬だけでなくパソコンも持ってきたのだが、あまり役には立たなかった。どうしても、サファイアのことが気にかかって、集中できなかったのである。






※29…この番号はサファイアの生年月日である。

※30…この番号は先ほどの番号を逆さにしたものだ。

※31…猿ぐつわをされているため、話すことができないのである。

※32…このビルの最上階。女王の間も、側近の部屋も、この12階である。
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        　夜が明けたのを確認すると、ジャックはすぐに地下牢へ入った。
「…サファイア？」
　ジャックの慎重な呼びかけに対し、サファイアは“ん？”というように見上げてくる。サファイアはケロッとした顔でジャックを見上げていた。鎖や手錠、足枷、猿ぐつわを外してやると、サファイアはひょいと立ち上がって、首を傾げながら笑う。しかし、そのサファイアの身体は傷だらけだった。床や柱に打ち付けた傷、鎖が食い込んだ痣…何度も何度もぶつけたのか、服に血が滲んでいるところも多数ある。痛くないはずはないのだが、それでもサファイアは普段と何も変わらない笑顔でしっかりと立っていた。
　…その差がかえって痛々しいということを、サファイアは知っているのだろうか…。
「お薬を持ってまいりました」
　ジャックは冷静な声で言うと、サファイアの傷を診ながら数種類の薬を量り取り、傷だらけの小さな手に渡した。
「ありがとう」
　サファイアがそれを飲み干すと、傷は瞬く間に治ってしまう。もう、シャワーを浴びて服を着替えてしまえば、先程まで傷だらけであったことなどまったく分からなくなってしまうだろう。
　そう、実を言うと、この呪いそのものがもたらす害はそれほど深刻ではない。封印鎖などできちんと封じてしまえば悲惨な事故は避けられるし、医学が進歩したおかげで、薬を飲めば傷など一瞬で治ってしまう。辛いことに相違ないが、それでもこういったことはどうにかなるのだ。
　本当にサファイアを苦しめているのは、周囲の認識だった。周囲どころか、国中がサファイアのことを“呪われた子”などと呼んで、危険人物扱いをする。新月の晩以外は何も問題ないのに、まるでいつ襲ってくるか分からないとでもいうかのように避ける。…そういうことが、サファイアを苦しめているのだ。
「…ずっとそこにいてくれたんでしょ？研究とか色々あっただろうに…ごめんね」
　サファイアは唐突に謝った。
「………」
　…そんな、事ある毎に謝らなくていいのに…
　ジャックはそう眉を顰めたが、サファイアは申し訳なさそうにそう言ったあと、ふと小さな笑みを漏らす。無理して笑ってみせたというようなものではなく、“だけど、近くにいてくれて嬉しかったよ”とでも言うかのような、安らぎのある笑顔だ。
「――……」
　ジャックは、サファイアの方にそっと手を伸ばした。抱きしめたかった。“いつでも側にいるから”と伝えたかった。ところがその手は、サファイアに触れる直前でぴたりと止まってしまう。　伸ばしたのも止めたのも、ジャックが意図したことではない。どちらも無意識のことだ。

　目の前のサファイアに、1500年前のサファイアが重なる。似ても似つかないのに、石壁の地下牢に夜の砂浜が重なる。自分の腕の中で、抱きしめたサファイアの身体がグシャリと崩れる、あの感覚がよみがえる…
　ジャックの奇妙な行動に、サファイアは不思議そうに首を傾げた。小さな明かりしかない中で、彼女の濃紺の眼が不安げに揺らめく。[image: ]
　抱きしめたかったはずなのにどうしてもそうできないジャックは、代わりにその手でサファイアの短い髪をそっと梳いてやった。サファイアは安堵と嬉しさを感じながら、身を委ねてしまうかのように目を瞑る。
　サファイアの髪を梳くジャックの手つきは、驚くほど丁寧で優しかった。それがサファイアには、まるで“いつでも側にいるから”と言ってくれているかのように思えてしまう。
　…馬鹿だなぁ、私…
　サファイアは心の中で自嘲的に呟いた。
万が一の事態に備えて、牢のすぐ外で見張っていてくれたこと。小さな同僚を憐れんで、優しくしてくれているということ。そういう“親切”を、“まるで‘いつもそばにいるから’と言ってくれているかのよう”だなんて、都合よく解釈しちゃって…
　いずれにせよ、ジャックにこうしてもらっているとすごく安心できたし、そんな“親切”はとても嬉しかった。
　だけど…
　実はジャックがサファイアの方へ手を伸ばしてきた際、サファイアは一瞬、抱きしめてくれたらと期待した。
　…馬鹿だなぁ、私…そんなこと、あるはずがないのに…
　そんな期待の直後に、ジャックの手が止まった時の不安。そして、今感じている安堵や嬉しさと、微かな落胆…
　どうして、 抱きしめてくれることなど期待したのだろう？そんなことあるはずないのに…いったい、何を期待しているのだろう？どうしてあれほど不安になったのだろう？別に、拒絶されることなんてもう慣れっこなのに…何が怖かったんだろう？そして、どうしてこんなに安心してるんだろう？何に落胆しているんだろう？
　サファイアは自分の感じたものが何もかも分からないことに戸惑っていた。しかし、そんなことはだんだんどうでも良くなってくる。そして結局、そのよく分からない安心感にただ身を委ねてしまっていた。



　2人は螺旋階段を上って部屋に戻った。ジャックは“傷は治っても1晩中暴れ続けた疲労は残っているはず”と心配したが、サファイアは大丈夫だと言い張って自分の足で上る。ふらついて転落すると危ないので、メルクリウスはわざと自室に置いてきたのだ。




　シャワーを浴びたサファイアに、ジャックはL-02という薬を渡した。甘くてとろみの強い、強力な体力回復剤だ。本当に強力なのだが、その副作用として、服用直後から1時間程度の深い眠りを伴う。
　今の時刻は5:27。6:30に起きれば、どうにか7:00の出勤に間に合うはずだ。


　ジャック自身もシャワーを浴びた後、食堂からサファイアの朝食をとってきた。デザートコーナーを見るともうケーキが並んでいたので、最も大きくて綺麗なものをとってくる。今朝のケーキはミックスナッツタルトだ。




　ジャックが戻ってきたときも、サファイアは依然として眠っていた。まだ薬が効いているため起きるはずないのをいいことに、ジャックはサファイアのしなやかな髪をそっと梳き、指に絡めてみる。
　さっき、どうして抱きしめることが出来なかったのだろう？
　ジャックはそれを不思議に思うと同時に、愕然としていた。しかし、考えてみれば無理もないのかもしれない。1500年前のあの感触は今でも鮮明過ぎるほどに覚えている。
　少しずつ崩れていくサファイア。それを抱きしめると、腕の中で、グシャリと――……。
　1500年前の感触がまざまざと残っているうえに、ジャックはこの1500年間、夢という形で同じことを何十万回と繰り返してきた。

　夢の中のジャックは、抱きしめたら潰れてしまうと分かっていながら、いつもサファイアの言葉に操られるかのごとく抱き潰してしまう。にもかかわらず現実のジャックは、もう抱きしめても潰れはしないと分かっているのに、記憶と夢がトラウマとなって、抱きしめることができない。
　……どうして……？



　そうこうしているうちに、時刻は6:30になった。そろそろ薬の副作用は切れているはずだし、もう起きないと不味い時間である。
「…サファイア？」
　ジャックが軽く揺すると、サファイアはすぐに目を覚まして
「…あ…おはよう」
などと言いながらひょいとベッドから出ると、思いっきり大きく伸びをした。いくら大きく伸びをしても、やはり小さいものは小さい。

　そんなサファイアに、ジャックは
「朝食をお持ちしておきました」
と言いながらテーブルを示す。
「あ、どうもありが…あぁぁぁぁぁぁぁっ♪♪」
　サファイアは“ありがとう”と言っている途中で朝食と一緒に並んでいるミックスナッツタルトを見つけると、またもや喜びの悲鳴をあげた。
「ミックスナッツタルトだぁっ♪私、これ大好きなんだよ!!」
　サファイアはそんなことを言いながらジャックにぎゅっと抱きつくと、
「どうもありがとう!!」
と笑ってテーブルに着き、足をパタパタさせる。椅子に座ってしまうと、まだ爪先しか床に届かないのだ。
「いただきます♪」
「…ケーキは食後ですよ」
　ジャックは、ちょうどタルトにフォークを突き立てようとしていたサファイアにそう釘を刺してから、
「すっかり快復なさったようですね」
と、皮肉とも安堵ともとれる言葉を呟いた。
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        2003年8月8日
　22:30ごろ、サファイアは
「ただいまぁ」
と言いながら帰って来た。
「おかえりなさい」
　ジャックが出迎えると、サファイアは明るい笑顔を見せる。戦闘訓練で1時間ずっと飛び回っていたため、本当はもうすっかり疲れ果てているのだが、サファイアにとっては “ただいま”“おかえりなさい”というやり取りをできること自体が嬉しくて、自ずから笑顔になってしまうのだ。
　サファイアはリビングに行くと、ソファの上にぽふんと落ちるような形で座った。座ると、そのまま横に倒れこんでしまう。ちょうど、起き上りこぼしが倒れて、そのまま起き上らないような状態だ。
　そんなサファイアに、ジャックは
「紅茶が入りました」
と言って縁に青いラインが入っているティーカップ　※33　を運んできた。サファイアが戦闘訓練から帰ってくると、ジャックはいつもこのカップに紅茶を淹れてくれるのだ。
「あ、ありがとう」
　サファイアはそうお礼を言うと、すぐにきちんと座りなおして手を伸ばした。
「ジャックの紅茶、本当においしいよね」
　サファイアはそう言いながら、ホッと息をつく。砂糖はジャックの厳しい監視の下、きっちり2杯っきりだ。
「そう言っていただけると光栄です」
　ジャックが答えると同時に、サファイアのケータイが鳴った。画面を見た瞬間、サファイアの表情が硬くなる。
「あー…ごめん、私、ちょっと出かけてくるね」
　サファイアはそう言うと、急ぎながらもできる限り味わいながら紅茶を飲み、
「行ってきます…」
と浮かない顔で出かけた。



2003年9月15日
　2人が出会ってから2ヶ月ちょっと経過し、いつのまにか秋になっていた。サファイアとジャックもだいぶ馴染んできている。
　そんな夕方のこと。
「…ぃやったぁ!!」
　サファイアが独り言レベルの音量で叫んだ。今まで恐ろしい速度で動いていた指を止め、パソコンの画面を見ながら嬉しそうに笑っている。
「どうしたんです？」
　ジャックは自分のパソコンから顔をあげると、いつもの淡々とした調子で尋ねた。
「あのねあのね、前から研究してたMWがやっと完成したの♪」
　サファイアが嬉々として答えると、ピュアが
「え、変身魔法の？」
と口を挟んでくる。紅茶を飲もうとしたところだったらしく、ティーカップを持った手が口元で止まっているが、その表情を見ると好奇心満載だ。
「はい、そうです。あとは今夜にでも研究室で実験してみれば…」
「なぁに言ってんのよ」
　サファイアの言葉を遮ったピュアは、ぱっと立ち上がったかと思うとサファイアの手を掴んで思いっきり引っ張った。
「ふぇっ?!」
　引っ張られて立ち上がったサファイアは、そのまま自室の方へ引きずられていく。　※34
「ちょ…ピュア様?!」
「せっかく出来たんだから、さっそく試してみなくちゃ!!今なら私も手伝ってあげるわ。女王様が直々に手伝うって言ってるんだから、感謝しなさい!!」
　そう楽しそうに言うピュアは、サファイアが
「そんな…何かの間違いで爆発したりしたらどうなさるんですか?!」
と不安げに言っても、
「そしたらあんた死刑よ」
と笑ってあしらうばかりで、まったく聞く耳を持たない。
「そんな…」
　そうこう言っているうちに、ピュアの手が側近の部屋のドアノブに届く。
「開けるわよ」
　ピュアは後ろ手にドアを開けるとサファイアをぐいっと一気に引っ張り込んだ。2人が入ると同時に勢いよく扉が閉まり、その後の女王の間には一瞬の沈黙が流れる。
「…ペーター様、よろしかったのですか？」
　ジャックが扉を見つめながら尋ねると、ペーターは苦笑しながら
「…まぁ…大丈夫だろう、多分…」
と答えた。


「彼女は何を研究していたのです？」
　サファイアもジャックもお互いに研究の話はしないので、ジャックはサファイアが何のMWを研究しているのか、まったく知らないのだ。
「あー…何か、一時的に外見を変えるものらしいよ。確か…確か、30分とかじゃなかっ…」
「えぇぇぇぇぇぇぇぇっ?!うそぉっ?!」
　隣の部屋から聞こえた悲鳴が、ペーターの言葉を遮った。ピュアの声だ。
「ちょ、ちょっと…ちょっと待ってなさい、いいわね?!」
　実際に見ていなくても、扉の向こうでピュアがサファイアをビッと指差している様子が目に浮かぶ。そうこう思っているうちにバンッと扉が開くと、部屋からピュアが出てきた。しかし、ジャックやペーターが何か質問する前に、彼女は衣装室へ行ってしまう。

　5分後、衣装室から出てきたピュアは洋服一式を抱えていた。全体的に青系のものが多い。ピュアは再び側近の部屋に入ると、サファイアに
「ほら、私の服を貸してあげるんだから感謝しなさい!!」
と言い放った。
「えぇっ?!いや…そんな、畏れ多いですよ…」
　サファイアが焦った声で断ろうとしても、
「ほら、命令よ!!」
と一蹴する。問答無用の構えだ。
「観念なさい!!そして感謝しなさい!!」
「はい…」
　扉の向こうが大騒ぎなのに対し、女王の間の方はただペーターがくすくす笑っているばかりだった。


20分後――…
「ふふふふ…出来たわ」
　ピュアは、まるで悪の組織の女ボスが秘密兵器を出すかのごとく、低い声で呟きながら出てきた。
「覚悟はいい？すごいわよ!!」
　そう勿体ぶるピュアはものすごく楽しそうだ。
「いい？行くわよ…ほらっ!!」
　ピュアはそう言って勢いよくドアを開けた。ところが、そこには誰もいない。
「って、ちょっと!!どこ行っ……て、どうしてそんなところに隠れてるのよっ?!」
　慌てて部屋を覗き込んだピュアは、女王の間から見えない死角に隠れているサファイアを見つけると、怒ってそう言った。すると、サファイアの
「だってぇ…私には似合いませんよ…」
という恥ずかしそうな声が返ってくる。
「いいから出てきなさいっ!!命令よ、命令!!」
　こんな下らないことに何回“命令”と言っただろうか。とにかくピュアはそう言いながら、入口の壁で身体を支えつつ思いっきり手を伸ばした。そして、隅に隠れているサファイアを無理矢理引っ張り出す。
[image: ]「……え……」
　出てきたサファイアはまるで別人だった。肩甲骨あたりまである、毛先がくるくるした濃紺の髪。一房だけ拾ったサイドの髪につけられた、鮮やかなブルーのリボン。濃紺のワンピースの上半身部分はピッタリしたデザインだが、スカートの部分はふんわりと広がっていて、襟や袖、裾などには白いフリルがあしらわれている。襟元に付いているリボンは髪とお揃いだ。足元を見ると、白いレースのついたハイソックスと黒のローファーを履いている。
これならもう、誰も“坊や”とは言わないだろう。
「言っておくけど、魔法を使ったのは髪を伸ばすことだけよ!!顔は弄ってないし、毛先のくるくるだって天然なんだから!!」
　ピュアはそう説明しながら、恥ずかしそうに俯いてるサファイアの肩を、ぽふぽふと何故か自慢げに叩いた。
「…え…本当に、サファイアちゃん…だよね？」
　ペーターがゆっくりと尋ねる。これでも、かなり慎重に言葉を選んだに違いない。
「そうよ、紛れも無く!!」
　ピュアはそう言って得意げに笑った。サファイアは自分のものだから、それが可愛ければ持ち主のピュアも嬉しくなるのだ。
　ジャックにとっては、むしろこの方がずっと馴染みのある姿だった。しかしそれでも、つい先程までどう見ても少年だったのに、ただ髪を伸ばしただけで、すっかり“元の”少女に戻ってしまうサファイアに、驚かずにはいられない。
　…顔立ちが中性的なのだろうか。
　しかし、少年のなりをしているときにも、少女の装いをしているときにも、“もしかして…？”と思わせる要素はまったくない。
　……同じ顔なのに……
「決めたわ。クリアシャイン、あんたこれから髪伸ばしなさい」
　このサファイアをすっかり気に入ってしまったらしいピュアは、きっぱりした口調でそう命じた。
「えぇぇぇっ?!あの…本当におっしゃって…」
「もちろんよ」
　サファイアが慌てて聞き返しても、ピュアはその言葉を途中で遮ってしまう。
「あんただってもう11才でしょ？いいじゃない」
　ピュアはそう言いながら、まるで妹を可愛がるかのような手つきでサファイアの髪を撫でた。ところが次の瞬間、ハッとしたように手を引っ込めると
「べ、別にあんたが可愛くて気に入っちゃったとかじゃないんだからね!!さすがにその歳で男装してるのもイタいかなぁって…そう思っただけなんだから!!」
などと盛んに主張し始める。
　“誰が男装させておいたんだ”とか、“何をいまさら…”とか、ツッコむべき点はたくさんあるが、ペーターもジャックももう今更何も突っ込まない。
「…ふふふ…でも、これだと恋愛禁止令なんてあるのが勿体ないわね…まぁ、いっか。ずっと私のもの♪」
　誰も突っ込まないのをいいことに、ピュアはニヨニヨ笑いながら独り言のように呟いた。






※33…サファイアの愛用カップだ。ちなみに、ジャックのは色違いでブルーグレー。あと、赤とオレンジもあるのだが、そちらは使われていない。

※34…いくらピュアが病弱だとはいえ、まだ普段は元気である。
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        　そんなことを話しているうちに、サファイアはすぐいつもの姿に戻ってしまった。着替えたり、隠れたりしている間にも、“30分”という時間を消費していたのである。そして20：00になって女王の間での勤務が終わったサファイアは、ジャックと一緒に食堂へ来ていた。戦闘訓練の前に夕食を食べておこうというのである。
「ピュア様ったら…髪伸ばせって、本気で言ってたのかなぁ…」
　ハンバーグを1口大に切りながら、サファイアが困ったように言った。
「嫌なのですか？」
　ジャックが腕組みした状態で尋ねる。
「ん…6才で側近になった時からずっとこんな格好してるから…小さい頃は普通に女の子の格好してたんだけどね…」
　サファイアは浮かない顔で言って首を傾げたあと、皿から視線を上げて
「そもそも、似合わなくない？」　※35
と聞いてきた。
「いえ、とてもお似合いでしたよ」
　ジャックはサファイアの眼を見ながら、さらっとした口調で答える。お世辞っぽさもなければ照れた感じもない、まるで純水を掬うかのようにさらさらとした言い方だ。
「…え？…あ、そう？」
　普通なら、サファイアは間違いなく否定しただろう。別に謙遜しているわけではなく本心から、自分にはあんな可愛い服など似合わないと思っているのだ。しかし、今のジャックの言い方は、そんなことを言わせない力を持っていた。まるで催眠術か何かのごとく、無条件に納得させてしまう。
　…ちょ、今の反則だよ…もともと、その眼だけで反則なのにさ…
　心の中でそう抗議してみても、結局抗えないと気づかされるばかりである。結局、サファイアは斜め下に視線を落として、はにかみながら
「…ありがと」
と答えた。



　やがてハンバーグなどの皿が空になると、サファイアはデザートのケーキに取り掛かかった。今日はティラミスである。
「サファイア？」
　ティーカップをそっと皿に置くと、ジャックが抑えめな声で話し掛けた。
「なぁに？」
　サファイアはティラミスの1口目を飲み込んでから答える。
「あなたは、人との付き合い方にまで規制がかかっているのですか？」
　そう聞かれたサファイアは、初めのうち何のことだか分からないというような顔をした。しかし、間もなくして思い当たると、
「…あー…」
などと言いながら笑う。
「あぁ…恋愛禁止令のことね。うん…恋愛だけ、禁止されてるんだ」
「呪いの関係で？」
　ジャックがやや鋭い声で聞いた。
「ううん」
　サファイアは苦笑しながら首を振ると、
「違うよ。えーっと、まぁ…私もよく知らないんだけど、誰かを好きになったり付き合ったりすると、“大きくなってからやんなきゃいけない大切な仕事”とやらに支障が出るんだってさ」
とおどけた口調で説明する。
「…そうですか」
　ジャックはやや低めの声でそう答えながら、ふっと目を伏せた。
「どうしたの？」
　それを見たサファイアは、くいっと首を傾げて尋ねる。ほんの一瞬だが、なんとなく、彼が今憂いの色を見せたような気がしたのだ。しかし、ジャックはいつも以上に平淡とした声で
「いえ…どうしたというわけではありませんが」
と答え、そのあと
「もし…もしも、その命令に背いたらどうなるのです？」
と尋ねてくる。するとサファイアは
「何が何でも引き離すんだって」
と言いながらおかしそうに笑い、フォークを口へ運んだ。
「…そうですか」
　ジャックはまた同じ返事をする。しかし、今度の“そうですか”は先ほどと違って、いつも通りの無表情な“そうですか”だ。
「そうだ、そんなことより…ジャック、今夜少し時間ある？」
　突然、サファイアが身を乗り出して聞いてきた。
「えぇ…ありますけど、何か？」
　ジャックの答えを聞くと、サファイアは嬉しそうに笑う。
「じゃあさ、今夜私の訓練が終わったら、少し散歩しようよ」



　22:20ごろ、パールの戦闘訓練を終えたサファイアが「ただいまぁ!!」と言って自室に帰ってきた。へとへとに疲れているはずなのだが、見た限りでは元気いっぱいだ。
「お帰りなさい」
　パソコンで電子書籍を読んでいたジャックがそう言っているうちに、サファイアはジャックの手を掴んで引っ張る。ちょうど、夕方のピュアとサファイアの構図と同じだ。
「じゃあ行こう♪」



　“散歩”と言われていたジャックはどこを散歩するのだろうと思っていたのだが、サファイアはなんと、あのサファイアンコスモス畑に行くと言い出した。
　秋の空を飛び続けること2時間、2人はサファイアンコスモス静養地の近くに到着する。月の光が明るいおかげで、夜でも青いコスモスの花がきちんとよく見えた。
「ごめんね、付き合わせちゃって」
　花畑の中の小道を歩きながら、サファイアが済まなそうに謝る。
「別に構いませんよ」
　ジャックが答えると、サファイアは
「じゃあ追いかけっこしよ」
などと誘った。
「それは遠慮します」
　そう即答するジャックの眼が一気に冷たくなる。
「やっぱり？」
　氷のような眼を見たサファイアはそう言って苦笑しながら肩を竦めた後、
「じゃあ私、ちょっと遊んでくるね」
と断って、パタパタと駆けて行った。


　……恋愛禁止令、か……
　またひとりではしゃいでいるサファイアを見ながら、ジャックは心の中で呟いた。
　あまりにも広すぎる世界と途方もなく長い時の中で、奇跡的に再び巡り会うことができた。それはもう“奇跡”などという言葉では到底言い足りない。確率を計算すれば、分母が天文学的な数になることは確実だ。そんな数字を乗り越えて、あれほど会いたくてたまらなかったサファイアと、今再び一緒に暮らしているのだから、これ以上望んだらもう贅沢過ぎるだろう。しかし、そう分かっていても、やはり望まずにはいられない。“恋愛禁止令”なるものを、恨まずにはいられない…。
　だがその一方で、ジャックは自分自身の感情が何なのか、よく分からなくなっていた。
　サファイアのことが、愛おしくて愛おしくてたまらない。かけがえがなくて、守りたくて…そして、ずっと幸せでいてほしいと願っている。それは間違いないのだ。しかし、こういった思いが本当に“恋愛感情”なのかと問われると、はっきり頷くことはできない。いや、恋愛感情がベースになっていることは確かなのだが、純粋な恋愛感情ではなく、友情、家族愛、憧憬…などといった、いろいろな感情が混ざっているような気がする。1500年間にも渡って捜し続けてきた結果、単にサファイアを“女性”として愛するだけでなく、“人間”として、さまざまな意味で愛するようになっている気がするのだ。
　…でも、それなら現状で十分ではないのか？恋愛禁止令の話を聞いてからずっと、こんなにも胸が痛いのはどうしてだ？


「ただいまぁ!!」
　花と思う存分じゃれ合っていたサファイアが、満足そうな笑顔で帰ってきた。
「見て見て!!また写真撮ったんだ♪」
　“また”というからには7月の時も撮ったのだろうか。いずれにせよ、サファイアが見せてきた写真はどれも綺麗に撮れている。
「上手に撮れていますね」
　ジャックの口調は淡泊だが、サファイアは笑いながら
「そんなこともないけど…」
と首を振った。そして、なんとなく小道を歩き出すと
「この花にはね、面白い伝説があるんだよ」
と話し始める。
「今は5月下旬から10月いっぱいまでずっと咲いてるけど、昔は普通のコスモスと同じで9月ぐらいにならないと咲かなかったらしいんだ。だけど、だいたい1500年くらい前――まだ青玉島が国家になってなくて、1つの村に過ぎなかった頃だけど――そんな頃に、島の砂浜から突然光の柱が立ち上がって、その柱の根本から広がった同心円状の光が島全体を覆ったんだって。それから、サファイアンコスモスは5月末から咲くようになり、青玉島の人はみんな水の魔法が使えるようになったんだと」
　サファイアはまったく他人事のように話していたが、それを聞いたジャックの脳内には、忘れようにも決して忘れられない記憶が、すぐ鮮明に蘇る。
　…その光は…サファイアの最期の光だ…
　そんなジャックの思いなど知る由もないサファイアは、ジャックが何も反応を示さなくても気にすることなく話し続ける。
「私ね、この花が1番好きなんだ。綺麗なブルーが透き通ってて……何か、懐かしい気分になるんだよね」
　……!!
　その言葉に、ジャックは驚いてサファイアを見た。
「…どうしたの？」
　サファイアが不思議そうに首を傾げると、ジャックは
「いえ…どうしたというわけではありませんが」
と目を逸らす。
　2人の会話が途切れたその一瞬に、秋の夜の冷たい風が吹き抜けた。コスモスの花が、一斉に大きく揺れる。
「…冷え込んできたね」
　サファイアは寒さから身を守るべく、自分自身をぎゅっと抱きしめて呟いた。
「防寒着を持って来ないのが悪いんです」
　そんなサファイアを見下ろしながら、ジャックがその風と同じくらいの冷たさで言う。
「だってぇ…昼間は暖かかったし…」
　いじけたようにそっぽを向いてそう言い訳していたサファイアは、その言葉の途中で肩にふぁさっと何かが掛かってきたのに驚き、言葉を止めた。見ればサファイアの上着である。
「ぇ？」
　サファイアが驚いて振り向くと、ジャックは自分の百露華を縮小してポケットにしまっているところだった。それから冷淡な口調で、
「そういうことだろうと思って、持ってきたんです」
と言う。
　サファイアは少しの間目を瞬かせていた。それから嬉しそうに
「ありがとう」
とお礼を言うと、笑いながら
「…なんか、じゃっくんお兄ちゃんみたい…」
と呟く。
「………」
　ジャックは何も答えず、ただサファイアを見下ろしていた。







※35…じゃあ今の服は自分に似合うと思っているのかというと、そうでもないらしい。どんな服を着ても土台の悪さは誤魔化せない、というのが、サファイアの基本スタンスだ。だったら別にどんな格好をしたって構わないのではないかと言う気もするが…そこは、やはり慣れた服装と言うことになるのだろう。
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        　季節はさらに巡り、もう冬になっていた。11月～12月上旬は、青玉島王室が大忙しになる時期である。国民に王宮の決算報告をするために、1年間使ったお金をすべて書類にまとめなければならないのだ。そんなこと女王が自らやることなのだろうかという気もするが、そういう仕組みだから仕方がない。その報告書はこのあと、専門の委員会がすべてチェックしていくことになる。


2003年12月19日
　決算報告が無事に委員会のチェックを通過したころ、サファイアは誕生日を迎えて11才となった。
「お誕生日おめでとうございます」
　ジャックがそう言って、水色のギンガムチェックの包装紙と青いリボンでラッピングされている、薄い直方体の箱を差し出す。
「え…えぇぇぇっ?!」
　サファイアは受け取りながらびっくりして叫んだ。
「え…どうして私の誕生日が今日だって分かったの？」
　サファイアが首を傾げる。今までに1度も教えていないはずなのだ。しかし、ジャックはしれっとした口調で
「以前そうおっしゃっていたでしょう？」
などと言う。
「…あー…そうだったっけ…」
　サファイアはそう言いながら首を傾げた。しかし間もなく、もうそういうことにしてしまおうという結論に行きつく。ジャックに平然と言われると、教えたような気がしてきてしまうのだ。　※36
「ねぇねぇ、開けてみてもいい？」
　サファイアがわくわくしながら尋ねた。どうしてジャックが自分の誕生日を知っているのかということよりも、プレゼントの中身の方が気になる。誕生日プレゼントなどもらったことがなかったから、もう嬉しくて仕方がないのだ。
「えぇ、どうぞ」
　ジャックが頷くと、サファイアは包装紙を破かないようにそっと開けていった。そして、中身をみると
「えぇぇぇっ?!すごい!!」
と大喜びで叫ぶ。
　箱の中から現れたのはデジタルフォトフレームだった。ジャックは、これならサファイアが撮ったコスモスの写真を飾ることができると考えたのだ。
「すごいよ、じゃっくん…どうもありがとう!!」
　はしゃぎながらさっそくパソコンと繋ぎ、ジャックの思った通り、サファイアンコスモスの写真8枚を入れる。そして、そのフォトフレームを机の上にそっと飾った。　※37



　この日の夜中、それぞれの研究を切り上げたサファイアとジャックは、いつものように実験棟の出口で落ち合うと、王宮のビルへ歩き始めた。深夜2:50のことである。
「…あれ？」
　庭を突っ切ってメインのビルのエントランスに入った時、サファイアはふと呟いて足を止めた。その視線の先にあるロビーのソファを見ると、小さな女の子が眠っている。6・7才といったところだろうか。
　サファイアはその子の側に駆け寄ると、
「…ローラ？」
と優しく呼びかけた。
「…ん…んん…？」
　ローラと呼ばれた少女は、ゆっくりと身を起こして焦点の合わない眼で2・3回瞬きをした。それから、突然
「きゃっ!!」
と悲鳴を上げる。
「さ、サファイアおにいちゃんッ?!」
　ローラは驚いて口をパクパクさせながら叫んだ。どういうわけか、頬を紅潮させている。
「こんなところでどうしたの？」
　そんなローラに、サファイアが首を傾げて問いかけた。すると、ローラは怒ったように
「“どうしたの？”じゃなくない？あたし、おにいちゃんのこと待ってたんだけど」
と膨れっ面をする。
「えぇぇぇっ?!こんな時間まで?!」
　今度はサファイアが驚いて叫ぶ番だった。
「そう。最近、ちっとも来てくれないじゃん。最後に来たのいつだか覚えてる？」
　ローラはサファイアを見上げながら睨む。サファイアも小さいが、この子はもっと小さいというわけだ。
「10月17日」
　サファイアが済まなそうな顔で即答した。すると、ローラの目つきは少し緩くなる。
「とにかく、2ヶ月も放っとかれてムカついたから、こっちから来ちゃったの。ここなら絶対通ると思って…そしたら、いつまでたっても来ないから、寝ちゃったのよ。これから遊びに来てくれるんでしょうね？」
　実質選択肢を与えないような聞き方をするローラに、サファイアは
「うん…いいよ」
と答えながらジャックを振り返った。それでローラも、初めてジャックの存在に気付く。
「あれ？サファイアおにいちゃん、本当のお兄さんいたの？」
　ローラは驚いたように質問したが、答えを待たずに
「まぁいいや。お兄さんも来なよ」
と言って歩き出してしまった。
「…お兄さんだって」
　サファイアは苦笑しながら、ジャックにだけ聞こえるように呟いたあと、ローラの後を追って歩き出す。
　…“お兄さん”か…
　ジャックは心の中でそう呟いてから、2人に続いて歩き出した。



　3人は地下へと向かった。階段を下りて長らく廊下を歩き、1番隅の部屋の扉を開ける。中には10台のベッドと10台の机があり、9人の子供がいた。1才ぐらいの子が2人、5・6才の子が4人、7・8才の子が3人だ。5・6才の女の子以外は、みんな寝ている。
「あ、サファイアおにいちゃんだ!!」
　その起きていた子が嬉しそうに叫んだ。
「あっ、馬鹿…」
　ローラが窘めてももう手遅れ、赤ん坊2人が目を覚まして泣き出してしまう。
「もうっ!!あたしさっき、やっとの思いで寝かしつけたのに…」
　そう憤慨するローラも泣き出しそうだ。
「おにいちゃん、悪いけど…」
「了解です」
　サファイアは苦笑して頷くと、2人の赤ん坊をそっと抱き上げた。そして、軽く揺すりながら子守唄を歌い始める。
　……え……？
　ジャックは驚愕した。サファイアが歌った子守唄は、1500年前によく彼女が歌っていたもの、そしてジャックが夢の中で、何十万回と聞いてきたものと、まったく同じ歌なのだ。ものすごく上手いというわけではないが、聴いている人を安心させる、優しく、穏やかで、少し憂いを含んだ旋律…
　ジャックはローラに
「この子守唄は、有名なものなのですか？」
と聞いてみた。しかし、ローラは
「ううん」
と言って首を振る。
「少なくとも、あたしはサファイアおにいちゃんが歌うのしか聞いたことないよ。まぁ、ここじゃ子守唄を歌う人自体、おにいちゃんしかいないから何とも言えないけど…」
「…そうですか…」
　ジャックはそう答えながら、もう1度サファイアを見た。かつてこの歌を歌っていた時より、ずっと幼いサファイア。にもかかわらず、その歌声は1500年前と何一つ変わらない。1500年間、ずっと夢の中で聞いてきた歌声ともまったく同じだ。優しさの中に憂いを秘めた旋律が、伸びやかな繊細さで歌われる。それはまさに、聞くものを抱きしめて包み込むようで…。


　それから間もなくすると、2人の赤ん坊はすやすやと眠ってしまった。
「おにいちゃん、ありがとう」
　ローラは声を潜めながら、心底ほっとしたように笑う。
「ううん…今ローラが最年長？」
　サファイアが尋ねると、ローラは
「そう…もううんざり」
と口を尖らせた。
「先月アンナおねえちゃんが10才で卒業しちゃったから、今9才のあたしが最年長　※38　なんだけど…もう無理、手に負えない。キャサリンとリサはすぐ泣き出すし、セイラたちはやんちゃばっかするし…」
「…そっかぁ…ごめんね」
　サファイアは苦笑して謝りながら、ローラの頭を撫でてやる。
「…おにいちゃんのせいじゃないからいいよ」
　俯いてそう答えるローラの頬は、心なしか赤く染まっていた。

　

　サファイアとジャックがそこにいたのはわずか20分ほどだった。
[image: ]「また来てね!!サファイアおにいちゃん…あたし、おにいちゃんのこと大好きなんだから」
　ローラは真剣な顔でそう言いながら、サファイアにぎゅっと抱きつく。
「うん、私もだよ」
　そう笑いながら、サファイアもローラのことを軽く抱きしめてあげた。しかし、2・3秒ほどで放してしまい、
「じゃあね」
と手を振る。
「絶対来てね!!」
　そんなローラの言葉に送られて、サファイアとジャックはちびっこお掃除隊の部屋を離れた。


「以前あなたは、幼い頃は城の掃除や洗濯等をなさっていたとおっしゃってましたよね？」
　ジャックが聞くと、サファイアは笑顔で
「うん」
と頷いた。
「私もあの部屋にいたんだ。さっきの子はローラ・カロンっていう、私の幼なじみ……まぁ、今はそうってだけだけど」
　ジャックはすぐにサファイアの言っている意味を察した。おそらく、あの子もまだ、新月の呪いについて知らないのだろう。しかし、ジャックはあえてそこには突っ込まず、別のことを聞いた。
「彼女はまさか、あなたの性別をご存知ないのですか？」
　サファイアがびっくりしたように振り返ると、おかしそうに笑い出す。
「まさか!!知ってるよ…部屋は男女別だもん。何言ってるのさ…」
「…そうですよね」
　ジャックはそう言いながらちらりと後ろを振り返った。

　無論ジャックも、部屋が男女別になっていることぐらい分かっている。それでもあえて聞いたのは、ローラがどうも…サファイアに気があるように見えたからだ。
　…まぁ…まさか…
「物には困らないんだけどね、あそこ…ただ、人がいなくて。年下の子の面倒は、全部年長者が見なきゃいけないんだ。だからローラも大変なんだけど…まぁ、それもあと2ヶ月だけどね。ローラの10才の誕生日は2月10日だから」
　サファイアはそう言うと、少し寂しそうに笑う。その理由も先程と同じ。ローラもまた、ミヒャエルのように離れていってしまうと思っているのだ。しかし、やはりジャックはそこには触れないで、代わりに
「先程の子守唄は、どちらで聞いたのです？」
と尋ねた。しかしサファイアは
「どこでもないよ。あれ、もともと私のでたらめだったんだ」
と答えながら首を横に振る。
「私、あそこを出てからも今日みたいな感じでよく遊びに行ってたんだけど、8才ぐらいのとき、夜泣きの酷い子がいて――さっきキャサリンとリサを起こしちゃった子なんだけど――あの子を寝かしつけるために、即興で歌ったの。そしたら案外すぐ寝てくれたから、それ以来ずっと使ってるってわけ」
　サファイアはそう説明した後、
「何で？」
と首を傾げてくる。
“その唄、知っているんです”
　そんな言葉が喉まで出かかった。そう言いたかった…そう言ったら、どうなるだろう？
　ジャックは一瞬、本当にそう言ってしまおうかとも思った。しかし、結局
「…いえ…何故というわけではありませんが」
と答える。普段は表情の乏しさに困ることもあるジャックだが、こういうことになると――つまり恋愛が絡むと、ということだが――どうも顔に出るらしい。　※39　かつて、ディックに指摘された覚えがある。恋愛禁止令が出ていることを考えると、下手な発言はしないほうが無難だ。
　その代わりに、ジャックは
「ただ、とてもいい唄だと思っただけです」
と付け加えておいた。








※36…本当は教えていないのだが…。

※37…ちなみにこの後、サファイアはジャックの誕生日が3日前の12月16日であることを聞いて、大いに慌てることとなった。

※38…本当は9才なのに6・7才に見えるということは、どうやらこの子も2・3才幼く見える子らしい。

※39…ジャックはそう思っているが、別にそんなことはない。逆に、見抜いたディックの方が鋭いだけのことである。
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        2004年2月24日
　2月が終わりに近づき、青玉島はようやく最も寒い時期から抜け出そうとしていた。しかし、窓の外は相変わらず、真っ白な雪に覆われている。
　そんな日の22:20ごろ、戦闘訓練から帰ってきたサファイアがいつものように紅茶を飲んでいるときのことだった。
　リンドーンリンドーンリンドーン…
　サファイアたちの部屋のインターホンの音が聞こえた。急いでいるのか、リンドーンリンドーンと押し続けている。
「はい」
　ジャックがマイク越しに応じた。
『ローラ・カロンです…サファイアおにいちゃんいますか？』
　その言葉を聞くと、サファイアはティーカップを置いて立ち上がる。
「どうしたの？」
　サファイアがドアを開けた。
「おにいちゃん…ちょっと確かめたいことがあるんだけど」
　深刻な表情で言うローラに、サファイアの笑顔が硬くなる。“確かめたいこと”の内容を察したのだ。
「うん、じゃあ…あがって」
　それでもサファイアはそう言って、ローラをLDKのソファへ案内した。


「卒業したの、2週間ちょっと前だよね？」
　サファイアが聞くと、ローラは黙ったまま頷く。2月10日に10才となったローラは、晴れてちびっこお掃除隊を卒業したのだ。
「今はどうしてるの？」
「厨房で下っ端やってる…なんか、お皿割ったら超怒られたんだけど…」
　ローラが膨れっ面で答えた。すると、サファイアは
「そっか」
と苦笑する。
「お茶が入りました」
　そう言って、ジャックが紅茶を淹れてきてくれた。サファイアはまだ先程の飲みかけがダイニングテーブルにあったのだが、わざわざ新しく淹れてくれたらしい。
「あ…すいません、いただきます」
　ローラは緊張気味に、小さく会釈しながら言った。
「ごめん…ありがとう」
　サファイアもそうお礼を言う。
　ジャックは2人に軽く会釈だけすると、部屋から出ていった。気を利かせて席を外してくれたのだろう。
「…お兄さん、紅茶淹れるの上手くない？砂糖無しで良さ気なんだけど」
　1口飲んだローラが言った。ちなみに、ローラはいつも、砂糖を2杯くらい入れている。
「うん」
　サファイアは笑いながら頷いた。しかし、ローラの
「いやいやいや…“うん”じゃないでしょ、おにいちゃん…それ5杯目？」
という突っ込みに動きが止まる。
「もう…おにいちゃん、相変わらずなんだね」
　ローラは溜め息混じりに言ったが、次の瞬間ふと真顔になった。いや、“表情が消えた”と書いた方が正確かもしれない。
「ねぇ、サファイアおにいちゃん、さっき紅茶を淹れてくれた人って、本当はお兄さんじゃないよね？」
　ローラの問いに、サファイアは
「うん同僚だよ」
とあっさり頷く。
「だよね…だって、サファイアおにいちゃんにお兄さんがいるわけないもんね…湧いてきたんでしょ？」
　ローラがそう言うと、一瞬沈黙が流れた。無機質な部屋が、沈黙の痛さを倍増させる。
「あぁ…聞いたんだね、呪いのこと…」
　やがて、サファイアが微笑みながら言った。
「…本当なの？“新月の呪い”って…」
　ローラの声は小さい。ちらちらとこちらを伺ってくる眼は、“嘘だと言ってほしい”という思いをはっきりと伝えている。
「うん。本当」
　しかし、サファイアはそれに気づいていながら、やはり微笑んで言った。いや、もちろんそこで“No”と言えば嘘になってしまうのだが、仮面をつけたように微笑んでいて、臆する様子は微塵もない。
「…!!」
　サファイアの答えにローラはショックを受けたような顔をした。だが、それでもさらに
「じゃ、じゃあ…いきなり暴れだしたりするの？それで、怪我した人は同じ呪いに掛かっちゃったり…」
と聞いてくる。そんな根も葉もない噂　※40　まで流れているのだ。
　それを聞いたサファイアは、苦笑しながら
「暴れたりするのは新月の晩だけだし、人に伝染ったりはしないよ」
と答えてから、諦めているような口調で
「…って言っても信じてくれないよね」
と付け加えた。
「………」
　それに対して、ローラは何とも答えることができない。
　数分の間、非常に冷たくてぎこちない沈黙が2人を支配した。呆然としているローラと、慣れきって諦観したように微笑んでいるサファイア。2人の間に置かれた2つのティーカップから、白い湯気がゆらゆらと立ち上っている。
「…うん…」
　ようやく、ローラが小さな声で頷いた。
「…信じられないよ……何で言ってくれなかったの？」
　ローラはサファイアの眼を見ながら尋ねるが、サファイアの目はローラを見ていない。ローラの方を向いてはいるのだが、そのはるか後ろを見つめている。
「どうして今まで黙ってたの？」
　それに苛立ったローラが、大声を出した。
　…あたし、見限られてる…
　直感的に、そう感じている。
「だって、それを知ったら一緒にいてくれないでしょ？」
　サファイアはゆっくりと答えた。その態度は、あくまでも落ち着き払っている。
「ずっと一緒にいてほしいだなんて、そこまで高望みしたことはないよ。あの部屋を卒業して、大人とも関わるようになれば、こうやってバレちゃうのは分かってたからね。だけど、それまでは…それまでの間だけは、一緒にいてほしかったんだ」
　穏やかな声でそう言うサファイアに、ローラはまたしばらく絶句した。
「…それ…どういうこと？」
　数十秒経ってから、どうにか再び話し始めたローラの声は、明らかに震えている。
「初めから、そういうつもりだったの？その場凌ぎとしか思ってなかったの？騙してでも、その間だけ一緒にいられればよかったの？」
　そう詰問されると、サファイアは一瞬悲しげに視線を落とした。しかし、すぐにまたローラと目を合わせると、小さく笑いながら
「そう言われても、否定はしないよ」
と答える。
「!!」
　ローラが勢いよく身を乗り出し、右手を高々と振り上げた。身体を支えようとテーブルに突いた左手がバンッと大きな音を立てるのと同時に、その衝撃で2つのティーカップが倒れてしまう。しかし、2杯とも紅茶は零れなかった。カップが転がっても、赤い液体はその中に平然と留まったままだ。
　そんなことには構わず、ローラは振り上げられた右手を勢いよく振り下ろした。だがそれも、サファイアの左手が平然と捕まえてしまう。
　そのままの状態で、3回目の沈黙が流れた。そしてやはり、それを破るのはローラの方だ。
「…ねぇ、サファイアおにいちゃん…あたしね、おにいちゃんのこと好きだったんだよ」
　ローラがゆっくりと言った。
「おにいちゃんのこと、本当に大好きだった…優しくて、いつもにこにこしてて…大好きだったの」
　そう言うローラは、小さく震えている。
「おにいちゃん…あたしが“大好き”って言うと、いつも“私もだよ”って言ってくれたよね。だけど…それも嘘だったの？」
　サファイアは何も答えなかった。ただ、顔色ひとつ変えることなく黙っている。
　やがて、ローラはそっと身を起こした。ローラの右手を掴んでいたサファイアの左手は、ちらりとも留めておこうとはせずに放してしまう。
「…いいよ、もう……もう…」
　ローラはそう言って、ドアの方へ歩いて行った。サファイアは追うどころか、立ち上がりもしない。
　ローラの手がドアノブにかかったが、彼女はそこで1度足を止め、サファイアのことを振り返った。そして、小さな声で
「…大嫌い…」
と囁くように言って、そのまま部屋を出ていく。
　結局、サファイアは最後まで微笑んでいた。








※40…多分、人狼伝説と混ざっているのだろう。
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        　決して盗み聞きする気はなかったのだが、サファイアとローラの会話は、ジャックがいる寝室の方まで完全に聞こえていた。まるで壁に穴が空いているかのような防音設備のせいで、結局すべて聞こえてしまったのだ。
　…どうしてあんな言い方をするのだろう？
　聞きながら、ジャックが第1に思ったことはそれだった。
　はたしてローラさんは、初めからこのような結論を持ってきていたのだろうか？
　初めからサファイアを拒絶する気なら、わざわざここまで来る必要はない。ミヒャエルのように、なんとなく避けていればいいのだ。その方が、はるかに無難である。
　にもかかわらず、わざわざここまで来たのは何故だろう？サファイアを問い質したうえで、まだ“友達”　※41　でいたかったからなのではないだろうか？
　仮にそうだとすれば“何故彼女はここへ来てから考えを変えたのか”という話になるのだが、その原因は明白だった。サファイアの話し方のせいだ。表情は見えないが、声を聞く限りでは1度も動揺を見せていない。
　“…って言っても信じてくれないよね”――サファイアは“ローラさんが自分を信じてくれる”という可能性を否定している。つまりその点において、サファイアがローラさんを信じていないことになる。
　“それまでの間だけは、一緒にいてほしかったんだよ”――サファイアはローラさんのことを所詮“それまでの間だけ”一緒にいればいい存在としか思っていなかったのだろうか？
　“…そう言われても、否定はしないよ”――何故否定しないのだろう？“その場凌ぎのために騙していた”と言って、話が好転するはずないということなど、明白ではないか。
　そのうえ、まったく動揺を見せない落ち着き払った声は、ローラさんがいなくなっても困りはしないというふうにも解釈できる。特に、
“おにいちゃん…あたしが‘大好き’って言うと、いつも‘私もだよ’って言ってくれたよね。だけど…それも嘘だったの？”
という問いに対し、黙っていれば…むしろ、そうとしか解釈できなくなる。
　…僕の言えたことではないが、サファイアなら、もう少しローラさんを引き止めるような……少なくとも、ローラさんに“大嫌い”などと言わせないような言い方もできたはずだ。それなのに、どうして…？
　ガチャリとドアが開き、ジャックのいる寝室にサファイアが入ってきた。
「この部屋の防音設備、すばらしいでしょ」
　サファイアがおかしそうに笑って言う。
「…申し訳ありません」
　ジャックが聞いてしまったことを謝ると、サファイアは静かに首を振った。
「いいよ。もし聞いてなかったって言ったら、会話の内容全部話すつもりだったし…」
　サファイアはそう言いながら、ジャックの隣にちょこんと座る。
「…どうしてあのような言い方をなさったのです？」
　ジャックがおもむろに切り出した。
「まるで、ローラのことを騙してその場凌ぎとして利用してただけだから、別に嫌われたって構わない、みたいなってこと？」
　サファイアが虚ろな眼をして聞き返す。
「そこまで言うつもりはありませんでしたが…」
「そうすればローラは、二度と私と仲良くしようだなんて思わなくなるでしょ？」
　そんな返事を聞いたジャックは、思わずサファイアを凝視した。サファイアは自分の膝に置かれた親指に視線を向けているが、実際にはそれよりはるか遠くを見つめている。
　そんな姿は、今にも壊れてしまうのではないかと見る者を不安にさせた。あまりにも虚勢を張り過ぎて、頑なになり過ぎて…抱きしめるどころか、触れるだけで崩れてしまうのではないかと思うほどだ。
「私なんかと一緒にいると、ローラまで同じような扱いされちゃうからさ…あの子、本当に優しい子だから、これぐらい酷いこと言わないと、私に同情して一緒にいてくれちゃいそうな気がしたんだ……私なんかのために、ローラまで辛い思いをする必要はない…でしょ？」
　ジャックは返す言葉がなかった。
　…こんなところまで変わっていないのか…
　1500年前も、サファイアは事あるごとに“ジャックは優しいね”と言っていた。別に、僕が優しいからそうしていたわけではないのに…。僕は何回そう思い、何回彼女に言ったことだろう？

　今回だって、もし仮にローラさんがサファイアと一緒にいたいと思っていたのだとしたら、それは、ローラさんが“優しい”から“同情して”いたというわけではなく、サファイアのことが好きだから一緒にいたいと思っただけだ。
　…どうして彼女は、そう考えようともしないのだろう？
　そう思っても、今答えを導き出せるはずはなかった。なんせ、1500年越しの問いなのだ…そう簡単に分かるはずがない。
「あなたも、辛い思いをする必要などないでしょう？」
　仕方なく、ジャックは少し論点をずらして言った。すると、サファイアは肩を竦めて
「んー…でもまぁ、人に迷惑をかける人は、疎まれてもしょうがないよね」
と言う。
「私と親しくしていると、漏れなくその人まで道連れになるっていうんじゃ、しょうがないでしょ」
　サファイアはそう言いながら、ジャックのことをちらっと見上げた。そんなことを言うとジャックに対して失礼だし、大きなお世話だろうから1度も口にしたことはなかったが、サファイアは内心でいつも、自分といるばっかりにジャックまで同じような思いをしているのではないかと心配していたのだ。それと同時に、どうしてジャックは自分の側にいてくれるのかと不思議に思ってもいる。
　2人の間に沈黙が流れた。先程サファイアとローラの間に流れたのとはまた違った感じで、重い沈黙だ。
「…サファイア」
　やがて、ジャックはゆっくりと口を開いた。
「わたしに対しても、同じように考えていらっしゃるのですか？」
「え…？」
　思わず見上げたサファイアの眼を、ジャックが直視する。
[image: ]「わたしがあなたの側にいることは心苦しいですか？わたしも側にいない方がラクですか？」
「………」
　サファイアは頷こうとした。今まで自分が言ってきたことを踏まえれば、ここで首を縦に振らないと、“自分と一緒にいることでどんな扱いを受けても、それがジャックなら別に構わない”と言っていることになってしまう。
　しかし、サファイアはどうしても頷くことができなかった。ジャックはサファイアにとって、呪いのことを知ったうえで何の交換条件もなく自分を受け入れてくれた、唯一の存在なのだ。
　…ジャックには側にいてほしい。身勝手なのは分